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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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運命の第一歩

大河

影を背負う男




　あとがき







　古代を越え、紀元をも遥はるかに越えた時代。

　大洋の中にその大陸はあった。

　かつては大陸全土が統一され、華はなやかに栄えていたが、一〇〇〇年ほど前から数度起った大災害と、氷河時代の終しゆう焉えんによる海面の上昇、そして全土をひたひたと浸しん食しよくする砂さ漠ばく化が、大陸全体を荒こう廃はいさせ、大陸を統一していた共和国の体制は崩くずれ、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎えていた。

　全土は麻あさのように乱れた。







運命の第一歩








一日目






　冬が近付いていたが、山の木々は未だ青々として、連山の最さい高こう峰ほうスクーナ・ラトリの頂上も、雪を頂いただくのはもう少し先のことになる。

　まして、このラテル山は、雪を迎えることなど、ほとんどない。

　北方の海から来る湿しめった空気は、大抵この山々で遮さえぎられるので、山にはよく雨が降り、霧も発生した。

　霧と雨とが木々を育てる。

　山では杉や松が、裾すそ野のではブナや様々な広こう葉よう樹じゆがよく育ち、大木となった。

　巨木は、それ自体で言葉を持っている。

　幹みきに触ふれると、勘かんの良い者ならば、その言葉を聞くことができる。命の脈みやく動どうを感じ取れる。

　万物の内には精霊ストラと呼ばれる本質的存在が在あるというが、人々は、こうした巨木のものは霊ハランだと信じた。

　普通、霊とは人や動物の存在の核、魂たましいのことを指すのだが。

　麓ふもとに住む人々にとって、スクーナ・ラトリは神の山であった。

　優美この上ない山容と、厳きびしく人を拒こばむ峻しゆん険けんさが、人々をして、神々の住みたまえる山と信じせしめた。

　もともと、古代世界の人々は山の頂きに立とうなどとは考えないし、猟りよう師しも獲え物ものの少い頂上付近にまでは分け入らない。ましてや山さん菜さいなどを採取する人々の登る高さなど知れていた。

　特に山々の主あるじ、スクーナ・ラトリには近付く者もなく、このラテル山も、せいぜい四合目ぐらいまでしか人は登らない。

　ラテル山も、麓の人々にとっては神の山なのだ。

　標高はせいぜい一五〇〇メートルほどしかなく、最さい高こう峰ほうスクーナ・ラトリを除くと、三〇〇〇メートル級の山のほとんど無いラトリ山脈の山々の中でも高い方には入らない。

　ケントウリの山。

　麓の人々はこの山を秘ひそかにそう呼び、恐れ敬うやまって来た。

　ラテル山には、幻まぼろしの半はん神しん族ぞくケントウリが住むという言い伝えがあるのである。

　ケントウリ族とは、大だい災さい害がいの起こる前の一〇〇〇年近い昔、まだこの大陸が共和国連合の名のもとに統一されていた時代には、人間たちとも盛んに交流し、主として思想的、精神的な問題に有用なアドバイスを与える存在だったという。しかし、大災害の後で大陸全体が乱れ、戦乱の時代に突入すると、それに嫌いや気けがさしたのか、ほとんど人の前には姿を現わさなくなり、今では伝説と化している。

　地方によっては、ケントウリを悪あく魔ま視しするところもあるほどだ。

　もちろん、この地方では、相変わらず神に近いものとされていた。そればかりでなく、過去には、このラテルの山中でケントウリに会った者もいたという。

　狩りに夢む中ちゆうになって山中深く入り込み、大おお怪け我がをした猟りよう師しを救ってくれたとか、死に瀕ひんした親のために薬草を捜さがしに登って行った孝こう子しに、秘伝の薬を与えてくれたとか……

　伝説も敬けい慕ぼに満ちたものだ。

　幸か不幸か、現存の人々の中に、ケントウリに実際に会った者は一人も居なかったが。




　そのラテル山の四合目辺あたりを、一人の人物が麓ふもとに向って下っていた。

　ほっそりと優しい身体からだつきの若い男だった。

　若い男というよりは、少年と呼ぶべき年齢だろう。

　初冬に、スクーナ・ラトリの頂きに降る雪のように白い肌はだをした少年は、確かな足取りで山を下りながらも、ときどき後方を振ふり返った。

　もちろん、本当の道はない。獣けもの道みちだ。深く豊かな木々や下した生ばえの灌かん木ぼくが、大抵は少年の視界を遮さえぎる。

　それでも、少年は振り返ることを止めなかった。




　少年の名は、アウル・トバティーエ。

　今日、一七歳の誕たん生じよう日びを迎えたばかりだった。

　この山で少年を育てた者は、トバティーエをティーエと呼んでいた。

　いつものように夜明けと共に起きて、根こん菜さい類るいや木の実といった、完全に菜食の朝あさ餉げを済すますと、育ての親はティーエを改めて向いに座らせ、話し始めた。

「ティーエ、今日はおまえの一七歳の誕生日だな」

「はい、ケイローン」

　いかにも素直な様よう子すで頷うなずくティーエの向い側の大きな影は、完全な人の姿をしてはいなかった。

　腹から上部は、ほとんど人間と同じだ。

　人間ならば中年の男だろう。

　知的で上品な顔立ちをし、目の色が深いため、高こう僧そうか学者のように見える。もちろん服を着ていたが、身体からだに良く合うもののために、身体付きが良く分かった。

　腹から下の部分が、全く人間とはかけ離れていた。

　筋きん肉にく質しつの長い身体、四本ある引き締しまった足。大陸に産する最大の鹿しか、大おお角つの鹿じかというよりは、何百年か前に東の大陸からもたらされた馬という動物に酷こく似じしていた。

　つまり、ケイローンという名のこの育ての親は、上半身が人間、下半身が馬の形をしているのである。

　これが、幻まぼろしの半はん神しん族ぞくケントウリの姿だった。

　そして、ティーエはこのケントウリ以外のひとというものと、全く会うことなく育ったのだ。

「立派に育ったものだ。おまえは」

　ケイローンは、ティーエを見み詰つめ、目を細めた。

「学問も医術も魔ま術じゆつも、よく学んだ」

「はい。一いつ生しよう懸けん命めい学びました」

「もう、これ以上、わたしがおまえに教えるべきことはない」

　ケイローンは立ち上り、ティーエを住居にしている岩屋の入口に誘さそった。

　ケイローンの肌はだ色いろは、ティーエとは違って、金属のような艶つやのある灰色だ。

「あとは、おまえが自分で学ぶのだ」

　ケイローンは続ける。

「学問とは、自みずから学ぶものなのだ。師が教えることができるのは、学ぶ方法に過ぎない」

　これは、いつもケイローンが言っていることだ。

「おまえに必要なものは、学問を裏付ける体験だ」

　ケイローンは、ティーエの肩に手を置く。

「体験こそが、最も重要なものなのだよ」

「はい、ケイローン」

　ティーエは素直に尋ねる。

「どうやって、体験をするのですか？」

「ティーエ、わたしは、もう、おまえに教えることはない」

　ケイローンは、外を指差した。

「おまえは今日、山を下るのだ」




　正午ごろに、ティーエはケイローンと別れ、住み慣なれた岩屋を後にした。

　そして、こうして山を下っているのだ。

　ティーエが振ふり返り、見ようと望んでいるのは、ケイローンの岩屋のある辺あたりだった。

　ケイローンは、三日後に眠りに入ると言った。

　いつ目め覚ざめるか分からない長い眠りだ。本当の眠りだ。

　教えてはもらえなかったので、その原理はティーエには分からなかったが、ケントウリの人々は、共和国連合が崩ほう壊かいした頃から、皆がそうして、長い眠りに就ついているのだという。

　遥はるかな未来に目覚めるために……

　ケントウリは、人間よりは何倍も長ちよう寿じゆのようだったが、やはりいつかは死を迎えるのだと、ケイローンは言った。

　岩屋では、ケイローンの仲間たちも共に眠っている。皆、同じような半人半馬の姿をしているようだ。

　ケントウリたちは、仲間の安全を守るために交代で一人が見み張はりのために起きていた。

　その見張りの、今の当番がケイローンだったのだ。五〇年交代という、気の遠くなるような長いサイクルの当番だ。他のひとびとは何年眠り続けているのだろうか。そして、ケイローンは、この次はいつ起きるのだろう。

　どちらにせよ、今、ケイローンは交代すべき仲間を起こそうとしているはずだ。

　この先五〇年は、引き継つぎを終えたその仲間のケントウリが、仲間を守るために、世間を見張りながら、長い年月を過ごすのだ。

　どんなケントウリなのだろう。ケイローンに似ているだろうか。

　戻もどってそっと覗のぞいて見たいという気はするが、律りち義ぎなティーエは、ケイローンの言いつけを違たがえるようなことは、決してしない。

　山を下り、人としてするべきことを体験するのだ。

　そして、いつの日か、ケイローンの予言通りに、アドリエ王国の首都アドリエ市に行き、巡り合うべき運命と出会うのだ。




「殿下、ただいま、知らせが入りました」

　イルアデルの耳に囁ささやいたのは、役所のひとつ、暦こよみ司つかさ処どころの役人のウェベ・グラウルという男だった。

　一七歳になってちょうど百日目のイルアデルは、大陸の北の大国、アドリエ王国の王太子である。

　黄金の髪かみと、金色にも見える金茶色の瞳ひとみを持つ美び貌ぼうの王子は、近ごろこのグラウルという男を、王宮の内の王太子の住い辺りによく出入りさせていた。

　天文と暦のことを学ぶ。

　名目はそれだった。

　いずれ王とも成る身だ。天文と暦を学んでも、不都合があるどころか、おそらく有益だろう。

　側そつ近きんたちも、かえってそれを勧すすめた。

　側近といっても、イルアデルにとっては油断のならない者ばかりだった。

　もちろん王太子たるイルアデルを守り育て、教育するために、王や大臣たちや、貴族など少数の者たちによって開かれる王室議会によって選ばれ、承認された人材ばかりだったが、心からのイルアデルの味方など、ほとんどいなかったのだ。

　侍じ従じゆう長ちようは、イルアデルの行動を見張り、王に報告するための存在だったし、侍従の何人かは、王おう妃ひバルリットに内通していた。

　王妃バルリットは、イルアデルの生みの母ではない。先王妃であった実母が亡くなった後で、愛あい妾しようの地位から王妃の座を射止めたのだ。

　イルアデルは知っていた。

　母イリリア王妃の死に、バルリットが深く関わっていることをだ。

　子を身み籠ごもってから、イリリアは毒どくを盛られた。弱い毒で、すぐに死に至るようなものではないが、身体からだは着実に弱ってゆく。

　ただの悪阻つわりではないと、生国カゼスから付いて来たイリリアの乳う母ばが、危あやういところで見抜いた。

　買収された毒味役が、毎日毒を盛っていたのだ。

　王妃に盛られる毒を警けい戒かいして、特別に呼び寄せた生国カゼスの者であったというのに。

　誰だれが毒を盛らせたか。

　毒味役は漏もらすことなく自みずから別のもっと強い毒を仰いで死んでしまった。

　後になって、それがバルリットであることを誰もが知ることになるのだが、この時は未だ誰も知らなかった。バルリットは当時は妃きさきの中でもあまり身分の高くない嬪ひんだったが、王には特に気に入られていた。

　ただ、当時のバルリットは控ひかえ目で、その姿同様、性格も優しいのだろうと思われていた。

　バルリットは、二十歳ほどの楚そ々そたる美女だった。

　しかし、その時未だ誰にも告げてはいなかったが、バルリットもまた王の子を宿していたのだ。

　少しずつ毒を飲まされ続けたイリリアは衰すい弱じやくした。この体力での出産は、母子共に危険だ。医者は中絶を勧めた。中絶可能なギリギリの時期だった。

　王も、愛あい妃ひの命を憂うれえて医師の言葉に従わせようとしたが、イリリアは頑がんとしてそれを拒こばんだ。

　こうして、イリリアはイルアデルを産み、一か月弱患わずらった末に他界した。生国カゼス王国がアドリエに滅ほろぼされたのは、その僅わずか十日後であった。

　母を殺させた女が今はアドリエの正せい妃ひとなっている。バルリットが産んだのは王女だったが、アドリエの法律では、王女でも王位に就つくことはできるのだ。王子さえいなければ……




「知らせ……何の知らせだ」

　イルアデルは、いつものように天文学を講じに来たグラウルに尋ねる。

「国王陛へい下かが、お忍びでクリシダの離り宮きゆうにお入りあそばされたという知らせでございます」

「クリシダの離宮……」

　イルアデルも、グラウルに倣ならって声を潜ひそめる。

「絶好の機会かと存じます。殿下」

　このグラウルの言葉は、ほとんど聞き取れないほどのものだった。しかし、音などなくとも、イルアデルにはその意味するところが、はっきりと分かっていた。

「数日は、離宮に御滞在あそばされるでしょう」

「警けい備びは……手薄か……」

　イルアデルは唾つばを吞のみ込こんだ。突然に喉のどの乾かわきを覚えたのだ。

「離宮にお住いの女人おかたを狙ねらう者があるとしても、武力を行使することはない。誰もがそう考えます」

　離宮に王が住まわせている愛あい妾しようの命を狙ねらう者──それは、バルリット王妃以外には居ない。しかも、王がその女に夢む中ちゆうになっている今、王妃といえども、下へ手たな手出しは控ひかえているはずだ。

　そういう状じよう況きようなので、離宮の警備はそう厳げん重じゆうなものではなかったし、王もお忍びということもあって、警備の兵をそれほど連れていない。

　何者かが王の命を狙うとしたら、絶好の機会だった。

　むろん、王のクリシダ行きは極ごく秘ひだ。側そつ近きんたちにすら明かされてはいない。離宮の愛妾のことも、未だあまり知る者もいなかった頃だった。

　このグラウルという男は、どうしてそれを探り出したのか。

「魔ま術じゆつで探ったのか？」

　イルアデルは疑問を素直に口に出した。

　魔術……

　グラウルは、暦こよみ司つかさ処どころの役人だ。グラウルと王子との間に、この言葉が出ても、そう不ふ思し議ぎはなかった。

　暦司処は、アドリエでは重要な役所の一つだったが、不思議な性格を持つものなのである。暦司処の主な役目は、天文、海流等、様さま々ざまなものの観測から、その年の何種かの暦を作成することだった。

　古代において、暦はとりわけ重要だ。農事も漁業も、それを元にして様々な事柄を決定する。特に農業は最も天候に左右されるものだ。

　もともと、暦を作り発表していたのは、太ア陽ト、月トバ、星セイタの三神殿で、他国、特に太陽帝国では、今もこの三神殿が主要な役割を果たしている。

　暦司処のあるアドリエ王国が、異質なのだ。

　三百年ほど前、現王家のヴランティス家の初代の王、アトスアデル三世がアドリエ王国を手中に収めてから、アドリエ政府は、国政への宗教勢力の影響を、極きよく力りよく排はい除じよする方策を取って来た。

　そのために、自みずから暦を作る必要があったのである。もちろん、始めは何の権けん威いもなかったが、暦こよみ司つかさ処どころが設置されてから二百年余、ようやく、暦司処の暦が、国内で一般的に用いられるようになってきている。

　暦司処は、同時に呪じゆ術じゆつの研究も行っている。

　様々な目的のために霊や精霊を使し役えきする方法が呪術だが、豊作祈願や雨あま乞ごいなどに必要不可欠だ。そこで、呪術は主に神しん殿でんや宗教の団体の中で発達して来ている。

　大陸でも主流を占める宗教は、太陽、月、星の三神殿のものだが、この三神殿に伝わる呪術が、大陸でも最も重要なものとされていた。

　そこで、暦司処でも呪術の研究をするようになったのである。もちろん、神殿の勢力を弱め、王権と政府の力を高めるためだった。

　もっとも、呪術に関しては、まだまだ神殿ほどの力を持ち得るには至っていないが……

　グラウルは、その暦司処の呪術の研究員だった。

　魔ま術じゆつとは、大陸では、呪術の特別に高度なものを指す。

　グラウルは王太子イルアデルに、自分が実は魔術師であることを密ひそかに打ち明け、目の前でいくつかの魔術を使って見せた。もちろん、イルアデル以外にそれを知る者はほとんど居ない。

　イルアデルが魔術で探さぐったのかと問うたのには、こういういきさつがあるのだ。

「わたくしの手の者に離り宮きゆうを探らせておいたのでございます」

　グラウルは答える。

「魔術を使う必要などございません」

　グラウルの手の者。それが何であるのかをイルアデルは知っている。

　しばらく前に、お忍びでアドリエ市内の市場を視察している時に、襲おそって来た刺し客かくの手から、イルアデルを救ったのがグラウルの手の者たちで、その時が二人の出会いの時でもあったのだ。

　暦司処の一研究員でありながら魔術師と名乗るこの不ふ思し議ぎな男は、その時既すでに自分の私し兵へいを持っていた。

　アドリエ市は、大陸有数の大都市で、十万を越える人口の割合には治安が良かったが、貧困な階層の人々が住む地区や市外までは、警察の役割を果たす市警備隊の目も行き届とどかない。高級住宅地といえども、そういう輩やからが出しゆつ没ぼつすることもままあるのだ。そこで、貴族や金持ちが用よう心じん棒ぼう──私兵を抱かかえることも、そう希まれなことではなかった。

　しかし、グラウルは貴族出身ではあっても下級の役人に過ぎないから、私兵を雇やとう必要性など全くなかった。だが何故か資金は豊かで、一〇人近い私兵を抱えていた。そして、その者たちに、イルアデルの身辺をそれとなく警けい護ごさせていたのである。

　なぜ一いつ介かいの役人の身で私兵を持つのかという問いに、グラウルはこう答えている。

「いずれ殿下のお役に立つためでございます」

　と……

「何が望みだ」

　以前、イルアデルは単刀直入に尋ねたことがあった。

「あなたさまに王位に就ついていただくこと。そして……」

　グラウルは含みのある笑いを見せる。

「わたくしは、暦こよみ博士はかせになりとうございます。その資格は、誰だれよりもあるはずでございますゆえ」

　暦博士イコール暦こよみ司つかさ処どころの長官であった。

　暦司処は特殊な機関だから、他の役所の長になるような大臣クラスの者といえども、その座に就ける訳わけではない。やはり天文学に長じ、呪じゆ術じゆつに優れた者でなければならないのだ。

「なるほど」

　イルアデルは、かえってグラウルの率直な答えに納なつ得とくした。今のイルアデルは、無む私しの行為など信じない。利害の一致こそが重要なものなのだ。

　こうしてグラウルは、天文学を講ずると称して王宮に出入りするようになり、イルアデルから資金を得て私兵隊を強化した。黒衣を纏まとう、特殊な技能を持つ男たちだった。

　これが、後のちのアドリエ王の陰の親しん衛えい隊たい、黒こく影えい団だんの前身である。

　王宮にやって来るようになってから、グラウルは密かにある事を勧すすめるようになっていた。

　イルアデルの考えも及ばぬことだった。

　それが、父王ネモスアデル七世の暗あん殺さつだ。

　考えも及ばないこと……しかし、グラウルの言葉には説得力があった。

　誰もが知っていることだが、ネモスアデルは、どういう訳かイルアデルを疎うとんじ、イルアデルの廃はい嫡ちやくか暗殺を画かく策さくするバルリットを止めようともしない。

　この世に生を受けてから、何度も命の危険を感じて育って来たイルアデルも、最近は特に危機感を強めていた。

　このままでは、進しん退たい極きわまってしまう。

　打開する方法はひとつだと思われた。

　バルリットを暗殺することだ。

　しかし、イルアデル暗殺を企むような女だ、バルリット側の防備は固い。

　そういう時、グラウルが耳打ちしたのが、国王暗殺であった。

　父王を殺し、その罪つみをバルリットに着せて処刑してしまう。幸い、バルリットの一族は一時王の権力を嵩かさに着て専せん横おうを極めたので、アドリエ国内では憎まれている。事を起こしても、王おう妃ひ側に着く者は多くはないはずだ。

　もちろん、手を下すのはグラウルの私し兵へいということになる。

　あとは、機会チヤンスとイルアデルの決断のみ。

　さすがにイルアデルは悩み、迷った。

　母を不幸にした父、冷たい父、自分を疎うとむ父ではあっても、血を分けた親子なのだ。イルアデルの顔立ちは母方似だったが、その黄き金ん色の髪かみや瞳ひとみは、紛まぎれもなく、ヴランティス家の血筋のものだった。

　父王ネモスアデルもイルアデルを正妃の産んだ嫡ちやく男なんと認め、王太子として正式に内外に布ふ告こくを出している。

　だが、現い在まは窮きゆう地ちに立たされつつあるイルアデルを助けようともしないで、わざと王宮から離れ、狩りと女とにうつつをぬかしていた。

　父の命か、自分の命か……

　グラウルは囁ささやく。

「殿下の御母君がお亡くなりあそばされたことにも、バルリット王妃が関わっておいでのこと……口には出さずとも、皆が知っております」

「皆が……」

「アドリエ国民皆がでございます」

　グラウルは続けた。

「そのバルリット様を、御母君がご他界あそばされた後、王妃の座にお就つけになるとは、国王陛へい下かも何をお考えになっておいでかと……国民は皆、不ふ思し議ぎがっておりました」

　それは、イルアデルが最も恨うらみに思っていることだった。

　母を不幸にした父王が、母を殺させた女を王妃にした。イルアデルにとって、それは許し難がたいことなのだ。

　自分を産むために、命を賭かけてくれた母。

　母の顔を見ることもできなかったイルアデルにとって、母は絶対の存在だった。

　母のことを持ち出されると、揺ゆれ動くイルアデルの心は、父王暗あん殺さつに大きく傾くのだった。

　グラウルは、それを熟じゆく知ちしている。




「御決断を仰ぎとうございます」

　父王がクリシダの離り宮きゆうに入ったと報告したグラウルが一度下げた顔を上げ、イルアデルの黄き金ん色に近い茶色の瞳ひとみをじっと見み詰つめる。

「機は熟しました」

「しかし……」

　さすがにイルアデルは逡しゆん巡じゆんした。

　実の父だ。

「今を逃がせば、この先いつ機会が訪おとずれるか分かりません」

「とはいえ……わたしにとっては……」

　憎んではいても、父を愛していない訳わけではなかった。愛されたくない訳でもなかった。

「あなたさまは、孝子として命を差し出される御ご所しよ存ぞんですか」

　グラウルは、畳たたみ込こむように言う。

「このままでは、いくらわたくしといえどもお命をお守りし切れるかどうか……」

　出会った後も、イルアデル暗殺の企たくらみは皆かい無むではなかった。向うはあの手この手を使って来る。

　もちろんグラウルは、イルアデルに忍びの外出を控ひかえさせ、毒どく殺さつやその他の宮殿内の事態に備そなえて特殊技能を持つ配下をイルアデルの身辺に送り込んだ。

　一人は毒薬の専門家。一人は剣や槍やりを使わない武術と体術の手練てだれ。もちろん、呪じゆ殺さつの備えにはグラウルが気を配っているので万全だ。

　毒薬、そして体術──そうしたものが得意な者にはヴァユラ出身者が多いという話を、イルアデルは以前小耳に挟はさんだことがあったが、それを詮せん索さくする気はない。

　王家の嫡ちやく子しという最高の身分のイルアデルにとって、下層階級のちょっとした身分の違いなど、どうでもいいことだった。

　下層市民にとっては、それこそが大問題だったのだが……

　ヴァユラは、自由な身分ではあったが、時には奴ど隷れいよりも低く見られ、都市の中に住むことすら許されない人々で、もちろんどこの国の市民権も持たない。

　ヴァユラを殺害しても、ほとんどは、その下げ手しゆ人にんは裁判にもかけられないか、たとえかけられても無む罪ざいになってしまうのだ。

　従って、いわゆる正業に就つくことはまず不可能だった。

　神しん殿でんに入るにしても、正面から入ることは許されない。

　ヴァユラとは、そういう最下層の人々なのだった。

　そのヴァユラらしき者を配下にして手足のように使う。さすがのイルアデルも、グラウルという男に不ふ思し議ぎさと共に不ぶ気き味みさを感じずにはいられなかった。

　しかし、こうまでしてイルアデルを守ろうとする。目的は何であれ、それはイルアデルにとってはやはりたのもしいことだった。

「あなたさまこそが、王にふさわしいお方」

　グラウルは言う。

「あなたさまにもしものことがあれば、玉ぎよく座ざにお座りになる方がどなたであろうとも、アドリエは混こん乱らんします」

　確かに、それはおおいに考えられることだ。

　バルリットは目的を達して、娘のマレシアーナを女王にし、自らは摂せつ政しようとなって、実質的にアドリエ王国の頂点に立つだろう。しかし、それを誰だれが喜ぶことか。必ず反対する者が現われるはずだ。内乱さえも起こるかもしれない。

　アドリエ正規軍を掌しよう握あくする元げん帥すいゼルフトもまた、王位継けい承しよう権けんを持っているのだ。

「あなたさまは、なんとしても王位に就つかねばならぬお方なのでございます」

　グラウルの言葉は力強い。

「このアドリエのために」
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「し……しばらく考える時間をくれぬか」

　イルアデルは、喉のどを押えた。息が詰つまるような心もちがする。

「あまり時間はございませんが……」

　グラウルは、イルアデルの蒼そう白はくな顔をしばらく眺ながめ、ふと溜ため息を吐いた。少くとも、わざとらしい感じではなかった。

「ご決断を、隣りん室しつにてお待ち申し上げております」

　グラウルは恭うやうやしく頭を下げると、すぐに控ひかえの間まに退さがった。




　一人、王子の学問のために充あてられだ豪ごう華かな一室に残ったイルアデルは、よろけるようにしてその身を椅い子すに落とした。

　寒気を覚えているのに、額と掌てのひらにはじっとりと汗をかいている。

　汗が冷たい。

　喉のどがくっ付いてしまって、いくら唾つばを吞のみ込こんでしまっても離れない。

　イルアデルは、両掌ての中に顔を埋うずめた。

「母上……」

　イルアデルは、掌てのひらの内で呟つぶやいていた。

「母上……」




　ティーエが立ち止ったのは、突然目の前の景色が開けて来たからだった。

　まるでカーテンでも引いたように、木々の間から正面に雲ひとつ無い青空が現われた。

　どこまでも重なって続くラトリ山脈の連山。それを覆おおう緑。緑はティーエの周まわりにも一杯に広がっている。

　足元に村があった。

　いくつかの屋根が緑の中に点在している。

　木も、斜面にしがみ着くように作られた段々畑も緑だ。麦畑は既すでに収穫を終えている。大陸では二期作の可能な所が多いが、さすがに、この北部の山地ではそういう訳わけにはいかない。

　小さな村らしかった。

　家々と畑のすぐ背後から、崖がけに近い岩いわ肌はだが山頂に向って立ち上っている。

　屋根の一つ一つは小さなもので、板いた葺ぶきか草葺きがほとんどだった。

　ティーエの立っている崖のすぐ下にも屋根があった。

　屋根というものを見たのは初めてだったが、ティーエはそれを知っていた。

　ケイローンに、イメージで視みせられている。

　ケイローンは、ものの形を教える時は、よくその方法を使った。ひとの頭の中に、自分の抱いたイメージを直接送り込こむのだ。

　もちろん、それは特別な力だ。ケイローンはティーエが、人にはない力をいくつも持っていることを指摘したが、ティーエには受け取ることはできても、イメージを送り込む力はなかった。

「村……これが村」

　ティーエは呟つぶやいた。

　これが、人々が生活する場所なのだ。その中でも、最も小さい方の単位の村というものなのだ。

　小さくはあったが、三〇戸ほどの家があった。石造りの神しん殿でんもある。もっともそれは石を積み上げただけの祠ほこらという程度だ。

　とはいえ、敬うやまいの心は大いに感じ取られる丁てい寧ねいな造りだった。

　三〇戸あれば、少くとも一〇〇人程度の住人が居るはずだ。

　人が一〇〇人……

　それを考えた時、ティーエは自みずからの震ふるえを止とどめることができなかった。

　少くとも、生後一週間ほどでこのラテル山に連れて来られてから、ティーエはケイローン以外の人間には、一人も会うことなく育ったのだ。

　ケイローンから、知識としては十分に教えられていた。視覚化されたイメージも視みせられた。

　しかし、実際に人の姿を見たり触ふれたりするのは初めてなのだ。

　山では、ティーエの友は山に住む動物たちや木々や、そして霊や精霊たちだった。

　そうしたものたちと、人間たちは、どのように違うのだろう。どんな考えを持ち、どんな様よう子すをしているのだろう。

　期待と不安が交こう錯さくして、山を下る足取りは早まったり鈍にぶったりした。

　村にかなり近付いた時、ティーエが立ち止ったのは、胸の不安に迫せまられたからではなかった。

　気配を感じたのだ。

　大きなもの……熊や鹿しかとは違うものが動いている。木立ちの中だ。

　この辺あたりまで下って来ると、獣けもの道みちは人の通る本当の道になっていた。村の人々が使っているのだ。村があるのは、山の二合目ほどに当るだろうか。

　微かすかな木こ擦ずれの音をたてて、二つの影が道に姿を現わした。

　服を着、背に籠かごを負っている。

　人だ。

　人間なのだ。

　ティーエにとっては、初めて見る本当の人間だった。

　二人とも男で、かなりの年ねん輩ぱいらしい。一人は髪かみがほとんど白くなり、もう一人は頭頂がかなり禿はげていた。

　白はく髪はつの男は髭ひげも生やしていたが、髭はまだ黒い部分が多い。

　初めて人の姿を目の当りにしたティーエ。しかし、それよりも驚おどろいたのは、この二人の村の男だったろう。

　二人は、山道に一人立っているティーエを見て、目を見開いたまま、しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　無理もなかった。

　二人の男にとって、これほどに美しい存在を見るのは初めての経験だったのだ。

　とてもこの世の者とは思われない。

　山を下って来たらしい若者の姿をしたものは、その背後に虹にじ色いろの光を負っているように見えた。

　スラリとした立ち姿。雪よりも白い肌はだ。女神とも見まごう目鼻立ち。柔やわらかい金茶色の髪。そして、そしてたった今、人に姿を変えたばかりとでもいうような神しん秘ぴ的で清せい浄じような雰ふん囲い気き。

　何よりもの驚きは、双そう眸ぼうだった。

　ティーエの瞳ひとみは左右の色が違うのだ。

　右がエメラルドのように深い緑。

　左が紫むらさき水すい晶しようのような明るい紫。

「こ……これは……」

　二人の村人は、顔を見合った。

「山の女神か……」

　ラトリ山脈は、神々の住まう処ところと信じられているのだ。

「あのう……」

　女神と思われた者はおずおずと若い男の声で話しかける。

「ここは、ハイセレの村ですか？」

　ティーエは、ケイローンに指示された通りに、山の西側に降りたつもりだった。道を正しく辿たどっていれば、最初に行き着くのはハイセレという村になる。

　ケントウリ族を神と崇あがめる人々の村だ。

「は……はい」

　二人は、数歩後退あとずさって答えた。

　神が口をきいた。

　普ふ通つう、神々の声を聞くのは、巫み女こなど、特殊な者に限られるのだ。

「そうですか」

　美神は、ようやく微笑した。

　驚おどろきととまどいが大きかったが、この二人から悪い感情の波動は感じ取れない。

「では、このまま道を下れば、麓ふもとですね」

「は……はい」

　二人は更に後退った。

　そして、突とつ如じよ身を翻ひるがえす。

「わっ！」

「ああっ！」

　二人の村人は叫びながら、一いち目もく散さんに村の方に駆かけ去ってしまった。

「待って……待ってください」

　ようやくティーエが呼びかけた頃には、二人は数百メートルも離れていた。

　村人の姿が見えなくなってしまうと、ティーエは深い溜ため息を吐いた。

　初めて出会った人間。

　自分は、普通の人々には受け入れ難がたい存在なのだろうか。

　哀かなしい考えが湧わき上って来る。

　しかし、もうケイローンの岩屋に戻もどることはできないのだ。

　ティーエは、そのまま緑に包まれた道を下った。

　大分山を下ったので、植しよく生せいも鳥や獣けものも、ティーエが住んでいた辺りとは少し違っていた。

　会ったことの無い鳥が、ティーエの肩に留り、慰なぐさめるような優しい調子で囀さえずり出した。

　ティーエの哀しい心持ちに感かん応のうしたのだろう。

　野ウサギや狐もやって来て、足元に甘えるように纏まとわり付いた。

　しかし、その動物たちも鳥も、突然、潮しおが引くように姿を消してしまう。

　理由はすぐに分かった。

　人だ。大勢の人が山道を登って来る。

　あの二人は、逃げたのではなかったのだ。村に知らせに行っていたのだ。ティーエは、いつの間にか村のすぐ側に来ていたのだった。

　人々は、何のためにティーエのもとに来ようとしているのか。

　少くとも、ティーエは自分に危害が加えられるのではないか、などという疑いは微み塵じんも抱かなかった。

　人を疑うということを知らないからだ。

　師のケイローンばかりでなく、鳥や獣たちも、霊や精霊たちすらティーエに噓うそをついたことはない。

　村人たちは、ティーエの姿を見付け、しばらく立ち止った。およそ三、四〇人は居るだろうか。

　ティーエは、変わらぬ足取りで近付いて行く。

　人々はさきほどの二人と同じ、驚きよう愕がくの目でティーエを見み詰つめる。

「神さま……」

　一人が呟つぶやき、地面に膝ひざを突いた。

「おお……」

「神さま……」

　最初の男の声が合図だったかのように、村人たちは次々と跪ひざまずいた。

「山の神さま……」

　よく見ると、さきほどの二人の男も混まじっている。

　ティーエは眩げん惑わくに、しばし声も出せなかった。

　初めて見る大勢の人々だ。

　男もいる。

　女もいる。

　老人も子供もいる。

　親子らしい者、兄弟らしい者たち……

　これが人間なのだ。

　これが人間なのだ。

「あのう……皆な立ってください」

　ティーエは、いささか間のびのした調子で言った。

「わたしは、人間です」




「グラウル……グラウル……」

　小一時間も経たたないうちに、グラウルは、扉とびらの向うで自分を呼ぶ声を聞いた。

　もちろん、イルアデルだ。

「はい」

　グラウルは極ごく上じようの麻あさ織おりで張られた椅い子すから立ち上り、扉の前に立った。

「こちらに控えております」

　重々しい木の扉の彫ちよう刻こくは、かなり幾き可か学がく的なものだった。

「入れ」

　イルアデルの命めいに従い、グラウルはその長身を扉の内に滑すべり込こませた。

　役所の灰色の服を着ているグラウルは、一九〇センチ以上の背せ丈たけがあり、瘦やせ型だった。顔も身体からだ同様に筋肉質で頰ほお骨ぼねが高い。おそらく顔立ちは整っているのだろうが、黒い顎あご髭ひげがその印象を大分変えているようだ。髪も同じ黒、目も黒だった。

　肌はだ色いろは、白色と赤しやく銅どう色……二種の肌色の人種の混こん血けつを示す淡いオリーブ色だ。

　その姿を見て、イルアデルは眉まゆ根ねを寄せた。

　分かってはいても、今はその姿を見るのが鬱うつ陶とうしい。

　しかし、決断は決断だった。

「殺やれ」

　イルアデルは、短く言った。

「その罪つみは、わたしが地の底までも負ってゆく」

　イルアデルは、クルリとグラウルに背を向ける。その背が、小こ刻きざみに震ふるえていた。

「この魂たましいが消滅しても……」

「いいえ、殿下」

　張り巡らせた背中の神経で、イルアデルは、グラウルがその場に跪ひざまずいたのを知った。

「罪は全すべて、このグラウルのものでございます。手を下すのは、このグラウルでございますから」

「グラウル……」

　イルアデルはグラウルに向き直った。

「この罪は親おや殺し……そのほうに負えるものではない」

　イルアデルの瞳ひとみが、底光りするような色を帯おびた。

「親殺しであろうとも、大たい逆ぎやく罪ざいであろうとも、このグラウルが負います」

　グラウルは恭しい様よう子すでイルアデルの手を取って続ける。

「殿下は何もお考えあそばしますな。あとは、わたくしの申し上げた通りに行動なされば、何もかもうまく行くのでございます」

　グラウルはそう言うと、イルアデルの手の甲こうに唇くちびるを着けた。

　そして、入って来た時と同じように、音をたてずに出て行った。




「神さま……」

「山の神さま……」

　立ってくれという言葉には従ったものの、村人たちは、ティーエが人間であるということなど信じようとはしなかった。

　山から、これほど人間離れした者が降りて来たのだから、無理もない。

　美しい若者は、つい今しがた人間に変身でもしたような、ぎこちない様子を見せる。

「神さま、おいで下さい」

「わたしらの村においで下さい」

　村人たちは、口々に言った。

「はい、ありがとうございます」

　ティーエは、どこか上の空という様子で、まるで食事にでも招かれたように、簡単に応じた。

「おいで下さるんですね」

「みんな喜べ」

「おいで下さい、神さま」

「こちらです」

　一人が、自分たちが来た麓ふもとの方向を指差した。

「村はこちらです」

　一人が、ためらいがちに手を差し出す。

「こちらです」

　別の一人が、横からティーエの手を押し載くように両手で取った。

「あ……」

　ティーエは低く声をあげ、戦せん慄りつし、一いつ瞬しゆん棒ぼう立だちになった。

　頭の中に、突とつ如じよいくつもの考えやイメージが送り込まれたのだ。

　それは、手を取った者の思考だった。

　村人たちがやって来た時から、ティーエの心の中の耳には様さま々ざまな声が聞こえていた。

　ティーエが生れつき持っている力なのだ。

　ティーエは何もしなくとも、近くに居る人々の心の叫びが聞こえる。手を触ふれると、思考までが分かってしまうのだ。

〝この美しいおかたは神なのだろうか〟

〝村に恵みをもたらしてくれるだろうか〟

〝村は豊かになるだろうか〟

〝もしも災わざわいをもたらすものなら、どうしようか〟

〝あの男が、指導者づらをしている〟

〝病気にでもなって、死んでしまえばいいのに〟

「あ……」

　ティーエは手を振ふり解とこうとしたが、逆に更に数人に腕を摑つかまれた。

〝この神さまは、夫の病気を治してくれるかしら〟

〝おれの畑に、凶きよう作さくの呪のろいをかけたやつがいる〟

〝この神さまをうまくお祀まつりして、村長の座を……〟

〝わたしの子供が病気になったのは、きっとあいつのせいだ。神さま、天てん罰ばつを、天罰を……〟

「あっ……」

　とまどいと恐れが、ティーエの心を一いつ瞬しゆん空白状態にした。

　何人もの人の思考。

　その倍以上の人々の心の叫びが直接聞こえて来る。しかもティーエには、生き物の発する特別な光、オーラが見えるのだから、今の人々の心や身体からだの状態が良く分かるのだ。

　病気の者もいた。

　心が重く暗い者もいる。

　憎しみを抱いているものも、何かに怒っている者もいるのだ。

　そうした様々な激しい感情や暗い思念に接したのは、初めてだった。

　師のケイローンは、どんな時でも落ち着いていた。ティーエにの深い愛を感じさせてくれた。

　山の動物や木々も、ティーエに好意を持ってくれた。

　悪い思念を持った霊──邪じや霊れいとか悪あく霊りようと呼ばれるものたちは、向うでティーエを避さけて近付いては来なかった。

　ティーエは、そうして育ったので、人々の雑多な思念を遮しや断だんすることを忘れていた。

　むろん、ケイローンはその方法を教えたが、これまでその必要性を感じたことはなかったのだ。

「あっ……あ……」

　半分忘れ去っていた方法は、咄とつ嗟さに出てはこなかった。

「あっ……放して、放してください」

　ティーエは、人々の手を振ふり払った。

「放して……いやだ！」

　ティーエは顔を覆おおった。

「神さま……」

「お願いです」

「村においでください」

「村に恵みを……」

　人々の手が再びティーエの腕や服を摑つかみ、すがり付こうとする。

　また、様さま々ざまな思いが送り込こまれる。

「いやですっ！」

　ティーエは叫んだ。

　ヒュウウッ……

　突然風が吹き始めた。

　木々の梢こずえが激しく鳴った。

　足元の雑草が急速に伸び始める。

　風は渦うず巻まき、突風となった。

　草は人々の足に絡からみ着き動けなくした。

　風や草の精霊が、ティーエの感情に同調したのだ。

　人々は驚おどろき恐れてティーエを放す。

「いやだ、いやだ……」

　半分無意識にティーエは人々を搔かき分け走り出していた。

「いやだ、いやだ……」

　ティーエは耳を押え、道を外れた木々の中に駆かけ込んでいた。

　心は嵐に翻ほん弄ろうされる山の木々の梢のように乱れていた。




　心が、嵐に翻弄される木々の梢のように乱れていた。

　イルアデルは、一人自室に引き籠こもっている。

　目に見えるようだった。

　父王が殺害されるありさまが。

　イルアデルも、子供の頃、クリシダの離り宮きゆうには毎夏避ひ暑しよに行っていたので、よく知っている。

　父の居室。そして王おう妃ひの居室。

　王子や王女たちの部屋。妾しようたちの部屋。

　供の者たちの居る場所。

　食堂、宴えん会かい場じよう、大だい浴よく場じよう、庭園……

　おそらく、今、父、ネモスアデルが愛している愛あい妾しようは、王妃の間に住んでいることだろう。父王は、そこで夜を過ごすだろう。

　もう日は暮くれた。

　グラウルの配下は、離り宮きゆうに忍び込もうとしているだろう。

　警けい備びの者にそうた易やすく気どられるような者たちではない。

　人々が寝静まった頃、黒衣の男たちは闇やみに乗じて離宮に侵しん入にゆうするだろう。王妃の間の警けい護ごの宦かん者じやや女兵士を秘ひそかに殺し、王と愛妾の部屋に入る。

　父王ネモスアデルと美び姫きは、身に一いつ糸しも纏まとわぬまま、快い眠りを貪むさぼっているだろう。

　黒衣の者たちは剣を抜く。

　ネモスアデルが気付くか気付かないかといううちに、その胸や喉のどに鋭するどい刃が突き入れられるのだ。

　何の罪つみもない愛妾も、同じ運命の渦うずに巻き込まれる。

　血が流されるのだ。

　血が……流される。

　イルアデルは胸を押え、激しく胸を上下させて空気を吸った。

　息苦しい。

　胸が詰つまるのだ。

　赤く重くべっとりとしたものが、喉まで昇って来るような気がするのだ。

　胸が詰る。




　ティーエは、ずっと駆かけ続けていた。

　山の木々の中を、やみくもに走った。

　どこをどう走っているのかも分からなかった。

　ケイローンの岩屋に向っているのかも知れなかったが、もうそこに行くことは出来ないのだということも知っていた。

　とにかく、離れたかった。

　人間という存在から少しでも遠くに離れたかった。立ち止ると、まだ誰だれかが追って来るような気がして、ティーエはいつまでも走り続けた。

　山の天気は、いつの間にか荒れている。

　ふと気付くと、既すでに夜になっていた。

　周まわりの木々は大きく揺ゆれ騒さわぎ、叩たたき付けるような雨が降っている。上から圧おし横から掬すくい上げる、強風に煽あおられるままの豪ごう雨うだ。稲いな妻づまも頻ひん繁ぱんに黒い布を張り付けたような空を引き裂さいた。

　だが、雨はティーエの身体からだに触ふれることはなく、風はその周りを優しく包むだけだった。

　風や水の精霊たちが、ティーエの心の中の嵐に呼応して本当の嵐を引き起こしているのだ。

「いけない」

　ティーエは呟つぶやいた。

「村の人を巻き込んでしまう」

　この嵐は、あの村をも襲おそっているはずだ。

　壁かべなどは石を積み上げて造ったものが多かったが、屋根は草か板なのだ。この風では吹き飛ばされてしまったろう。

　山の木々も、大分傷いたんでいるはずだ。

「ごめんなさい……」

　ティーエは、周まわりの木立ちに向って語りかける。

「ごめんなさい」

　ティーエの心が静まると同時に、天候も収まって来る。

　厚く、大地を押し潰つぶしそうなほどに垂れ込めていた黒雲が少しずつ切れ、星が覗のぞき始めた。

　案の定じよう、この辺りの木も、嵐のおかげで大分傷んでいた。葉が落ちたばかりでなく、枝も大分折れて地面に散らばっている。根が弱っていたのだろう。傾いてしまった木もあった。

　ティーエは、近くに立っている巨木に手を触れ、心から謝あやまった。

　掌てのひらの触れている幹みきから、脈どう動みやくが伝わって来る。生きて呼吸している木の生命の動きだ。

　木から感じられるその動きは、逆にティーエを慰なぐさめるようなものを含んでいた。

　優しい。

　ティーエは太い幹に腕を回し、身を投げかけた。

「わたしは、人の中に入って行ってはいけないんだね」

　ティーエは木に向って言う。

「結局、迷めい惑わくをかけるだけなんだもの」

　一時は切れ、星の姿さえも覗のぞかせていた上空の雲が、再び山の上を覆おおった。しかし、そう厚くはならなかった。今度山に降って来た雨は、あの豪ごう雨うではなく、鬱うつ々うつたる霧雨きりさめだった。




　大国アドリエの王太子の寝室は、その身分にふさわしい華か麗れいなものだった。部屋自体はそう大きなものではない。しかし、その代わりのように、壁かべ全体が壁へき画がやモザイクで飾かざられ、柱も隙すき間まなく彫刻やモザイクで埋うめられていた。

　初めてこの部屋で寝やすむ者がいれば、かえって落ち着かなかったかもしれないが、イルアデルは慣なれていた。幼少の頃から、一人この部屋で眠っていたからだ。

　イルアデルが正式に立太子の儀ぎ式しきを経て、王太子として認められたのは、七歳の時だった。

　ネモスアデル王も五〇歳近くなり、もはや正妃バルリットとの間に男子を儲もうける可能性もないと判はん断だんしたこともあるが、王としてはもともと、イルアデルを後こう継けい者しやにとは考えていた。

　ネモスアデルには、四人の子があった。

　一人は、アドリエの王位に就ついてからほどなく迎えた正おう妃ひの産んだ王女で、その姫は僅わずか四歳で世を去ってしまった。

　ネモスアデル王が、二五歳の時の子である。

　その後、ネモスアデルは奴ど隷れいの女を愛して、男の子が生れると、すぐにその身分を解放して妾しようとしていた。

　しかし、王子の母がもと奴隷ということは、大きな障しよう害がいだった。他に子が無ければ、いずれはアドリエ王となるのかもしれない。しかし、反対は根強いだろう。その治ち世せいが、平へい穏おんなものになるとは、とても思われなかった。

　そうこうするうちに、王は新しい正妃を迎えた。それが、イルアデルの生母、イリリア王妃だった。

　イリリアの生国カゼス王国は、イリリアの死後十日で、他ならぬこのアドリエによって併へい合ごうされてしまったが、カゼス王家は、大陸の数ある王家の中でも古い方で、名門とされていた。イリリアは、そのカゼス王の王弟の姫である。血筋から言っても、イルアデルは申し分のない存在だったのだ。

　イルアデルが生れ、二か月後に今の正妃バルリットがマレシアーナを生んだ少し後に、王の長子を産んだ女は、その子と共に、王宮から忽然と姿を消してしまっていた。

　そこがネモスアデルの冷たさだったのだろうか。世よ継つぎを得た王は、行方ゆくえ不ふ明めいになった親子をそれほど熱心に捜さがそうともせず、その行方は分からないままになっている。

　冷たい父……

　幼い頃は、ときには激しい愛情をイルアデルに示したこともあったということも聞いていたが、イルアデルには、可愛かわいがられた記憶も、抱かれたという記憶すらもない。

　愛情を込めた目で見み詰つめられたこともだ。

　この父が、もう少しイルアデルに愛情を示し、守ってくれていたら……

　イルアデルの一七年は、修しゆ羅らの日々に近かった。

　輿こし入いれの時にカゼスからついて来た母イリリアの乳う母ばと、実質的にイルアデルを育てた乳母の娘は、事ある毎に、イリリアを不幸にしたのはネモスアデル王だと語った。

　祖国を奪うばわれた二人が、ネモスアデルを恨うらんだのも頷うなずけるし、イリリアがアドリエ王おう妃ひとなって、決して幸福ではなかったことも事実だったが、幼いイルアデルの意識下に、父への恨みが深く刻きざみ込こまれる結果となった。

　父王は、日ひ毎ごと生母イリリアよりも更さらに、王の身でありながらついに手に入れることの叶わなかった、イリリアの従姉いとこで絶ぜつ世せいの美女と世に謳うたわれたカゼスの王女シレーナに似て来るイルアデルの顔を見ることを避さけ、イルアデルも父を憎んだ。

　幼い頃から、イルアデルは常に暗あん殺さつの危険に身を晒さらさなければならなかった。アドリエに滅ほろぼされた者たちの恨み。我が子を王位に就つけたいバルリット王妃の企み。

　それは、バルリットの一族がアドリエの政治の中ちゆう枢すうに居た時より、失脚して後の方が頻ひん度どが増した。

　そのために、結果として乳う母ばも、その娘をも失なうことになったのだ。

　三年前から、イルアデルは一人だった。

　乳母がイルアデルの身み替がわりになって死に、その娘も自ら縊くびれ死んでから、イルアデルは泣いたことはない。少くとも、涙を流したことはない。

　人前であろうとも、こうして一人閉じ込もっている時でも……

　プラチナや金の小片の嵌はめ込こまれた彫ちよう刻こくの美しい、王太子の寝台のすぐ近くの壁かべに、一枚の肖しよう像ぞう画がが掛けられていた。

　若く美しい婦人の絵だった。

　暗あん褐かつ色しよくの髪はイルアデルとは違っていたが、瞳ひとみの色は同じ金茶だった。顔立ちもそっくりだ。

　これは、イルアデルの亡き母イリリア王妃の肖像なのだ。

　ネモスアデル王は、熱愛する妃の肖像の絵や彫刻を次から次へと描かせ刻きざませた。

　当時王は四〇歳ほどで、イリリアが嫁とついだのは一七歳の時だった。そして、二年も経たたないうちにこの世を去ってしまう。

　どれほどに愛されようと、親子ほどに年の離れた男と無理矢理結婚させられたのだ。イリリアはついにネモスアデルに対して心を開かなかったと言う。

　それには、もうひとつの大きな理由があったのだ。

　ネモスアデルが始め妻にと望んだのは、カゼス王女シレーナの方だったが、シレーナは話が具体化する前に、もともとの婚こん約やく者しやだったデン共和国のアウル・レンキエのもとに、逃げるように嫁とついでしまった。

　もともとこの二人は相そう思し相そう愛あいの仲だったのだから、仕方のないことだったのだが、アウル・レンキエはデン共和国の評議会議長の息子で、自みずからも議員をしているとはいえ、身分は平民である。年も、二十歳を少し過ぎたばかりだ。

　平民の若造に、妻となるべき女ひとを奪うばわれた。

　それが、大国の王たるネモスアデルの誇りをどれほどに傷きず付つけたか、想そう像ぞうに難かたくない。

　シレーナへの恋れん情じようは、執しゆう念ねんとなった。

　幸か不幸か、カゼス王の弟の姫イリリアは、従姉いとこのシレーナによく似ていた。

　アドリエ王がカゼス王国を訪問した時、歓迎の晩ばん餐さん会かいに当時一四歳だったイリリアも、シレーナと共に出席しており、まるで姉妹のようなこの美しい二人の従い姉と妹こに、アドリエ側の人々は目を見張ったものだった。

　ネモスアデルがシレーナを見み染そめたのはこの時だったが、もう一人の少女のことも良く覚えていたのだ。

　アドリエ王は、カゼス王と王弟に、熱心にイリリアを所しよ望もうした。

　カゼス王は当初反対したが、正せい妃ひにという申し出でもあるし、シレーナのことで気まずくなっていたアドリエ、カゼス両国の関係の修復にもなる。王弟は、この申し出を受けようと、兄王を説き伏ふせた。

　アドリエがカゼス王国に狙ねらいを定めているのは明らかだった。カゼスは、大湖マレオ湖の水を利用しての交易と農業で栄える国である。

　アドリエは、マレオ湖から上る利り権けんを欲しているのだ。シレーナ姫に求きゆう婚こんしたのも、単にその美しさに目をつけただけではなく、いずれはカゼス王国そのものも手中に収めようという腹なのは目に見えていた。

　それが分かっていても、これ以上両国の関係をこじらせることはできない。

　小国の哀かなしさだった。

　三年後、イリリアは正式にアドリエ王妃となった。




「母上……」

　ランプを翳かざし、肖しよう像ぞうの前に立ってイルアデルは呟つぶやく。

　描かれたイリリアは、一七歳の少女の姿だった。ごく繊せん細さいな顔つきで、眉まゆの辺あたりに力の入った、どこか気ぜわしげな表情を浮べている。

　イリリアの肖像には、笑っているものはひとつもなかった。




　その夜のアドリエの天候は、穏おだやかではあったが曇っていた。

　アドリエ市から数キロ離れたクリシダも、同じように厚い雲の下にあった。

　必要な場所には外がい灯とうが設置されているとはいえ、月も星もない夜には、アドリエ市といえどもほとんど闇やみに支配される。まして、避ひ暑しよ地ちのクリシダは、初冬には人影も絶え、闇の中にあった。

　離り宮きゆうはクリシダからも少し離れているので、周辺は完全な闇である。

　ただ、離宮の一角だけが灯火に明々と照らされていた。

　そこが、王の居る辺あたりだ。

　遠くから見ていると、警けい備びの兵がゆっくりと回っているのが分かる。

　様よう子すを覗うかがっているのは、黒衣の男たちだった。背の高いもの低いもの、瘦やせているもの、ガッシリとしたもの、体格にはそれぞれ差があるが、全員が同じ黒い服を身に着けている。この姿なら、完全に闇と同化するはずだ。

　だが逆に、目標は明りに包まれているのだ。

　男たちは、見張りを除いて人々が眠りに落ちるのを待っていた。

「いいか……」

　リーダーらしい者が囁ささやく。

「王の供には呪まじない師しがいる。だから、われわれの手で王を斃たおさなければならない」

　王侯貴族は、呪じゆ殺さつを恐れ、呪い師の一人や二人は必ず召し抱かかえているものだった。しかし、魔ま術じゆつ師しと呼ばれるクラスの者は、大陸全体でも、一〇人から二〇人の間ぐらいしかいないはずだ。

　王の呪い師が魔術師クラスの者とはまず考えられない。それでも、こちらが下へ手たに呪術は使えない程度の力はあるだろう。しかし、呪い師も、気付かないうちに近くに寄られてしまえば、剣の前には手も足も出ないはずなのだ。

　しかも、次の手だてのためには、王が刺客によって殺害されたという、はっきりとした証しよう拠こを必要とした。グラウルが呪殺を行う訳わけにはいかない。

「おまえは犬を手なづけろ」

「は……」

「おまえは呪い師を殺せ」

「は……」

「いよいよだぞ」

　リーダーは、更に低い、唸うなるような声で続けた。

「われらの積年の恨みを晴らす時が来たんだ」




　愛あい妾しようは、二十歳を過ぎて間もないほどの年頃の、優しい顔立ちの美女だった。今は、王の腕の中で眠っている。アドリエ王ネモスアデル七世もまた眠っていた。王は五〇代後半だが、まだまだ力の、漲みなぎるような男だった。多少腹が出てはいても、肩も胸もまだまだ筋肉が硬い。背が高く骨太だ。顔は意外に細かった。髪かみも目も茶色だ。もっとも、その髪は大分失なわれていたが……。

　王も熟じゆく睡すいしていたはずだった。しかし、武ぶ術じゆつや狩りで未だに鍛たん練れんを忘れてはいなかったせいか、さすがに、外の気け配はいに気付いた。

　いつもの衛えい兵へいの気配ではない。

　圧おし殺したような空気の中に、微かすかな殺意が感じられる。

　王は剣を取ろうとした。しかし、それは寝室にはない。小こ姓しようが持って控ひかえの間まに居るのだ。

　気配は、その小姓や衛兵のいるはずの控えの間からのものだった。

「しまった……」

　王は飛び起きた。

　椅い子すに短剣だけは置いてある。

　ためらわずに、裸ら体たいのまま走った。

　ドアが開き、黒い影が滑すべり込こんで来る。

「誰だれかっ……」

　叫びかけた王の喉のどに、何か熱いものでも触ふれたような感覚があった。そして、声が出せなくなってしまった。

　喉に触れ、ようやく王は覚った。

　首にごく小さなナイフが深々と突き立てられていたのだ。誰が投げたにせよ、恐るべき命中率だった。

　明りを絞しぼった室内でも、いくつかの黒い影が剣を抜くのが見える。

　王は短剣を取り、抜いた。

「だ……誰の差し金だ」

　それは、ほとんど音にはならなかったが、相手は意味を読み取った。

「王太子イルアデル殿下」

　一人が言った。

「殿下の御ご下か命めいによるものでございます」

　その声音には喜き悦えつの色が含まれていた。

「お……王太子……」

　さすがに、王の顔にははっきりと驚おどろきが浮んだ。むろん、相手の言葉を未だ信じてはいないのだが。

　一人が振ふり翳かざした剣を打ち下ろす。

　カシッ！

　王は短剣でそれを受けた。

　しかし、剣の重さが違う。腕の力だけでは、相手の長剣を支え切れるものではなかった。

「お覚かく悟ごめされよ」

　一人が、王の胸に深く剣を突き入れる。しかし、王はなんとか躱かわそうとしたので、切っ先が微妙に逸それた。

　グシュッ！

　鈍にぶい音をたて、剣は王の脇わき腹ばらに突き立つ。

「くうっ！」

　呻うめく王の肩口に、別の男の剣が振り下ろされる。

「思い知れっ」

　誰かが低く叫んだ。

「ヴァユラの恨うらみを……」

　刃は、王の鎖さ骨こつを叩たたき折って止った。

「ううっ！」

　王はのけぞり、その勢いで転ころがった。

　もう一人が、垂直に剣を突き立てる。

　それは、王の背中を貫つらぬいた。

　動けなくなった王の首の後ろに、更に一本の剣が突き入れられる。

「イ……イルアデル……」

　王は、指先で厚い絨じゆう毯たんを摑つかもうとした。しかし、それは表面を搔かくだけに終った。指は更さらに数回絨毯を搔き、動かなくなった。

「へい……か」

　寝台から、くぐもった声がする。

　ようやく、寵ちよう姫きが目を覚ましたのだ。

「陛へい下か……？」

　それ以上の言葉を発することはできなかった。黒い影が、女の顔の上に羽は根ね枕まくらを乗せ、押し付けた。

　別の一人が、横たわっても形を崩くずすことなく、美事な椀型を保っている左の乳ち房ぶさのすぐ下に、無言で、両手に携えた剣を深々と潜もぐり込ませた。




「殿下……殿下……」

　殿台の上のイルアデルが聞いたのは、グラウルの声だった。

　確かにグラウルだ。

　しかし、それがただの声──本当の声ではないことに、イルアデルは気付いていた。

　イルアデルは起き上り、周まわりを見回した。むろん警けい備びの必要上から、部屋には薄暗いながらも明りが灯ともされている。

「殿下……」

「グラウルか……」

　イルアデルは、一匹の空を飛ぶ生き物を発見していた。

　蝙蝠こうもりだ。

　小鳥ほどの大きさの小型のもので、主に虫を食べる。アドリエ市内でも、この王宮でも決して珍めずらしくはない。蝙蝠や守宮やもりの類たぐいは害虫を食べてくれるので、大抵の家で歓迎される存在だった。

　グラウルが寄よ越こしたのだ。

「殿下……」

　蝙蝠は寝台の天てん蓋がいに逆さまに止ると、グラウルの声で言った。

「成功いたしました……」

　蝙蝠は、続ける。

「あとは、予定通りに……」

　キキッ……

　蝙蝠は、本来の声をあげる。

「裏門近くにて、お待ち申しあげております」

　そこまで言うと、突如蝙蝠は飛び立った。

　もちろん、グラウルが魔ま術じゆつで操あやつっているのだ。

「殿下……お急ぎください」

　キイッ……キ……

　蝙蝠は、甲かん高だかい音をたてながら、庭園の方に出て行ってしまった。

　イルアデルは、しばらく蝙蝠の去って行った方向を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。しかし、その瞳ひとみは何物をも捉とらえてはいなかった。

「後悔はせぬ」

　やがてイルアデルは呟くと、ベッドから下りた。

「後悔など、死ぬ時にすれば良いのだ」

　イルアデルは、しばらく拳こぶしを握にぎり締しめその場に立ち尽くした。真しん珠じゆに近い色をした前歯が、自らの淡い色をした美しい唇くちびるを傷付けたのにも気付かずに……




　ティーエは小さな洞ほら穴あなを見付け、入り込んでいた。

　外は未だ霧雨きりさめだ。

　心は波立ち騒さわぐことを止めないのだ。

　ティーエは、冬眠中の小動物のように身体からだを丸め、両手で顔を覆おおっていた。

　深い哀かなしみが、胸の底の方から突き上げて来る。いくら追い払おうとしても、井戸の水が湧わいて来るように減ることがないのだ。

　自分はやはり人の世では暮くらすことができない。そう思うと、やり場のない哀しみと焦しよう燥そうとが後から後から胸を締め付け、雁がん字じ搦がらめにする。

「ケイローン……」

　ティーエは心の内で呼びかける。

　まだ眠りに入っていないなら、聞こえるはずだ。ケイローンには、どこに居てもティーエの呼びかけが聞こえた。ティーエが幼い時は、いつでも遠くから気を配ってくれているのが分かったのだ。

　ティーエが危あぶないことでもしようとすると、どこかから、頭の中にケイローンが窘たしなめる声が聞こえて来たものだ。

「ケイローン、答えて下さい」

　しかし、ケイローンは答えない。

　もう眠りに入りつつあるのか、ティーエを無視しているのか、あるいは、遠く離れ過ぎたせいなのか……

　どちらにせよ、呼びかけても仕方がないことをティーエは知っている。もうあの岩屋に戻ることはできない。

　どこに行ったらいいのか……

　行くべき場所はひとつしかない。

「でも……」

　今のティーエには、人々の中に入ることはとても堪たえられなかった。

「いやだ……いやだ」

　ティーエは頭を抱かかえた。

　胸が重い。




　重い胸を抱えたまま、イルアデルは秘ひそかにいくつかある宮殿の裏門のひとつから忍び出ていた。従うのは、忠実な近衛このえ将しよう校こうのコルデ・フィテス・タークという男のみだった。

　イルアデルは、単身行こうとしたが、フィテスのみは、なんとしてもイルアデルを一人にすることを肯がえんじなかったのだ。

　押し問答をしているうちにも、時は徒いたずらに過ぎてしまう。イルアデルはとうとう折れ、フィテスに供を許したのだった。

　裏門近くに、グラウルが居た。一人だった。

　グラウルはフィテスの姿を見ても、別段驚おどろきもしない。ついて来ることは予想していたのだろう。

「殿下、こちらでございます」

　グラウルは、イルアデルが走り寄ると、すぐに足速に歩き始めた。

　しばらく行った所に、二台の輿こしが置かれ、担かつぎ手が待たい機きしていた。男性用の輿で、椅い子すに覆おおいと担ぐための横よこ棒ぼうを取り付けたようなものだ。

　担ぎ手たちは全すべてを心得ていた。イルアデルとグラウルが乗ると、無言のまま速歩で道を進み始める。フィテスも黙だまって跡あとを追った。

　宮殿があるのはアドリエにいくつかある丘のうちの、最も海に近いもので、宮殿はその丘全体を覆うほどの規き模ぼだった。

　宮殿といっても、むろん王の住居だけではない。アドリエ王国の中ちゆう枢すうである各役所の中心部をも含む建造物群のことなのだ。

　丘の下部にあるのが役所、上部は、大臣や次官クラスの者の事務所や会議の行われる場所や、公式行事の行われる大宮殿があり、その最上部にある奥宮殿が、王家の人々の私し的てきな生活の場所となっていた。

　その宮殿のある丘を離れ、ほとんどが闇やみに包まれた深夜──というよりは夜明け近い街まちを進んでいた輿は、やがてとある一角に入って行った。

「ここは……」

　フィテスは、ようやく目的地に気付いた。

　王太子とグラウルという不ふ思し議ぎな男は、元帥ゼルフトの屋敷に向っていたのだ。




　アドリエの者ならば、皆がイルアデルの顔を知っていた。世にも美しいこの黄き金ん色の王子を、誰だれが見忘れるだろうか。

　ゼルフトの屋敷に着くと、イルアデルは、すぐに奥に通された。

　ゼルフトに内密の話がある。そう用向きを告げられ、ゼルフトは、公的な客を通す部屋ではなく、自みずからの書しよ斎さいにイルアデルを案内させた。

　深夜であろうと、王太子の来らい訪ほうだ。ゼルフトは着き替がえもそこそこにイルアデルを迎えた。

　後ろに、長い影のようにグラウルが控ひかえていた。人払いをしたので、部屋にはこの三人のみが残った。

「このようなむさ苦しい部屋で恐きよう縮しゆくでございますが、内密のご用件と伺うかがいましたので」

　イルアデルに上座の椅い子すを勧すすめ、ゼルフトはその前に跪ひざまずいた。

「お座りになるがよい、ゼルフト殿」

　勧められたとおりの椅子に腰こしを下ろし、イルアデルはゼルフトにも座ることを求めた。

「わたしは、あなたの御助力を乞こいに参ったのです」

　イルアデルは、単刀直入に切り出した。

　あまり大きくはないが、ゆったりとした感じの部屋で、装そう飾しよくもほとんどなく、どちらかというと簡素に見える。だが、よく見ると材質も造りも最高のものだった。

　奥には糸で綴とじたり、芯しんを入れて巻き物にした本や書類の収しゆう蔵ぞう室しつへの入口があり、机の上にはいくつかの本と書類、葦あしや羽根で作ったペンや銀製のインク壷つぼ、太陽帝国製のガラスの筒つつで覆おおったランプなどが並べられている。

「わたしの……助力……とおっしゃいますと？」

　ゼルフトは顔を上げ、イルアデルを見上げると共に、その背後の男を一いつ瞬しゆん視野の内に収めた。

　男が着ているのは、暦こよみ司つかさ処どころの役人の灰色の仕着せだ。官位も低い、平ひらの役人だろう。もっとも、暦司処は特殊な役所だが……

　ゼルフトも、王子が近頃、天文学と呪じゆ術じゆつについての講義を受け出したという噂うわさは耳にしていたので、男が誰であるかは察していた。

「ゼルフト殿。あなたは、アドリエ軍の長ちよう」

　イルアデルは、身み振ぶりでゼルフトに立ち上り座に就つくように再度求めた。ゼルフトも、それに従った。

　グラウルは、ゼルフトが座ってから、戸口近くに行き、扉とびらを背に立った。威い圧あつするような態度ではなかったが、どこか背筋を寒からしめるような空気が、この男の立つ辺あたりに漂ただよう。

　ゼルフトは、先王アトスアデル一一世の妹の子なので、現国王ネモスアデル七世の従弟いとこに当る。王家の血を引くから、王位継けい承しよう権けんもある訳わけだ。

　年齢は五〇ほどになるが、体格も良く若々しい。

　大柄で姿勢が良く、胸板など惚ほれ惚ぼれするほど厚かった。アドリエ王家は白色系の人種に属すが、ゼルフトもむろんその一員である。

　ごく短くした髪かみと眼は、蜂はち蜜みつのような薄い色の茶だった。顔の造作はすっきりと整っていて、威い厳げんと共に、多少の失敗なら笑って許してくれそうな暖かさと大きさを感じさせた。

「殿下」

　ゼルフトは恭うやうやしく言う。王の名を口に出すからだ。

「アドリエ軍の頂点に立つお方は、国王にして大だい元げん帥すいネモスアデル陛へい下かお一人でございましょう」

「わたしはたてまえを伺うかがいに来たのではない」

　イルアデルは微笑した。半なかば作った微笑だ。

「軍はあなたの命令に従う」

　イルアデルは断定した。

「あなたに軍を動かしていただきたい。いや……」

　イルアデルは言い直した。

「軽けい率そつに動かないように抑えていただきたいのです」

「抑えるとは……どういうことでございますかな」

　ゼルフトは、何かが起こった、あるいは起こりつつあるのだということを感じ取った。アドリエ一国を左右するほどの大事かもしれない。

「ネモスアデル七世陛へい下かは、御ご逝せい去きよあそばされました」

　イルアデルの代わりに答えたのは、グラウルだった。

「へ……陛下がっ！」

　さすがのゼルフトも叫びかけ、椅い子すの肘ひじ掛かけを摑つかんだ。

「殿下……」

　ゼルフトは、イルアデルの目を信じられぬという様子で見み詰つめる。

「本当です」

　イルアデルは、視線を逸そらせなかった。ゼルフトの目に浮ぶ様さま々ざまな考えや感情を読み取ろうとした。

「今夜、突然に」

「何かの病やまいの発ほつ作さでも……」

「刺し客かくが放たれたのだ」

　イルアデルは、ゼルフトの目を強く見詰め返した。

「バルリット殿の刺客……ということになりましょうか」

「ということに……なる？」

　ゼルフトは眉まゆ根ねを寄せた。言葉の裏のものが、おぼろげながら見えて来た。

　ゼルフトは、半なかば公然としたバルリット王おう妃ひの、イルアデル癈はい嫡ちやくの企てや、度たび々たびの暗あん殺さつ未み遂すいに心を傷いため、自ら動くべきかを迷っていた矢先なのだ。

　ゼルフトが動くということは、軍の力を借りることになる。アドリエ政府は、政治への軍の介かい入にゆうを極力避さける方針で、ゼルフトもまた、その方針を指示していた。

　アドリエのような大国では、軍や宗教勢力が政治に口を出しては、混こん乱らんを招く恐れがある。アドリエ軍は、この大陸第三の規き模ぼを誇る軍隊だ。

「そうです。ということになる」

　イルアデルは、表情も変えずに言った。

「バルリットは、王妃の位を剝はく奪だつされ、処刑されることになるのです」

「それが、筋書きですか」

　ゼルフトは、ほんの数秒、グラウルに睨にらむような目を向けた。

　誰だれが書いた筋書きかは、すぐに読める。

　グラウルは、顎あご髭ひげを僅わずかに震ふるわせた。笑ったつもりかもしれない。

「下げ手しゆ人にんの片われが、負傷して衛えい兵へいに捕とらえられました」

　グラウルは淡たん々たんと説明する。

「責められて、誰に雇やとわれたかを吐いたようです。証しよう拠この品も持っておりましたそうで」

「周しゆう到とうだな」

　ゼルフトは、グラウルに皮肉を込こめて言った。下手人の片割れとやらも、グラウルが用意したに違いないからだ。

「アドリエの混乱は、未然に防がれねばなりません。閣かつ下か」

　グラウルは感情を全く見せずに言う。

「王太子殿下が王位にお就つきにならない限り、防ぐことは不可能ではありませんか」

　グラウルは畳たたみ込こむように付け加えた。

「これも、王太子殿下のお命をお守り申し上げるためでございます」

「小こ賢ざかしい」

　そうは言ったものの、グラウルの言い分が確かだということは、ゼルフトにもよく分かっていた。

　このまま放っておくことはできなかった。

　ゼルフトが出て行かなければ、イルアデルはいずれ命を失なっていたかもしれない。

　ゼルフトは、行動を起こすのをためらったことを、今になって悔くいた。

「どちらにせよ、事態は収しゆう拾しゆうされねばなりません」

　グラウルは、同じ調子で続ける。

「閣下には、岩のように在あっていただきたいのでございます。岩山のように殿下の後ろに在っていただきたい」

　つまり、ゼルフトとアドリエ軍に、イルアデル支持を表明させ、後ろ盾だてとして控ひかえさせるのだ。そうすれば、バルリットの側がわに立つ者たちも黙だまるか寝返るかのどちらかだろう。バルリットの無む実じつを唱となえ、イルアデルを糾きゆう弾だんしようとする者などいなくなる。

　ゼルフトがアドリエの安定を願うなら、他に方策は無いのは明らかだ。しかし、イルアデルが自みずから王に手を下させるとは……

　ゼルフトは、それを信じたくはなかった。

　生れて間もなく生母を失ない、父王にも疎うとんじられる不幸な王子よ、と、密ひそかに同情もしていたのだ。

「殿下……」

　ゼルフトはイルアデルに向き直り、問いかけようとして口を噤つぐんだ。

　今いま更さら問うても仕方がない。

　イルアデルが、実の父を殺害することを自ら決断したのか、などとは……決断したにせよ、あるいはグラウルに巧みに乗せられているにせよ、イルアデルは王にならなければならないのだ。

　それならば、なるべく平へい穏おんのうちに事が収まるようにするのが、ゼルフトの取るべきみちだ。

　ゼルフトは、そう思い直したのだ。

「殿下、お言葉通りにいたしましょう」

　ゼルフトは、重々しく言った。苦いながらも、イルアデルに対する暖かさは残っていた。

「軍は、殿下を御支持申し上げます」

「感謝する、ゼルフト殿」

　イルアデルは立ち上った。

「では、わたしは宮殿に戻もどります」

　イルアデルは、早くも戸口に向っていた。

「じきに、王の訃ふ報ほうが、宮殿に届とどきますゆえ」

　グラウルが戸を開け、イルアデルは部屋を出て行った。

「訃報が届く……」

　イルアデルの背を呆ぼう然ぜんと見み詰つめ、ゼルフトは呟つぶやいた。

「これから……届く……」




　アドリエ王ネモスアデル七世死去の知らせが届く頃、アドリエ市は夜明けを迎えた。








二日目






　夜が明ける頃には、霧雨きりさめも止んでいた。

　ティーエは、穴から這い出した。夜明け前に、穴の住人が戻って来たからだった。それは狼おおかみの夫婦だった。狼はティーエが居ることを怒りもしなかったし、追い出す気もないようだったが、ティーエの方で遠慮した。

　穴を出る時、雌狼が優しくティーエの頰ほおを舐なめた。元気を出して、そう励はげましているのだ。

「ありがとう」

　礼を言って、ティーエは穴を去った。

　一応気を取り直してはいた。

　村に行こう。そう思っている。

　少しずつ村に近付き、少しずつ慣ならせば、いずれ耐えられるようになるはずだ。それが人の世に戻もどるための第一歩なのだ。

　ティーエは村への道を取った。

　人々から逃れる時、やみくもに走っては来たが、道の所在を知る方法はいくらでもある。鳥や獣けもの、あるいは霊や精霊も教えてくれるのだ。

　ティーエは、小高い場所から村の様よう子すを窺うかがった。

　案の定じようだった。屋根の壊こわされた家が大分あり、村人たちは屋根の修理に大わらわだ。

「済すみません」

　ティーエは呟つぶやいた。

　原因が自分だということは、よく分かっている。ゆうべティーエが引き起こした嵐のせいだ。

「やっぱり……」

　ティーエは自問する。

「村や町に住むことなんて、とてもできない」

　どうにか人々の思いを遮しや断だんして、人間たちと接せつ触しよくできるようになったとしても、昨日のように心が乱れると、何を引き起こすか分からないのだ。

「ケイローン、どうしたら、いいんでしょう」

　ティーエは、山の上の方を顧かえりみる。

「わたしは存在してはいけない者ではないのでしょうか」




「わたしが生れたことが間ま違ちがいだったのかもしれぬ」

　イルアデルは、自じ嘲ちよう的に言う。

「わたしをお産みにならなければ、母上は未だこの世に在られたのだから」

「後悔しておいでなのですね。殿下」

　グラウルは、イルアデルの居室に共に居る。

「わたしは、後悔などはせぬ」

　イルアデルは、怒りに近い声を放った。この男の落ち着きぶりが、今は神経を苛いら立だたせるのだ。

　二人は知らせを待っていた。

　王の不ふ慮りよの死に、近この衛え隊たいや市警けい備び隊だけではなく、正せい規き軍ぐんも真相究明に乗り出している。

　ほどなく、バルリットは逮たい捕ほされるだろう。王を失なった今、バルリットを守ろうとする者はいない。国政を預かり、大きな影響力を持つ宰さい相しようバルドとその一派は、事態を静観する腹のようで、息を潜ひそめている。

　むろんバルドたちがそうすることは、既すでに予定に盛り込こみ済ずみだ。バルドたちの問題は、イルアデルが王位に就ついて後のことになるはずだった。

　バルドたちにしてみれば、ここで王おう妃ひを支持してみても、たいした益はないばかりか危険性の方が高いのだ。

「少しお休みになられてはいかがですか」

　グラウルは勧すすめた。

　イルアデルは、一いつ睡すいもしていないはずだ。

　無理もないことだった。

　イルアデルは今朝方、父の突然の死に驚きよう愕がくする王子の役を美事に演じて見せたばかりだ。

　その若々しく美しい顔にも、さすがに疲労の翳かげりが濃くなっていた。

「眠れると思うのか」

　苛いら立だちは再び自じ嘲ちようとなった。

「お身体からだを横にあそばすだけでも、少しは休まるものでございますよ」

「いや……」

　イルアデルも一七歳の少年らしく、少し素直になった。

「今、この神経を弛し緩かんさせたくないのだ」

　イルアデルは言う。

「そうすれば、気が弱くなる」

「ご心配には及びません」

　グラウルは扉とびらの方に目をやりながら言った。

「全ては、予定通りに運んでいるようでございます」

　ドアの外で、声がした。

「殿下……殿下……」

「なんだ？」

「近この衛え司し令れい官かんと市警けい備び隊たい長ちようが、お目通りを願っております」

　王子の私し室しつに来るからには非公式の訪問だったが、来ることは始めから分かっていた。

　二人はこれを待っていたのだ。

　アドリエでは市警備隊が警察の役割を担になっていたが、ことは国王の暗あん殺さつだ。近衛軍も正規軍も動いていた。

「通せ」

　イルアデルが取り次ぎの侍じ従じゆうに命じると、ほどなく二人の男が入って来た。

　王太子の居間であり、私的な客も通すことのある部屋だ。

　イルアデルは、椅い子すに座したまま二人を迎えた。グラウルは、その後方に立って控ひかえている。

「王太子殿下」

　入って来た二人の男は、イルアデルの前方一メートルほどの所に跪ひざまずき、数歩膝しつ行こうして、イルアデルが差し出した右手の指に嵌はめられた紋もん章しよう入りの指輪に唇くちびるを付けた。

　これが、王家の者に対する最大限の敬意の表しかただが、王以外の者には滅めつ多たに行われることはない。

　近この衛え司し令れい官かんと市警けい備び隊たい長ちようのこの態度に、イルアデルは勝利を確信した。一方グラウルは表情も全く変えずに立って二人を見下ろしている。

「王太子殿下」

　近衛司令官が切り出した。

　組織は別だが、階級は近衛司令官の方が上になる。

「ご許可を頂いただくくために、参上いたしました」

「許可とは、何だ？」

　分かってはいたが、知らないふりをしてイルアデルは訊きく。

「バルリット妃ひ殿下の御身み柄がらを拘こう束そくさせていただくことでございます」

　近衛司令官は五〇代半ば、警備隊長は五〇前後だった。二人ともに白色に近い肌はだ色いろだが、何代か前に混こん血けつをしているようだ。

　アドリエ王国を始めとする、この大陸北東部は、白色系の人種の多く居住する地方だが、白色系はこの大陸では赤しやく銅どう色系の人種よりは少数で、長年に渡って各民族が入り混った結果、混血の人々もかなり増えている。

　民族間、身分間の差別はあるが、肌の色による差別は、今のところは無かった。

「妃殿下の身柄を拘束とは……何故ゆえだ」

　イルアデルは尋ねる、その口く調ちようには、喜びも怒りも無かった。

「大たい逆ぎやく罪ざいでございます」

「大逆罪……？」

「こ……国王陛へい下かを弑しいし奉たてまつった刺し客かくの一人が白状いたしました」

「この事に、妃殿下が関与しておいでになるということをでございます」

　警備隊長が補ほ足そくした。

「バルリット殿が、関与とな」

　イルアデルは、瞬しゆん間かんグラウルの顔を見、すぐに正面に目を戻した。

　証しよう人にんも、グラウルが用意したのだ。どういう方法で証人に仕立て上げたのかは分からないが、それには拷ごう問もんと極きよつ刑けいが伴うのだ。

「証しよう拠こがあってのことだろうな」

「はい、確たる証拠が……」

　少くともこの二人は、今はイルアデルの機き嫌げんを取り結ぶことに熱心だ。軍の支持の伝えられる王太子は、圧倒的に優位に立っている。

　その王太子にとって、バルリットはもちろん公にはなっていないが、母の敵かたきであり、その地位を脅おびやかす存在だということは、誰だれもが知っている。

　王太子を喜ばせるには、まずこの脅きよう威いを除いてやることだ。

「そうか」

　イルアデルは頷うなずいた。

「それならば、いたしかたあるまいな」

　イルアデルは、一応残念そうに言った。わざとらしくはない。




　その日の午後、バルリット王おう妃ひは大たい逆ぎやく罪ざいの容よう疑ぎで逮たい捕ほされた。

　誰の目にも明らかな、イルアデルの勝利であった。




　ティーエはしばらく村の様子を観察していた。

　ラテル山はもともとそう険けわしい山ではなかったが、さすがに山村の生活はそう豊かそうではない。山やま肌はだに造られた段々畑は小さく、数もあまり多くはなかった。

　もっとも、広こう葉よう樹じゆの多いこの山そのものが、畑以上に豊かな実りを与えてくれるはずだ。森に入れば、野生の林りん檎ごや山やま葡ぶ萄どうなどの果実や茸きのこなどが採とれるし、川には魚もいる。村人たちは、秋に採取した茸類を干したり、魚を燻くん製せいにしたりして貯たくわえている。

　生活はつつましやかだが、飢うえるほどに貧しくはないはずだ。それよりも近辺で戦いくさが起きたとしても、まずここまでは波及しないだろうから、その分だけ幸福というべきだろう。

　小高い場所から見ていると、何人もの村人が動いている様よう子すが良く見えた。

　屋根を直すもの、畑の手入れをする者……

　どちらも、ゆうべの嵐のせいで壊こわれたり、水を被かぶったりしたものなので、ティーエの胸は傷いたんだ。そのせいか、よく晴れていた空に雲が出始めている。

　風、水、地、火、光……

　様さま々ざまな精霊たちは、敏感なものが多く……というよりは、ティーエの心の動きに対してなぜか敏感で、すぐにティーエの感情に同調してしまう。

　おかげで、ティーエが哀しむと雨が降り、喜ぶと快晴になるといったことが起こるのだった。

「いけない……」

　ティーエは上空の雲に気付き、必死で心を静めた。

　心を静める方法は常に学んでいたので、よほどの激情に駆かられない限りは、それほどに困難ではない。

　心が静かになってみると、驚おどろくほど近くに人の気け配はいを感じた。ティーエの様よう子すを窺うかがっているのではない。誰かが獣けもの道みちを登って来るのだ。

　柔やわらかい色のオーラが見えた。

　本来は美しい色のはずのオーラが沈んで見えるのは、オーラを発している本人の体調が悪いか、心が沈んでいるからだ。

　ティーエは薬くす師しの修しゆ行ぎようを積み、ケイローンからオーラの診み方も教えられていた。

　この色は、病気ではなく、心に何か大きな悩みを抱かかえているためだ。

　ティーエは木立ちの中に身を隠かくした。

　道を登って来たのは、一二、三歳の少女だった。

　粗末だが、洗せん濯たくの行き届とどいた小ざっぱりした服を着、髪には色糸を編あみ込こんだリボンを結んでいた。

　肌はだ色いろは混こん血けつの人々に多いごく薄いピンクがかった小麦色で、髪かみと目の色は暗あん褐かつ色しよくだった。

　美少女というほどではなかったが、なかなかに愛らしい華奢きやしやな顔立ちをしており、今はその顔を強こわ張ばらせ、いささか思い詰つめたような表情を浮べていた。

　ティーエは少女が気になった。

　少女はティーエの存在に全く気が付かずに、どんどん道を登って行く。

　ティーエはその後をつけた。

　少女が立ち止ったのは、小さな祠ほこらの前だった。

　祠は石を積み上げて造った一メートル四方ほどのもので、山頂を背にする形だった。様さま々ざまな供そなえ物が置かれているところを見ると、よほど村の人々から崇すう敬けいされている神が祀まつられているのだろう。

　少女は近くの青々とした木の葉を採とると、その上に持って来た芋いもや麦粉の菓子などを乗せ、祠に供えた。

「ケントウリさま」

　跪ひざまずいて、少女は祈り始めた。

「母さんをお救い下さい。母さんの病気を治してください」

　どうやら、祠はケントウリ族を神として祀るもののようだった。村の中心部にある社やしろより、より山の上の方に住むというケントウリに近いものとして、願い事のある者が登って来るのだろう。

「薬を……薬をお教え示さい。何を吞のませれば治るのですか……」

　少女はしばらく祈っていた。

　周まわりのものなど、全て忘れ去るほどに自己を投入した祈りだった。

「かあさん……」

　ティーエは呟つぶやく。

　かあさんとは、母親のことだ。

　ティーエは全く母を知らずに育ったが、母親がどういうものか、子にとってどういう存在かということは、ケイローンからよく教えられていた。

　母親は、子供にとっては太ア陽トと同じなんだよ、と。

　少女は母親のために祈っているのだ。その母親は病気なのだろう。

「医師せんせいは、クーマの根を捜さがせと言いました」

　少女の祈りは続く。

　少女の言う医師とは、村に居る呪じゆ医いのことだろう。

　大陸では、どこの町や村にも大抵一人は呪まじない師が居た。呪い師は、雨あま乞ごいなどの呪いの他に、村人たちの病気を治す医者でもあった。

　人の病気のほとんどは、悪あく霊りように入り込こまれたためとして、それを払う儀ぎ式しきをするのだが、霊や精霊を操るには、様々な植物の香や、それを水で解といた汁しるが必要不可欠のものなのだ。

　そのため、呪い師の間では、薬草の用い方も重要で、それが独自の薬学となっていた。

「でも……クーマって、どこに生えているのですか？」

　少女は、懐ふところに大切そうにしまった干した薬草を取り出した。それが、呪医に与えられたクーマという草なのだろう。

　ティーエは、改まったばかりの月のような柔やわらかい形の眉まゆを顰しかめた。

　少女は根を翳かざしながら立ち上り、木立ちの中に入って行った。クーマの根を捜さがそうとしているのだ。

　ティーエは密かにその後を追った。




「お待ちなさい」

　薬草を捜していた少女は、突然自分に掛けられた透明な感じの若い男の声に身を硬くした。

「その草は違います」

　声の方を向いて見ると、一人の若い男が立っていた。未だ少年と呼んだ方がいい。

「その草は、似ていますが、クーマとは違うのです」

　美声の主は、その声よりも更さらに美しかった。

「神さま……」

　少女は、しばし呆ぼう然ぜんと相手を見上げ、立ち尽くした。

「わたしは、神ではありません」

　ティーエは言った。

「人間です」

　ティーエは、少女を導くように歩き出した。少し歩いては振ふり返り、少女がついて来るのを確かめてまた歩く。少女は憑つかれたようについて行った。

　夢を見ているようだ。地面を踏ふんでいることさえ忘れてしまいそうだった。

　やがて美神は立ち止った。

「ここです」

　ティーエは屈かがみ込こみ、一本の草を抜くと、少女に差し出した。

「これがクーマです」

　少女は、まだ夢見心地のまま草を受け取る。

　手が一いつ瞬しゆん触ふれ合った。

　相手の心の内が流れ込んで来たが、今は少しも不快ではなかった。ティーエは少女を観察した。

　夢に酔よう心地、母を思う優しさ……

　少女は喜びに溢あふれていて、沈んでいたオーラの色が輝きを増した。

「葉の形を比べてごらんなさい」

　ティーエは説明してやる。

「少し違うでしょう。クーマの葉は、縁が少しギザギザしています」

「は……はい」

　少女は、ようやく自分が母のための薬草を採とりに来たのだということを思い出した。

「よく見て、覚えてください。夏には白い花が咲きます。花が咲いている時の方が、薬としては効果が高いのです。ですから、今は少し多目に使わなければなりません」

　ティーエは、また別の草を抜いて渡した。

「これはカマンです。この葉を乾かん燥そうさせて、クーマの根を干したものと混まぜ、煎せんじるといいでしょう」

　ティーエは少女の顔を覗のぞき込こむ。

「おかあさんは、赤ちゃんを産んだのですね」

「はい」

「産後の肥ひ立だちが悪いのですね」

「はい」

「では……」

　ティーエは、腰のベルトにいくつか結び付けている布の小こ袋ぶくろの一つを外し、少女に持たせる。

「これを一日に親指の先ほど水に溶といて吞のませてあげてください。身体に入った悪いものを、熱と一いつ緒しよに追い出します。三日続けてください」

　少女は、呆ぼう然ぜんとティーエを見上げた。

　この人は、どうして母が子供を産んだ後病気になって、熱が高いことを知っているのだろう。

　やはり神さまに違いない。

　少女はそう思った。そして、やおら跪ひざまずいた。

「神さま、神さま……」

「あのう……違います」

　ティーエは困ったような表情を浮べた。

「わたしは、薬くす師しです」
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「くすし……？」

「薬を使って、病気や怪け我がの治ち療りようをします。呪まじないはしません」

「神さま」

　ティーエの言葉は、あまり少女の耳には入らなかったようだ。

「お願いです。村に来てください」

　少女は、ティーエの服の裾を摑つかんだ。

　ティーエは足首までの生成り色の服を着ている。

「村には他に病気の人も、困っている人もいるんです」

「わたしは……」

　ティーエは身を引いた。しかし、少女は服を放さない。

　ティーエは恐れを感じた。

　怖こわいのは少女ではなく、村人たちの思考だ。

　再びあの中に入って行く勇気はまだない。

「無理です」

　ティーエは哀かなし気げに言った。

「わたしには、無理なのです」

「神さま」

　ティーエは、縋る少女の手を、ようやく服から引き離した。

「すみません……」

　呟くように言いながら、ティーエは後あと退ずさった。

「お願いです。あたしの命でよかったら、代わりに差し上げますから」

　少女はティーエに向って手を合わせる。

「そんなこと……そんなことを考えてはいけません」

　ティーエは更さらに退しりぞく。

「ごめんなさいっ」

　必死な面おも持もちの少女の瞳ひとみに、涙が溢あふれる。

　その涙の透明さが、ティーエの胸を刺した。

　ティーエは胸を押え、突とつ如じよ身を翻ひるがえし、走った。そのまま、再び森の中深くに逃げ込んで行く。








三日目






　イルアデルは、王太子として、大臣たち、上部の官かん僚りようたち、貴族の主だった者、市民の代表者たちを召集した。

　正午、人々は大宮殿の大広間に集っていた。

　大宮殿は、奥宮とは違って、アドリエの公式行事や会議などの行われる公的な場所だ。大広間は、その中でも最大の部屋が二つ続いたもので、アドリエ王国でも最も重要な儀ぎ式しきや、正式の夜会が行われる。

　奥の部屋の正面に玉ぎよく座ざが置かれていた。

　玉座は、本体は木製だが、透すかし彫ぼりのされた金やプラチナの薄板に隙すき間まなく覆おおわれた上に、宝石なども惜し気もなく嵌はめ込こまれているので、眩まばゆく輝いていた。

　今、奥の大広間には五〇〇人ほどの人物が集っている。公式の行事や宴えん会かいではなく、緊きん急きゆうの召集なので、男ばかりだ。

　大広間は見上げるほどに天てん井じようが髙かったが、この時代は未だアーチで屋根の重量を分散させるということを知らなかったので、両側三分の一ほどの場所に、太い柱が二列に並ぶ形になっていた。

　むろん床ゆかも柱も大理石である。壁かべは一部は大理石だが、大部分には漆しつ喰くいが塗ぬられ、絵が描かれていた。

　召集された者たちがほぼ集ると、近この衛え隊たいが入室して来た。それに続いて入って来たのは正せい規き軍ぐんや各軍の主だった者である。

　やがて、奥の扉とびらが開かれ、正装したイルアデルを先頭に、宰さい相しようバルト、元げん帥すいゼルフト、そして警けい備びの数人の近衛士官が姿を現わした。フィテスという士官も従っている。

　人々は恭うやうやしく頭を下げ、王太子を迎える。

　バルトとゼルフトが王太子と共に現われた。

　これが、イルアデルの完全な勝利を象しよう徴ちようしていた。

　政府と軍、この二つの勢力の王太子支持を表しているからである。

　イルアデルは玉ぎよく座ざの前に立ち、ゼルフトとバルトは、玉座のある段上から下り、人々の先頭に並んだ。

　イルアデルは、ゆったりと広間の人々を見回した。

　王座に就つくことに異論のある者は申し出ろという意味である。

　もとより、異を唱となえる者などがいるはずもない。

　イルアデルは、玉座に腰を下ろした。

　ザザッ……

　大波の打ち寄せるような音と共に、広間に居た者全員が跪ひざまずく。

　イルアデルの真の勝利の瞬しゆん間かんであった。




　再び森の中で一夜を明かしたティーエは、午を少し過ぎた頃、気け配はいに気付いた。木や草の精せい霊れいたちが、ざわめき出したのだ。

　何かが近付いている。

　人だ。

　それも大勢だ。

「村の人？」

　ティーエは、精霊たちに尋ねる。

　大木に宿った霊が、そうらしいと答えた。

　もちろん言葉を使うのではない。霊や精霊と語るには、イメージや独特の方法を使うが、ティーエは生れつきこうしたものたちと語り合っているのだから、言葉よりも表現し易いほどだ。

　それに、人やある種の動物の霊には言葉も通じる。

「村の人が……」

　ティーエは自分に問う。

「大勢で、何のために？」

　ティーエは、朝食にした果実の甘い香りの残る指を唇くちびるに当て、しばらく考えた。

「誰かを……捜さがしに？」

　村の子でも行方ゆくえ不ふ明めいになったのだろうか。それとも、ティーエを捜しているのだろうか。

　ティーエの場合、ひとに会いたくなければ、隠かくれるのも逃げるのも簡単なことだった。

　しかし、他の人間だとすると……

　村の者なら、この辺あたりの森のことは良く知っているだろう。どこをどう行けば良いのか、どこは入ってはいけないか。

　だが、一度踏ふみ迷ってしまうと危険だ。広こう葉よう樹じゆの森は、特徴が無い。種々の木があるだけに、かえってどこも同じように見えるのだ。

「あの子……」

　ティーエの心に突然浮んで来たのは、昨日出会った少女だった。ティーエを神と思い込み、村に来てくれるなら、代わりに命を差し出すと言った子だ。

　本気だった。ティーエには、それが分かっていた。

「木の女神アタルティザよ。恵み深き御方よ。今、御許しを乞います。木の霊と精霊たちを使し役えきすることを……」

　ティーエは簡単な呪じゆ文もんを唱となえる。

「アタルティザ、ハクス、アタルティザ、ハクス、マトゥバ、アル、マヌンティーム……」

　ティーエは、側の大木の幹に指で聖せい霊れい文も字じを描いた。

「木の霊と精霊たち」

　ティーエは命じる。

「誰だれを捜さがしているのか、探さぐっておくれ。迷っている者が居たら、見付けておくれ」

　そう言うと、ティーエは目を瞑つむり、幹みきに凭もたれ掛かった。

　森の木々は、もともと情じよう報ほうのネットワークを持っているということを、ティーエは知っている。

　木の精霊たちは、根や土の精霊を介して、様々な情報を伝え合っているのだ。森の端で起きたことを、別の端の木が数秒後には知っている。

　それが、木の精霊の持つ特別な力だった。もちろん、風の精霊は風の精霊の、水の精霊は水の精霊だけの独特な力を持っている。そうしたものをいかに使い分けるかが、呪じゆ術じゆつの方法なのである。

　木の幹に頰ほおを着けていると、木そのものの命のさざめきが伝わって来る。それは、この上なく人の心を安らげるものでもあった。

　今は心を静めなければならない。精霊も霊も、より強いこころに従うのだ。

　やがて、ティーエの耳には様さま々ざまな声が聞こえて来た。それが、実際に喋しやべられているものなのか、誰かの心の内だけのものなのかは、良くは分からなかったが……

「神さまを捜そう」

「あの、山の神さまを……」

「あの娘こは、神さまのところに行ったのだから」

「きっと神さまのところに居るに違いない」

「神さまは、あの娘この命をお召しになったのだろうか」

　ティーエは身を震ふるわせた。

　人々は近付いて来ている。

　逃げなければと、ティーエは思った。

　その時、ティーエの頭の中にイメージが飛び込んで来た。

　一人立ち尽くす少女。

　やはり昨日の少女だった。

「どこ？」

　ティーエは木に尋ねる。

　すると、少女の周りの情景が鮮せん明めいになった。

　少女は水辺に立っていた。背後に小さな滝がある。

　ラテル山ばかりでなく、この山々は比較的雨が多く、中腹から下は広こう葉よう樹じゆの原生林になるので水が豊かだ。この程度の滝ならば、どこにでも在ある。

　しかし、ティーエには場所を知る方法はいくらでもあった。

　バキッ……

　ザッ……サッ……

　落ちた木枝や厚く敷しき詰つめた枯れ葉を踏ふんで、人々が近付いて来る。

　ティーエは、森の更さらに深部に入りながら、少女の居る滝に向った。




　滝の落差は七、八メートル、小さな山の支流だから、水量もそう多くはない。

　滝たき壷つぼの深さも、せいぜい人の背せ丈たけほどだろう。

　昨日、山の美神の姿を見失なってから、少女は気を取り直し、教えられた通りの薬草を採とって村に戻もどり、呪じゆ医いに渡した。

　話を聞いた呪医は驚おどろき、やはり村の守り神ケントウリのお使いに違いないと騒ぎ出した。

　呪医はケントウリの社の神しん官かんも兼ねていたのである。

　そのお方が村に来てくれたら……あの娘ばかりが恩恵に与あずかって……

　村人たちは残念がった。

　少女は、まるで自分が非難されているように感じた。

　あの神さまを村に……

　少女は決意し、日暮れ前に森に分け入ったのだ。

　狼おおかみも熊も居る森だったが、幸い、今は山は豊かで、獣けものたちは飢うえていない。襲おそわれることはなかった。しかし、少女はすぐに道に迷ってしまったのだ。

　夜は明け、周まわりのものが見えるようにはなっても、もう自分がどこに居るか、全く分からなかった。もちろん、神の姿も見えない。様さま々ざまに祈り、呼んでみても、あの美しい神は出て来てはくれなかった。

　だが、きっとどこかで自分を見ていてくれそうな気がする。

　少女はとにかく歩いた。

　神が姿を現わしてくれるまで歩こうと決心していた。

　どこをどう歩いたかも分からないままに、やがて滝に出た。むろん、知らない滝だった。

　子供たちは、もの心が付く頃から、親たちから森に入る時の注意を厳きびしく受けている。

　一人では、絶対に奥に入らないこと。常に自分の居場所を確認すること。迷ったら、動き回らずにじっとして救助を待つこと。

　それでも、行方ゆくえ不ふ明めいになる子供は皆かい無むではなかった。

　人々は、とうとう見付からなかった子供を、神々に愛されたからだと考え、諦あきらめるのだった。そうした子供たちは死んだ後、スクーナ・ラトリの神々のもとに行ってお仕つかえするのだと……

　少女は、命を捨ててもいいと考えていた。

　母のことと、村人の非難の目──それが、少女の胸を重く圧迫するのだ。

　そして、信じられないほど美しい山の神。

　あの神の白い腕かいなに抱いだかれて死ぬことができるなら、これ以上の幸福しあわせなどあるまいと思われる。

　少女の家は貧しかったので、少女は一年か二年後に、村の有力者の後妻として嫁とつぐことがもう決められていた。つまりは、金で買われたようなものである。妻を失くしたその男は、村では金持ちの方だったが、少女の父よりも年上だった。

「神さま、神さま」

　呼びながら、少女は崖がけを登り始めた。




　ティーエは、風の精せい霊れいと森の中に留とどまっていた動物の霊の道案内で、滝への道を辿たどっている。

　木の幹に直接触ふれていないと、はっきりしたイメージは伝わっては来ないのだが、ティーエには、少女の置かれている状じよう況きようが、かなり危あやういものだということが分かっていた。

　ティーエは先を急いだ。




　ティーエが滝の下に辿り着いた時、少女はもう崖を登り詰めたところだった。

「待って下さい」

　ティーエは声を掛けた。

　人間というものを知らないティーエは、こういう時に声を掛けるべきタイミングも分からない。

「待って！」

　少女は、ティーエに気付き、振り返った。

　滝たき壷つぼのすぐ側に、あの夢のような美しいひとが立っている。

「神さま！」

　少女は叫んだ。

「神さま。あたしを受け取ってください」

　止める隙ひまもなかった。

　少女はティーエに向って大きく腕を広げると、そのまま身を躍おどらせた。

「あっ！」

　ティーエには、呪文を唱となえる時間もなかった。咄とつ嗟さに滝と滝壷の神の聖せい霊れい文も字じを空中に描く。描き終る前に、少女は滝壷に達していた。

　水飛沫しぶきをあげて深く沈む。

　ティーエは水の中に飛び込んでいた。

　潜もぐり、落ちて来る水の勢いのために、滝壷の中で浮び上れずに翻ほん弄ろうされる少女の身体からだをしっかりと抱き、渦うずの中を抜け出す。

　聖霊文字のおかげで、滝と滝壷の水は、ティーエには害を加えようとはしないのだ。ティーエは難なく岸へ泳ぎ着いた。

　少女は気を失なっていた。

　少々水を吞のみ、打だ撲ぼく傷しようを負ってはいたが、骨折などはなかった。

「あの……」

　少女の無ぶ事じを確かめ、ティーエは少女を抱いた。

「ごめんなさい」

　少女の白い頰ほおに、雪せつ花か石せつ膏こうよりも美しい頰を重ねる。

「ごめんなさい」




　打ち身の手当てなどをしているうちに、少女は目を覚ました。ティーエの腕の中だった。

「神さま」

　少女は、始めはオズオズと、そして初めての花が一杯に開くように笑った。

「済すみません」

　ティーエは謝る。

「わたしが悪かったんです」

「いいえ……」

　少女は、ティーエの首に腕を回した。

　伝わって来たものは、喜びと、そしてその喜びですらも拭い去ることのできない哀しみだった。

「あたしなんです」

　少女は囁ささやく。

「あたし、何もかもから逃げ出したかった」

　少女は続ける。

「うちに居ると、病気のかあさんの代わりに、家事や、弟や妹の世話をしなくちゃならないし……他にもいろいろ……」

　さすがに、少女はこの美しいひとに生活の苦労など語りたくなかった。

「逃げ出す……」

　その言葉は、ティーエの胸には重かった。

　逃げ出したのは自分だ。

　ケイローンは、何と言ったのだったか。

　ハイセレの村から始めて、少しずつ人の世に慣なれるのだ。そう言ったではないか。それなのに、第一歩からこうして足あし踏ぶみしているのだ。

「でも……」

　少女は、ティーエの心の内などには気付かない。

　当然だ。神が悩むなどと、誰だれが思うだろう。

「でも、あたしが逃げたら、母さんや皆なが困るだけ」

　少女は上体を引き、ティーエの不ふ思し議ぎな瞳ひとみを見み詰つめた。

　右がエメラルドのような緑。

　左が紫むらさき水すい晶しようのような紫。

　もちろん、少女はそんな高価な宝石など、見たこともないだけでなく、存在すらも知らない。おそらく、一生見ることはないだろう。

　ただ、夢のように美しいと思った。いつまでも見ていたい。

　だが、それは許されまい。

「神さま」

　少女は溜ため息を吐いた。

「あたしの命を受け取って下さらなかったこと、今は感謝しています」

　少女の瞳が突如潤うるんだ。涙が溢あふれ出す。

「あたし、村に帰らなければ……」

　そう言って、起き上りはしたものの、少女は今度は顔を覆おおい、声を放って泣き出してしまった。自分が道に迷ってしまったことを思い出したのだ。

　それは、心の叫びとなったので、ティーエの耳にも聞こえた。

「泣かないでください」

　ティーエはゆっくりと少女の肩に手を置いた。

　哀しみと絶望の心を感じたが、不快ではなかった。ティーエ自身が、ある種の喜びを覚えていたからだ。

　自分のためであろうと、人のためであろうと、他ひ人とを傷付けることなど考えることもできない人間がここにいる。

　他人を傷付けるぐらいなら、代わりに自分を傷付けてしまうような優しい心が、ここにある。

　救いを求めて泣いている無む垢くな魂たましいがここにあるのだ。

「あなたを、村に帰らせてあげます」

　ティーエは少女の両手を取った。

「そして、わたしも村に行きます」

「一いつ緒しよに……一緒に来てくださるのですか」

　少女の顔が輝いたが、いくばくかの不安の翳かげは去らなかった。

「明日行きます」

　ティーエは少女を見み詰つめて言った。

「約束します」

　神が約束すると言っているのだ。疑ってはならないということを、少女は知っている。疑問を口に出しては、罪つみになる。

「今、一緒に行かれないのは、まだ心の準備が完全に出来ていないからです」

　ティーエは少女を促うながし、歩き出した。少女はしっかりとした足取りでそれに続いた。

「約束します」

　ティーエはもう一度う。

「明日、必ず村に行きます」








四日目






　改めて政府の主だった者たちが集り、朝からイルアデルの即位式の日取りや、その準備の分担などが話し合われた。

　事情が事情なので、国をあげての祝いという訳にもいかなかったが、その事情を覆おおい隠かくすためにも華やかに、というのが、大臣たちの一致した意見だった。

　この日から、イルアデルを王と認め、全てが動き出した。




「よくお寝みになられたようでございますな」

　朝、王太子の部屋を訪おとずれた時、まずグラウルの口をついて出たのは、この言葉だった。

　イルアデルの顔は、はればれとして、もとの輝きを取り戻もどしていた。

「寝過ごした」

　イルアデルは苦笑したが、苦笑すらも晴れやかだ。

　よく眠れただけでなく、心の内の様さま々ざまな葛かつ藤とうも、ある程度の整理がついたのだろう。

「もうひとつ修しゆ羅ら場ばが残っている」

　イルアデルの言う修羅場とは、バルリットの裁判と刑の執しつ行こうのことだ。

　刑は、死しかない。

「裁判所長官を変えねばならないな」

　今の裁判所長官は、バルリットの息の掛かった者なので、罷ひ免めんについては、異論は出ないだろう。本人も、もう覚かく悟ごをしているはずだ。

「暦こよみ博士はかせもでございます」

　グラウルは、当然のこととして言った。

　イルアデルの苦笑が、大きくなった。

「そうだ。暦博士もだ」

　イルアデルは、このようなことを、即位を控ひかえた王太子に要求しながら平然としているグラウルという男を、改めてじっくりと観察した。

　表情ひとつ変えはしない。

　いくらイルアデルを窮きゆう地ちから救うためとはいえ、父王殺しを提案し、実行した男。

　そして、魔ま術じゆつ師し。

　これから当分、イルアデルはこの得体の知れない男を右腕として頼りにして行かねばならないのだ。

　イルアデルは、もう一度苦く笑った。

　イルアデル自身が、その事をそれほど嫌いやがってはいないことに気付いたからだった。




　心を静めるために、一晩瞑めい想そうをしたティーエは、朝を迎えるとハイセレの村に向った。

　村人たちは狂喜してこの神の使いを迎え、ティーエは一週間ほど村に滞在して、その間に病人や怪け我が人にんの治療をし、呪じゆ医いに薬草の正確な知識を教えた。

　そして、あの少女の詳くわしい身の上を知らないままに村を去り、山を下った。





──完──









大　河










　時が流れるものかどうか……

　ボイスは今になって、それをときどき疑う。

　少くとも、一時も休まず、同じ速さで流れる大河アンセルのようにではないに違いない。そんな気がした。

　時は、ひどく速く過ぎることもある。そして、静止しているように感じられる時も。

　ボイスにとってのあの時は、まさに静止していた。瞼まぶたに焼き付いたまま、永遠に止っているように思われた。

　母と兄とが、炎の中に消えて行った、あの時。

　ボイスは、命を賭かけた母と兄の言いつけに従い、夢む中ちゆうで闘いながらその場を逃れ、アンセル河に飛び込んでいた。

　なんとしても生きよう。生き抜こう。

　それのみが頭の中にあり、あとは空白だった。

　それからの日々は、ボイスにとっては、不思議な流れ方をした。

　ひどく速く感じられる時もあれば、もどかしいほど遅いこともある。

　足が大地に届とどかないようで、まだ水の上を漂ただよっているような気がする。

「父上、母上、兄上……」

　ボイスは呟いた。

　父、ストゥル・ランドも、数日前に無実の罪つみを着せられ、処刑されてしまった。

　ボイスは、夜や陰いんに乗じて晒さらされた父の首を盗みに行ったが、警けい戒かいが厳げん重じゆうで果たせなかった。

　おかげで、逆にボイスの生存が知られてしまい、詮せん議ぎが厳きびしくなっている。




「若さま、若さま」

　一人の娘が大河の水を前に考え込んでいたボイスに、背後から声を掛けた。

　服装は、貧しい農民の娘そのものだったが、小ざっぱりとして、顔立ちもいかにも優し気で愛らしい。

　ストゥル家を包囲していた守備隊と近この衛え部隊の囲みを破ってアンセル河に飛び込み、流されたボイスが、ようやく這はい上ったのが、この開かい墾こん地ちの岸辺だった。

　父のランドが、心血を注いで造り上げ、農地の砂さ漠ばく化かで土地を失なった人々を入植させた所だ。

　長いこと水に浸つかっていたために冷え切り、同時に水中に、数え切れないほど負った傷から流れる血を失なって半死半生のありさまだったボイスを救ってくれたのが、この娘だった。

　年は、ボイスより一つ年上の一八歳だ。

　開墾地の人々は、前宰さい相しようストゥル・ランドを敬愛していた。ランドの行った農業改革がなかったら、砂漠に農地を奪うばわれた人々は、流民となるか、都市で奴ど隷れい同様の労働者になるしかみちはなかったのだ。しかし、今は、ランドのおかげでこうして水利の良い土地を与えられた。

　今は貧しいが、あと二、三年の努力で、ここは必ず豊かな農地となることが約束されているのだ。

　しかし、その農業改革こそが、名宰相ストゥル・ランド失しつ脚きやくの原因になるとは、これ以上の皮肉はあるまい。改革のための財政の引き締めと、その成功とが、このトリニダ王国の人々の恨うらみと妬ねたみを買ってしまった。

「若さま。もう家にお入りください。さきほど、行ぎよう商しよう人にんが来ておりました。他よ所そ者ものにお顔を見られては……」

　娘は言った。

　この村の者なら、全員がボイスを匿かくまおうとするだろう。しかし、他所者はその限りではないのだ。一七歳にして、既にひとよりは頭ひとつ高い背せ丈たけに成長しているボイスは、誰だれよりもよく目立つ存在だった。

　右の頰ほおに大きな傷がある。まだ新しいものだった。敵の囲みを斬きり抜けた後、気が付いたら負っていたのだ。いつ傷付けられたかも覚えてはいない。

　無む我が夢む中ちゆうだったのだ。

「行商人が……」

　娘の存在をようやく確認して、ボイスは振ふり返った。

　もともと精せい悍かんな顔付きだが、育ちが良いので気品がある。目鼻立ちもすっきりしていた。

　その顔を見て、娘は頰を染そめる。

　この人には、いつまでも村に居てほしかった。

　しかし、そうはいかないことも熟じゆく知ちしている。

「もしかしたら、ラドゥ・ランテルさまの手の者かもしれません。この辺りも、大分人の出入りが多くなって参りました」

　娘は、ボイスがゆうべ、娘の父である村長に言われたのと、同じ事を口にした。

「そうか……」

　ボイスは頷うなずいた。

「もう、あなたがたに、迷めい惑わくはかけられないな」

「あ……迷惑などと……」

　娘は慌あわてて首を振ふった。

「誰も、そんなことは考えてはおりません」

　娘は、ボイスの側に膝ひざを突いた。

「わたくしだって……」

　娘の唇くちびるが震ふるえる。

「ごめんなさい」

　ボイスは、素直に謝った。

「きみや、村長殿には感謝しています。きみの好意も、心から有あり難がたく……」

　娘は、しまいまで言わせずに激しく首を振った。

「好意だなんて……有り難いだなんて……」

　突然、娘の目から、涙が堰せきを切って溢あふれ出した。

「あ……」

　ボイスはとまどった。どうして娘を泣かせてしまったのか、原因が分からなかったからである。

「どうしたんですか？　わたしは何か、悪いことを言った？」

「いいえ、いいえ」

　娘はもどかし気にまた首を振ふった。

「言ってください。わたしが悪いなら、謝るから」

　娘は、両掌てで顔を覆おおってしまう。

「泣かないで。きみに泣かれると、困ってしまう」

「困って……」

　娘は顔を上げる。

「きみが泣くのを見るのは、辛つらいから……」

「あっ……」

　娘は、ボイスに身を投げかけていた。

「若さま、若さま」

　ボイスは、咄とつ嗟さに娘を受け止めていた。何が何だか分からなかったが、嫌いやな感じはしなかった。

「若さま」

　娘は、ボイスの首に腕を回し、顔じゅうに涙に濡ぬれた唇くちびるを押し付けた。







[image: ]







　やがて、その唇はボイスの唇の上に重なった。

　ボイスは、すがり付く娘の身体からだを抱き締しめていた。




　数日後、ボイスは村を後にした。

　その胸には、無む実じつの罪つみで父を処刑され、母と兄とを殺された怒りと憎しみとが渦うず巻まいていたが、恋にも至らなかった少女との淡い思いは、その後、しばらくの間、寒風吹きすさぶボイスの胸を暖めたのだった。





──完──









影を背負う男








一章　兄と妹






　夏は、この山やま間あいの地では実り豊かな時期だった。標ひよう高こうそのものは未だそれほどではないのだが、四〇〇〇メートル級の山々の屹きつ立りつする中央山さん岳がく地帯だけに、山から吹き下ろす季節風が強く、冬は厳きびしい。

　新イタール公国は、山間にひっそりと在あった。

　中央山岳地帯を水源とする川が村のすぐ近くを流れ、村の周まわりにはいくつもの畑があり、それは段々畑となって山肌を登って行く。

　人々がこの地に定住したのは一二前だった。それから、一面の草地を畑に変え、斜面の木々を伐ばつ採さいして段々畑を造り、同時に羊や山や羊ぎを飼かって少しずつ増やして来た。

　未だ開かい墾こんは続けられなければならない。

　村は貧しい。

　それでも、夏から秋にかけては一息つける時だった。

　森には食べられる木の実や草の実などが山ほどでき、川では魚がいくらでも獲とれる。

　木の実などを採るのは、主に子供たちの仕事だった。

　子供たちは朝から山に入り、時には日暮れ近くまで食料を捜して歩いた。

　もちろん、それは子供たちにとっては、楽しい遊びでもあるのだ。

　公女ラクシも、他の子供たちと一いつ緒しよに森に行き、川での簗やな作づくりを手伝った。むろん、手伝わなければならない訳わけではなかったが、公家の一員であろうとも平等にという、亡なき前大公アルン・アード一三世の方針に、現大公アルン・ハラドもラクシも、そして二人の母も従っているのだ。

　新イタール公国といっても、ここはただの貧しい村以外の何物でもない。貧富の差など作ってはならなかった。それが出来れば、必ず飢うえ死じにする者が現われるだろう。その時、真っ先に参るのは、体力の無い老人や子供なのだ。

　公国の子供たちは、大抵は元気だったが、なかには、生れつき身体の弱い子もいるのだ。

　大公ハラドのように……




　大公ハラドは、公宮の露ろ台だいに置かれた椅い子すに座り、村──公国の様子を眺ながめている。

　公宮は、村の中でも高台の方に建てられていた。公宮といっても、宮殿などと呼ぶべくもないものだったが、村で最も大きな建て物で、公式の場所である広間や会議室、大公の執しつ務む室しつなどのある棟むねと、大公一家の住む棟とに分かれていた。

　公国の人々は全員が畑仕事や開かい墾こんに従事しなければならなかったので、大公一家の世話は女たちが交代でしていた。

　母の前大公妃ひも、一人何もしないでいるのを嫌い、織おり物などをしていたし、ラクシは子供たちと山や川の幸を採とっていた。

　そうした労働をしていないのは、病人と赤ん坊と、そして大公ハラドだけだろう。

　もちろんハラドは公務をしていたが、人口五〇〇人に満たない公国では、大した仕事もない。大公の役割は、あくまでも象徴。人々の心の支えなのだ。

　その上、ハラドは病気がちなので、人々の先に立って開墾などに従事することもできない。

　そのことは、ハラドにとっては苦しいことだった。胸の内の苦しさを、余人に分からせるようなことはなかったが……

　ハラドはいつも落ち着いて、あまり喜き怒ど哀あい楽らくを表さなかった。もの静かで、人の話をよく聞き、優しく丁てい寧ねいな喋り方をした。

　大公ハラド──アルン・ハラド四世は、他のイタールの多くの人々と同じ赤しやく銅どう色いろの肌はだの人種に属しており、髪かみも目も黒だった。髪は癖くせの無い直毛で、艶つややかだ。

　一八歳の大公は、僅わずか一〇歳の時に大公位を継ついでいる。

　細ほそ面おもての繊せん細さいな顔立ちで、目鼻の配分が申し分なく整っている。少々目め尻じりの吊つり上った切れ長の眼は白眼の部分が特に青味を帯びて見えるように白く輝いているので、黒い瞳ひとみが、とりわけ大きく見えた。

　服は、この村で育てている羊から刈り取った毛から作られた毛織りだが、さすがに大公の着る物ということで入念に仕立てられ、女たちが心を込めて美しい刺し繡しゆうをしているので、なかなかに立派なものだった。

　身体からだの弱い大公のために、重くもなく、身体を締しめつけることもないように配慮もされている。

　穏おだやかな午後だった。

　いくら標ひよう高こう一〇〇〇メートル近い山の中とはいえ、緯い度どが低いので真夏にはかなり暑くなる日もある。そして冬は寒い。雪は多くないが、厳げん冬とう期きにはときどき降る。一度積ると、なかなか融とけずに地を覆おおい続けるので、底冷えがますます強くなった。山から吹き下ろす風のため、体感温度は一〇度近く低くなる。ただ、木が豊富なので、暖だん炉ろの火は絶やさずに、いくらでも燃やすことができた。夏から秋にかけては、炭もたっぷりと作っておく。炊すい事じには主に炭を使った。

　もう少し南下すると、南回帰線があるという緯度なのだが……

　この大陸の形成が、遥はるかな太古にどのようにして行われたのかは定かではなかったが、中央山さん岳がく地帯は明らかに、隆起による産物だった。恐らく、二つの巨大な島がぶつかり合って、一つの大陸を形成するに至ったのだろう。火山もいくつかあり、温泉の湧わく場所もある。

　新イタールから少々奥に入った所にも温泉があり、冬場、まだあまり寒さが厳きびしくならないうちに湯とう治じに行く者も少くはなかった。

　主食は大陸独特の丈の少々低い小麦である。穂ほがあまり大きくはならないので、生産性は高くないが、実は充実したものが獲とれた。

　普通はそれでパンを焼く。粥かゆにすることも多い。パンは平たく伸して焼くものと、天火で丸く焼き上げるものがあった。

　もっと南の熱帯に属する地方も、今は小麦を輸入してパンを食べるが、昔は黒米カランというマコモの一種の実や芋いも類を主食にしていたという。




　ハラドは、露ろ台だいで微風を心地良く受けていた。今日はかなり気分がいい。

　心臓と呼吸器の弱いハラドにとって、夏は過ごし易い季節だった。耐え難がたい冬に備そなえるためにも、今のうちに少し体力をつけておかねばならない。

　ハラドは、体調の良い日には散歩をしたり、弓の練習をしたりした。集中力が人並み秀れているので、弓の腕前は本来は名手に近い。

「兄上、兄上っ！」

　元気の良い声に、ハラドは声の主を捜さがした。

　かなり遠い川の近くから、手を振ふりながら駆かけて来るのは、妹のラクシ──公妹アルン・アーダだった。

　ラクシは大公より五つ年下の一三歳である。

　ラクシというのは愛称で、母である前大公妃の出身氏族、ラクシアル氏から取ったものだった。名家の姫君には、母方の氏族に関連のある呼び名が付けられることが多い。

　イタール公アルン家は、大陸でもなかなかの名家だった。

　もっともその公女──正確には公妹のアルン・アーダ──の今の様子は、とても名家の姫君には見えなかったが。

　走って来るラクシは、少年のような服装をしていた。長い黒くろ髪かみを一本のお下げにして背中に垂らしている他は、全く村の少年と変わりない。

　短い服。山歩きで傷を作らないために、厚手の布で覆おおったサンダル。同様の理由で身に着けた、脚あしにピタリと着いたズボン。腰には、下草や枝などを払うための山刀を帯びている。

　この山刀を使ったりはしないが、ラクシは少女ながら、既に剣の腕では、村の少年たちでは歯が立たないほどになっていた。

　残念ながら、ラクシに剣を仕込んだ師のオルボは、去年、新イタール公国を去っていたが……

　この新イタールに入って来る者はほとんど居なかった。逆に出て行った者はこの一〇年で何十人かいる。大抵の者が、イタールの人々のために出稼ぎに赴いたのだが、国を捨てる者も皆かい無むではない。

　出稼ぎに行った者たちは、年に数人ほどの割合いで、金を持って戻って来ていた。諸国の珍らしい話を土産に持ってだ。子供ばかりでなく、大人たちも、そうした話を聞くのを楽しみにしていた。

　オルボもまた、新イタールのために出かけて行ったはずなのだが……




「兄上、兄上……」

　ラクシは、急な坂道を駆かけ登っても、息も切らせてはいなかった。

「ご覧ください。カハリの実が、こんなに一杯」

　走り寄って、ラクシは兄に肩に掛けて来た籠かごを見せた。小ぶりの籠には、緑と茶の中間のような薄い色をした、蔓つる性の植物の実が一杯に詰っていた。甘味が強いので、子供たちが特に喜ぶ果実だ。

「おまえは、誰だれよりも沢山の実や茸きのこを見付けられるようになったね」

　それは兄としては誇りだが、大公としては哀しいことでもあった。大公の妹の身で、このようなことをしなければならない。もっとも、ラクシは十分に楽しんでいるようだったが。

「今日採とりに行かなかった、小さい子たちに分けておやり、わたしと母上の分は、少しでいいからね」

　椅い子すに座ったままハラドは、眩まぶしげに目を細めて妹を見上げる。

　実際に、この妹は眩しかった。

　誰よりも元気で、誰よりもいきいきとしている。まがった事が大嫌いで、感情を隠かくすことのできない性格だった。

　伸びのびと育ったせいか、人を悪く思うこともできない。大公家は公国民じゅうから敬愛されているので、人を疑うことも知らなかった。

　実の兄と妹だから、顔立ちも良く似ていた。

　大きな黒目がちの眼は、目め尻じりが少し吊り上り、いつも輝きを宿していて、感情に従って目まぐるしく変化した。

　眉まゆは細いが、兄同様にほんの少し直線的で上っているので、少年の姿をしていると、本当の少年に見えるのだ。

　どちらにせよ、目を見張るような美少女だった。

「はい、兄上」

　母とこの兄の前では、ラクシはこの上なく素直だった。

　ラクシが父を失なったのは、五歳の時だ。父の記憶は、残念ながらあまりない。だから、この兄の中に父の姿を見るという部分があった。

　もの静かで、ふと大人びた表情を見せるハラドを見ていると、父もきっとこんな風だったのだろうと懐なつかしくなるのだ。

　誰だれよりも美しく、誰よりも思し慮りよ深く、誰よりも優しい。ラクシにとっての兄は、そういう存在だった。

　身体からだの弱い兄が、今日はとても気分が良さそうな様子をしている。それだけで、躍おどり上りたくなるほどに嬉うれしい。

「明日は、わたしも山に連れて行っておくれ。少し山歩きがしたいから」

「はい兄上。でも……」

　ラクシは気遣わしい表情で兄を見る。

「お身体からだは……」

「ここのところ、とても調子が良いんだ。今のうちに、少し身体を鍛きたえておきたい」

「そうですね、兄上」

　ラクシは大きく頷うなずく。

「夏はすぐに終ってしまいますもの」

「そうだね」

　ハラドは、夏の高い空を見上げた。

「夏はすぐに終ってしまう」

　ふと、ラクシは胸を何か鋭いもので突かれるような痛みを覚えていた。氷の針はりでも打ち込まれたような感じだ。

　夏はすぐに終ってしまう。

　この兄は、あといくつの夏を過ごすことができるのだろう。いや、それよりも、兄自身が、いくつもの夏や冬を過ごすことを諦あきらめてはいまいか。

　いくら暖だん炉ろに火を燃やしても、隙すき間ま風は容よう赦しやなく侵しん入にゆうして来る。ここの冬の寒さは、ハラドの身体には厳きびし過ぎた。ハラドは気候の変化についてゆけず、冬になるとすぐに体調を崩くずした。

　束つかの間まの夏……

　ハラドにとっては、人生そのものが束の間の夏ではないのか。

　ラクシは、誰よりも兄が好きだった。この兄のためならば、命すら惜おしみはしないのに……何もしてやれない自分がもどかしい。

「これから剣の稽けい古こか？」

　妹の顔に浮んだ淋さびしさに気付いて、ハラドは話題を変える。ラクシが自分のことを心配しているのは、十分過ぎるほどに分かっていた。

「はい。日課ですから」

　ラクシは微笑ほほえんだ。

　ラクシは、剣の稽古を欠かしたことはない。

　大抵は同年代の少年たちが相手だったが、時には大人の、剣の使い手と言われる者にも稽古をつけてもらっている。

　そうした大人たちも舌を巻くほどの剣捌さばきである。もちろん実戦の経験は無かったが、経験を積めば、飛躍的に伸びるだろうと、剣を教える大人たちは言っている。闘いに対する勘かんの良さは天性のものだ。

　もっとも公女の身で、実戦など経験することになっては困るが……




　ラクシは、厨ちゆう房ぼうに回って籠かごを渡すと、さっそく公宮の下の広場に下りて行った。

　剣の稽けい古こは、いつもこの広場でする。もう少年たちが集っていた。もちろん使うのは、木製の剣で、軽く作られている。木ぼつ剣けんでも、重量のあるものだと、打ち処が悪ければ死に至ることもあるからだ。

　組み稽古でない時は、真剣か真剣と同じ重さの剣で素す振ぶりをする。剣の重さに慣なれるためと、腕の力をつけるためだ。

　ラクシの剣は、師のオルボが工夫した特別のものだった。小こ柄がらな少女の身では腕力も、いくら鍛えたところで、大人の男に及ぶはずはない。そこで、短か目にして少々軽くし、引いても突いても切れるように片刀にしてある。むろん、この剣を用いる独持の戦法も、オルボに叩たたき込まれていた。ラクシは身が軽い。その軽さをとことん利用する戦法である。

　稽古が始まったのは、午後も遅くなってからだった。

　大抵は早朝行われるのだが、今日は年長の少年たちは、元気な少女たちも混まじえて朝から山に入り、カハリの実を捜さがしていたので、早朝の分と夕方の分とを同時にすることになったのだ。

　太陽は既に山々の向うに隠かくれていた。山間の地だ、日が暮くれるのは早い。とはいえ、夏の空は、まだ暗くなりはしなかった。

　ラクシや、何人かの少女を混じえ、稽古は熱心に行われた。

　ラクシもそうだが、特に少年たちは強くなりたいという思いが強かった。

　新イタールは、隠かくれ里ざとのようなものだが、それでもアドリエ王国に対して大きな脅きよう威いを感じているのだ。

　一三年前迄、イタールは北部大砂漠地帯の東端に位置するオアシス都市として繁栄していた。形の上ではアドリエ王国に帰属し、過去に公領として封じられてはいたものの、本質的には完全な独立国であり、アドリエ王国とも良い関係を保っていたのだ。

　しかし、ネモスアデル七世の代になると、その関係は微妙になってゆく。

　庶出の二人の兄を殺害して王位に就ついたネモスアデルの治世は、前半こそ国内統一に苦労したが、国内をうまく纏まとめ上げると、その力を周辺諸国に向けるようになった。

　後に征服王と呼ばれるに至るネモスアデルは、ある国は平和裡りに併へい合ごうし、ある国は徹底的に破は壊かいし尽くしなどして、次第に領土を広げていた。

　これはむろん、単にアドリエ王の野心のみの問題ではない。大陸の他の二大国を睨にらんでの行動なのだ。

　他の二大国──太陽帝国とローダビア公国だ。

　この大陸で、特に力のあるこの二大国が、最近ますますその勢力を強めている。太陽帝国とローダビアは、もともと隣となり合っているので、常に牽けん制せいし合い、鎬しのぎを削けずり合って来た。

　おそらく、大陸再編成の時が来ているのだろう。西のローダビアは、太陽帝国の動きを睨にらんで北──つまり大陸の西側に進出し始めた。

　太陽帝国は太陽帝国で、北東部に領土を広げ始める。未だ境を接してはいないが、その北東部にアドリエ王国があるのだ。

　アドリエも、太陽帝国の北進に抗することのできるだけの力を持たなければならなかった。必要なものは、富だ。豊かな農業生産力と金だ。

　周辺諸国の併へい合ごうは、こうした危機感のもとに始められたのである。

　アドリエは、まず北部、ラトリ山脈の南に位置するマレオ湖のもたらす富を欲し、その周辺諸国、カゼス王国、デン共和国などを併合し、あるいは滅ほろぼした。

　次は、南部──太陽帝国に最も近いラゴンド王国を中心とする国々だ。

　そして、最後に併合しようとしたのが、西の砂漠地帯への玄関口、イタール公国だったのだ。

　イタールが面していた砂漠は、大陸中央の山岳地帯の北に広がる大陸最大の砂漠だ。もちろん、降水量が極端に少いが故に大部分が不毛である。とはいえ、水脈さえあれば人は住めるし、生活様式次し第だいでは、少い水でも生きることが可能だ。順応性の点では、人間は優れた生物といえる。

　そうした人々の住む場所を結んで道が在あり、道を通って人や物資が動く。

　砂漠では、意外なほどに交こう易えきが盛んだった。

　砂漠の奥に在るオアシス都市でも、交易品はある。岩がん塩えんなどは、その代表的な物だ。海岸地帯では、塩は海水から採とるが、内陸部で使用されるものは岩塩だった。他にオアシス特産の干した果実や香料、宝石の採れる場所もある。

　砂漠と言っても、砂山ばかりが続いているのではない。乾かん燥そうのために砂漠化したのだから、山もあれば谷もある。岩石地帯もあるし、多少の降水のあるところは灌かん木ぼく地帯となって、荒れ地に強い動物も生息している。

　イタールは、その砂漠との交易の中心地だったわけだ。

　もちろん、問題が無い訳わけではない。

　砂漠の周辺への侵しん蝕しよくだ。

　もともと、この北部大砂漠は、千年ほど前の大災害の時代以前は、ほとんどが緑の大地で、砂漠はほんの一部にしか無かった。しかし、大災害が終った頃から──いやおそらくその前から、気候、海流などの変化で、少しずつ降水量が減り始め、砂漠は拡大していった。この二、三百年、著いちじるしくなっている。砂漠化が加速したのだ。

　まるるで自然が辻つじ褄つまを合わせるように、南部の降雨量は逆に増え、太陽帝国、ローダビア両国に跨またがる大湿地帯も徐々に広がっている。

　それが、両国の北進の原因のひとつになっているのだ。

　しかし、ローダビアの北には大河アンセルがあり、西部砂漠が広がっている。太陽帝国とは条件がいささか違っていた。

　問題を抱えてはいても、交易はまだまだ盛んで、イタール公国は栄えていた。

　アドリエは砂漠交易を一手に収めるために、イタールを併へい合ごうしようとした。

　そのために、まず継けい嗣しイルアデルと公女ラクシとの婚こん約やくを取り決める。イルアデルは僅わずか二歳、ラクシに至っては、生れたばかりだった。

　婚約は、もちろん併合のための足掛かりである。アドリエ側は、公女の持参金として、イタールのオアシスのひとつを要求して来た。

　そのオアシスは、イタールにとっては最も重要なものだった。都市の外にあり、湧水量も最大で、イタールの人口を支える農業には不可欠だ。

　オアシスを譲り渡すということは、イタールにとっては命を奪うばわれることに等しい。ししかし、武力でアドリエに敵かなう訳もなかった。

　アドリエ軍に包囲されたイタールは、都市の城門を開いた。

　市民の命を救うための、大公アルン・アード一三世の決断であった。

　条件は市民の生命財産を保証すること。イタールを出国する大公の一行の安全を保証することの二点だった。

　交渉は成立した。

　大公一家と、大公を慕したう者たち、そして、アドリエの約束など信用しない者たちが、都ま市ちを出た。

　新天地を求めてのあてのない旅だった。

　アドリエは、表向きは約束を守った。しかしそれはあくまでも表向きに過ぎない。

　市民の財産は掠かすめ盗とられ、美しい娘や少年たちは、アドリエ市への奉仕という名目で、半ば奴ど隷れいとして連れ去られた。異を唱となえるものは粛しゆく清せいされた。

　大公の一行も、様さま々ざまな妨害を受け、何度も盗とう賊ぞくを装ったアドリエ兵や、アドリエに協力する国々の手先に襲しゆう撃げきされた。

　落らく伍ごする者、命を落とす者が続出する。

　ついにこの新イタールに辿たどり着いた時、一行は半数以下の三〇〇人強に減っていた。

　その後、新たに加わる者、生れた者などがいて、今のイタールの人口は五〇〇人近くになっている。




　五〇〇人の人々が豊かに暮らすためには、まだまだ開かい墾こんが必要で、そのためには資金が要いった。

　この新イタールから出て行った者の大半は、その金を工面するのが目的だった。

　旧イタール人の中を回って金を集めたり、なかには自分で商売を始める者もいる。

　だが、そうした人々の苦労にもかかわらず、新イタールにもたらされる金は微々たるものでしかなかった。

　とはいえ、人々は戻って来る者を心待ちにしていたし、子供たちは別の意味で歓迎した。

　そういう者たちは、子供たちの知らない国々の話をいくつも話して聞かせてくれるからだ。




　剣の稽けい古こは、日が暮れるまで続いていた。

　少年たちの姿が、徐々に判別し難にくくなっている。

　大公ハラドは、ふと、広場の向うに目をやった。何か黒い影のようなものが視野に入ったからだった。ハラドにとっては、その姿は見覚えのないものだった。

　人だった。男だろう。

　男は黒っぽい服を着ているようで、夕ゆう闇やみの中では、まるで影そのものが歩いて来るように見えた。

　男は広場に歩いて来る。

　広場に居た者たちも、ほどなくその存在に気付いた。

　大人たちが、武器を手にして駆かけ出して行く。血気盛んな何人かの少年も続いた。むろんラクシもだ。

「ラクシ……」

　ハラドは秀しゆう麗れいな眉根を寄せる。何のために不快を覚えたのかは、分からなかったが。








二章　帰って来た男






　やって来た男──というよりも、帰って来たのは、ギデム・モークという名の三三、四歳のイタール人だった。

　このイタールに人々が定住した翌年に、村から去り、以来行方ゆくえが知れなかったのだが、覚えている者は多かった。

　モークは、ダトリ金貨でズシリと重い金袋と、いくつかの土産みやげ、そして諸国の話を携たずさえて来た。

　人々が料理を持って集り、さっそく公宮で歓迎の宴が催もよおされた。

　ハラドもラクシも、二人の母も出席している。ラクシは、今は公女らしく、美しい女の服を着ていた。

　ハラドのものと同じように、村の女たちが心を込めて縫ぬったものだ。

　大公一家の世話をする女たちは、もとのイタールの女官たちや、貴族の妻や娘たちが多い。

　こうした女たちも、慣なれない開かい墾こん地ちの生活で、どれほどの苦労を味わったことか……しかし、それでも放浪の日々よりは遥はるかにマシだった。

　きちんとした服を着ると、さすがにラクシは気品のある姫君になった。一応公的な場ということで、話し方も変えている。

　前大公妃は、三七、八歳というところで、まだまだ若く美しかった。どれほどの苦労を味わったかは想像に難かたくないのだが、その顔にも態度にも、全く表れるということがない。いかにも大国のお妃きさき然として、おっとりとなよやかだった。

　大公一家が臨りん席せきすると、行政長官を務める、ウェリ・マクマンがモークを大公の前に導いた。

「殿下、ギデム・モークでございます」

「大公殿下」

　マクマンの紹しよう介かいを受けると、モークは跪ひざまずき深く頭を下げた。

「ギデム・モーク」

　ハラドは口を開いた。

「それほど畏かしこまることはない」

　ハラドは、合図してモークに頭を上げさせる。

「この新イタールでは、皆が助け合って暮らしているのだ。なるべく平等にな」

「と……おおせになりましても……」

「わたしは、おまえを覚えている」

　ハラドは言う。

「おまえは、旅の間、度々荷車を引いてくれたな。わたしは疲れると、よく車に乗せてもらったものだった」

　旅の間とは、あの苦しい放浪の日々のことだ。その時、ハラドは五歳か六歳だった。それを覚えているとは、モークばかりでなく、集った人々も感激した。

「おまえがここを出て行った日のことも忘れてはいないが……」

　言いかけて、ハラドはしばし口を噤つぐむと、雲が切れて頭上から光が差し込むように微笑した。新イタール市民を魅み了りようしてやまない微笑だった。

「よく帰って来てくれた」

　ハラドは肘ひじ掛かけに乗せていた右腕を伸ばす。

　モークはその手を両手で押し戴いただき、もう一度跪いた。




「モークは、ずいぶん前に国を出て行ったのでしょう」

　宴うたげが終った後で、ラクシは兄に尋ねる。

　母の居間で、一家が寛くつろいでいる時だった。

　前大公妃、そして現大公の生母の部屋とはいえ、質素なものだ。それでも、石造りの壁には、何枚もの毛織りの壁掛けが下がり、部屋の雰ふん囲い気きを和らげると共に、隙すき間ま風をも防いでいた。

「ここに来て、一年ほど後のことでしたね、母上」

　ハラドが母に確かめる。

「そうでした。もう、一一年も経たつのですねえ、あれから」

　二人の母、アルン・リシラは目を細める。

　その頃は、未だ前大公も健在だったのだ。もっとも、既に積る労苦に徐々に健康を蝕むしばまれていたのだが。

「さっき、兄上はあのモークという者が出て行った日の事を話しかけて、突然お止めになりましたけれど……」

「そのことか……」

　ハラドは母リシラに目を向けた。話すべきかどうかを迷ったのだ。

　宴の後、子供たちはさっそく、モークに、明日外の国々の話をしてもらう約束を取りつけていた。

「誰だれもが、モークは失しつ踪そうしたと思っていたんだよ」

「失踪……どういうことですか？」

「突然、居なくなってしまったからですよ」

　リシラが言う。

「そのことは、ハラド殿のお耳にだけは入れてくださるなと、皆に申し渡しておきましたのにね」

　リシラは、悪戯いたずらを軽く窘たしなめるような目をして、この美び貌ぼうの息子を見た。

「わたしは、誰からも聞いてはおりませんよ」

　ハラドは真ま面じ目めな顔で言う。

「いつの間にか知っていたのです」

　そう言ってから、ハラドは頰ほほを崩くずした。

「一一年前のある日、モークは突然、新イタールから姿を消していた。周まわりの者たちの話を総合してみると、失踪としか思えなかったんだよ」

「どういうことだったのですか？」

　仲間の少年たちの間では、少年たちと全く同じ乱暴な喋しやべり方をするラクシだったが、さすがに母と兄に対しては、大貴族の娘としての態度を崩くずしはしなかった。

「まず、モークはイタールを出たがっているような素そ振ぶりひとつ見せなかったし、置き手紙もなかった。荷物を持って行った形跡もない」

「荷物を……」

　他の、イタールを出て行った人々は、帰るつもりにせよ、また二度と帰ることはないにせよ、旅に備そなえての荷物は持って行った。

　金さえ持っていれば、どこかの町で必要なものを買い整えることはできるが、このイタールの住人に、多額の金を持った者がいるとは思われない。

「それに、モークが失しつ踪そうした夜、モークの家の周りで、叫び声を聞いた者が何人か居るんだ」

「叫び声？」

　ラクシは、可愛かわいい眉まゆを動かした。

「叫び声は、やがて森に消えた」

　ハラドは、感情を混まじえないように淡たん々たんと語る。

「翌朝、森で見知らぬ男の死体が発見され、モークは二度と戻らなかった」

　ハラドは、溜ため息を吐いて、付け加えた。

「今日までは、な」

「では……モークは、その男を殺し……」

　言いかけて、ラクシは口を押える。

「分からない」

　ハラドは首を振ふる。

「詮せん議ぎしたくはないものだ」

「訴え出る者がいなければ、詮議することにはならないでしょう。ハラド殿」

　リシラも、あまり古い事をむし返したくないようだ。

　殺されたのは、見知らぬ者……

「その、死んでいた男とは、誰なのですか？」

「知らなかったのだ。誰も」

　ハラドは言う。

「少くとも、誰も知らないと言ったのだよ」




　森で死んでいた男……それは誰なのか。

　ラクシは知りたいと思った。そう思うと、もう矢も盾も堪たまらない。ラクシは、こっそりと女官たちに訊きいて回った。

　始めはしぶってはいても、女たちも同じ疑問を抱いている。やがて、知っていることをポツリポツリと話し出した。

　男が誰なのか、それは分からなかったが、子供たちの何人かが、二、三日前から森の中をうろついていた男の姿を目もく撃げきしていたこと、人々が警けい戒かいをしていたということは判わかった。

　そして、男の死に方が普通ではなかったこともだ。

　男は、村の者がよく使う山刀でメッタ斬ぎりにされていた。それも、ただのメッタ斬りではないのだと、女の一人が言う。

「ただのメッタ斬りじゃないって、どういうこと？」

　メッタ斬りにも、ただのものとそうでないものがあるとは、ラクシにはちょっと想そう像ぞうできなかった。

「バクタが申しますには、呪まじないの儀ぎ式しきではないかと……」

　バクタは、新イタールただ一人の医者で、呪いもする老人だった。昔は公家づきの医師だったので、腕は良いはずだ。

「呪いの？」

「おそらく、生いけ贄にえにされたのではないかと、バクタは申しておりました」

「生贄……」

　さすがに、ラクシの頰ほおも引き攣つった。

「死体は、呪まじない師の装しよう束ぞくをしておりましたそうですが……」

　女はさすがに言い淀よどんだが、聞き始めたら最後まで話させずにはおかないラクシの性格だ、すぐに心を決めて話を続けた。

「なんでも、目玉を抉り、舌を抜いてあったのだそうでございます」

「なんで呪い師が……」

　ラクシが両肩を上げたのは、背筋に悪お寒かんを覚えたためだった。

「邪じや霊れいを鎮しずめるためだそうでございます。呪いに失敗した時、そのままにしておくと、集った邪霊たちが何を仕出かすか分からないので、ヘマをした呪い師を逆に邪霊の生贄にするのだとか……」

　戦せん慄りつすべき話だった。リシラが子供たちの耳に入れたくなかった訳わけがよく分かる。

「でも……」

　と、ラクシは考える。

　なぜ呪い師がこの新イタールにやって来たのか。

　何のために？

　誰だれを呪のろおうというのか……

　父のアルン・アード一三世が亡くなったのは、八年前だ。呪いには関係はないと思うのだが……

　その日に失しつ踪そうしたモークなら、知っているのではないか、少くとも、何か目撃したからこそ行方ゆくえを眩くらましたのではないか。

　しかし、今になって、何故戻もどって来たのか。

　それを考えた時、ラクシはこの平和な谷が暗雲に覆おおわれるような突然の暗さを、まざまざと感じていた。




　モークを告発する者は居なかったが、ウェリ・マクマンを始め、主だった者たちが、モークに真相を質ただそうと言い出した。

　ハラドも真相を知りたくはあったが、どこか心の隅すみで、それを止める声が聞こえるので、しばし迷った。

　しかし、モークは戻って来たのだ。

　放っておくことはできない。

　翌日の午後、ハラドは改めてモークを公宮に呼んだ。

　大公の執しつ務む室しつには、ハラドを始め、旧イタールの重臣たちが集っていた。

　ハラドは執務用の机の前にいつものように座り、他の者たちは立っていた。入って来たモークは、部屋の中央辺あたりに立つように指示された。

「呼び立てて、済すまなかった」

　ハラドはモークに言う。

「やっと故郷に戻もどって来たのだ。しばらくゆっくりさせてやりたいのだが……」

　ハラドは、自分の言葉に苦笑した。この新イタールを故郷だと思っている人間が、いったい何人居ることか。

「おまえに聞きたいことがある。今日の用件はそれだけだ」

「はい……」

　モークはハラドに向って深く頭を下げてから、重臣たちを見回した。

「覚かく悟ごはしておりました。始めは、イタールに入ることすら許されぬのではないかとさえ思っておりましたので、昨夜の宴うたげは望外の喜びでございました」

　モークは、爽さわやかにそう言い切った。

「もとより、あの夜のことは、何もかも包み隠かくさずにお話し申し上げるつもりでございます」

「そうか、よく言ってくれた」

　ハラドは頷うなずいた。

「では、尋ねる」

　ウェリ・マクマンが質問を始めた。

「あの夜、おまえは何を見た？」

「あの夜から、数日前のことになります」

　モークは語り始める。

「わたくしが、一人で森で仕事をしていますと、あの男に会ったのです」

「うむ」

　マクマンは頷く。何日か前から男が森をウロついていたのは、何人もに目もく撃げきされていることを覚えていたからだ。

「向うから近付いて来ました」

「向うから……とな」

　他の者の場合は、姿を見られたと知ると、慌てて身を隠かくしたというのだが。

「あの男は愛あい想そう良く近付いて来ました。旅の呪まじない師で、ある薬草を捜さがしているのだと言いました」

　呪い師が薬草を捜すことは、決して珍らしいことではない。呪いには様さま々ざまな香こうを用いるが、香に使う植物には薬用効果の高いものが多く、呪い師は呪医も兼ねることから、薬草の知識は必ず身に付けるのだ。

　他ひ人とから買う場合もあるが、大抵の場合、呪い師は必要な薬草は自分で捜して来て、調合する。

　その時、男は呪い師独特の装しよう束ぞくではなかった。顔がん料りようで顔に文もん様ようを描き、髪かみの半分を編んで羽根を付けるというのは、いわば営業用の姿で、呪い師がいつもその恰好をしている訳ではない。

「呪い師は、わたくしに金が欲しくはないかと持ちかけてきました」

　モークは言う。

「自分は特別な薬草を捜している。手伝えば金をやる。そう言うのです」

「特別な薬草とは、何を捜していたのだね」

　尋ねたのは、医師のバクタだった。

　マクマンは五〇前後、バクタはもう七〇近いはずだ。マクマンはなかなかに背が高く骨太の体型だったが、バクタは小こ柄がらで瘦やせている。モークは背が高く、針はり金がねのように細かった。皆、大公と同じように、赤しやく銅どう色いろ系の肌はだをしている。

「よくは分かりません。その時は見本を渡され、同じものを捜すようにと言われましたが、結局のところ……」

「結局のところ？」

　マクマンが繰くり返す」。

「それは口こう実じつだったのです」

　モークは瘦やせているだけではなく、顔も蒼あお白じろく肌がこけていた。かといって、身体からだの具合が悪いというのではなさそうだ。

　一一年前──若かった頃のモークは、もっとはつらつとした好青年だったというが。

　公国の女たちは、よほど苦労をしたせいだろうと、同情していた。

「あの呪まじない師は、わたくしを生いけ贄にえに選んだのです」

「生贄……とな」

　その言葉の凶々しさに、部屋じゅうがざわめいた。

「呪じゆ詛そのため、邪じや霊れいに捧ささげようとしたのです」

「呪詛……」

「いったい誰を……」

「まさか、先の大公殿下を……」

　重臣たちは、口々に言い合った。

「お父君をでございます」

　モークは、ハラドに向って言った。

「やはり……な」

　ハラドは、驚おどろきはしない。

　アルン・アード一三世は、旧イタール国民だけでなく、近隣諸国民の間でも声望が高い。もしも、アドリエに併へい合ごうされた国々がアドリエに叛はん旗きを翻ひるがえすことになった場合、アルン・アードが担かつぎ出される公算は大きかった。

　だからこそアドリエは、あの一年の放浪の時にも、何度となく刺し客かくを送って来たのだ。

「それで……」

　ハラドは静かにモークに尋ねる。

「おまえはいつ、その事に気付いたのだ」

「前夜のことでございました」

「どうして気付いた？」

「呪い師に薬を吞まされたからでございます」

「どういう薬を吞まされたのだ」

　ハラドの質問は矢継ぎ早なのだが、もの静かな雰ふん囲い気きと、ゆっくりとした口く調ちようのせいで、誰もそういう感じを抱かなかった。

　話し方も、あくまでも上品で優しい。

「催さい眠みん薬やくとでも申すのでしょうか。それを吞のむと、暗示にかかり易くなるようでございます」

「そして、暗示にかけられたのか」

「そのようでございます」

「そのよう……とは、どういう事だ」

　マクマンの口調には、怒りの色があった。重臣たちは皆、心からアルン・アードを敬愛していたからだ。

「当日の事を、ほとんど覚えていないのでございます」

「暗示にかけられていたとしたら、それも不ふ思し議ぎではございませんな」

　バクタが口を挟はさんだ。

「呪いでは、ときどき使われます」

「ほとんど、とおまえは今言ったな」

　ハラドの問いは続く。

「はい、夕方から、わたくしは正気を取り戻したからでございます」

　ハラドの聞いた話では、モークは失しつ踪そうした当日も、普ふ段だんとまるで変わらなかったという。

「ご存知とは思いますが、あの頃、わたくしは母と二人暮らしでございました」

「おまえの母は、おまえが居なくなって三年後に亡くなったのだったな」

　ハラドは、公国住民のことは、ほとんど覚えていた。記憶力が良いせいもあるが、いつも心に留とどめているからだ。

「はい」

　言われて、モークは我知らず頭を下げていた。誰でも、こうしたことを覚えていてもらうのは嬉うれしい。

「母のことは、昨日初めて知りました。わたくしが正気を取り戻もどせましたのも、母のおかげなのでございます」

「おまえの、母の……」

「それが、母の愛と申すものでございましょう」

　モークは言う。

「母だけが、わたくしの異い常じようを感じ取ったのです」

「なるほど」

　マクマンが頷うなずいた。

「しかし、おまえの母は、何も言わずに死んでしまったぞ」

「モークの不利になるようなことは、言えなかったのだろう」

　ハラドは言ってやった。

「おまえの母が、おまえを正気づかせたのだな」

「はい」

　モークは胸に手を当て、頭を下げた。

「母は、わたくしの手に傷を付けました。その痛みで、わたくしは危あやういところで救われたのです」

「生いけ贄にえにされることからか」

「はい。わたくしは、家を出、森に行こうとしていたのだそうです。母は直感でわたくしの危機を覚ったのでございます」

「なるほど……母とは、ありがたいものだな」

「はい」

　モークはしばらく俯うつむいた。

「しかし、せっかく催さい眠みんが解けたというのに、どうしてあのような仕儀になったのだ」

　マクマンが訊きく。それは、皆が抱いている疑問だろう。

「向うは、すぐに次の手を打って来たのでございます」

「次の手とな……」

「呪まじないです」

　モークは、顔色も変えずに言う。

「呪い師は、邪じや霊れいを呼んで、わたくしを森に無理に連つれて行かせたのでございます」

「呪い師は、霊ハラン使いだったのだな」

　バクタが問う。

　呪いには、霊ハランを使うものと精霊ストラを使うものの二種類がある。双方を同時に扱あつかえる者は、魔ま術じゆつ師しクラスだ。

　特に霊を使う者を霊ハラン使いという。

　霊を操あやつるか精霊かということは、生れつきの能力で決まる。もちろん、どちらかの能力が無ければ呪い師にはなれない。にせの呪い師の多いのが世間というものだが。

　バクタは、モークを襲おそった呪い師が、霊を使う者だと言っている訳わけだ。

「あの夜、わしは霊の気配を感じたが……」

　バクタは苦々しく唇くちびるを歪ゆがめる。

「わしにはたいして呪じゆ力りよくがない」

　霊や精霊を操る力を呪力と呼ぶ。神しん殿でん──特に太ア陽ト、月トバ、星セイタの三神殿では、その力を霊れい視しの力と言うならわしだった。

「それで、おまえは森に行くことになったのだな」

　マクマンが、話の先を促うながす。

「はい。もちろん、母も金かな縛しばりを受け、止めることができませんでした。しかし、母は、咄とつ嗟さにわたくしの手に山刀を握にぎらせてくれました」

　それが、呪まじない師を殺すことになる山刀だ。

　モークの母は確認を拒こばんだが、呪い師の死体の近くに落ちていた山刀は、モークのものに違いないと、誰だれもが思っていた。村の山刀は、モークのもの以外は一刀も失なわれてはいない。

「山刀と手の傷……それがわたくしの命を救ったのでございます」

「確かに……母の愛の力だな」

　ハラドは、身み振ぶりで話を続けさせた。

「わたくしは自由を失なったまま森の呪い師のところに参りました。呪い師は、わたくしを地面に横たえ生いけ贄にえにしようとしましたが、手の傷の痛みで、ほんの少しだけ山刀を持った手を動かせましたので、地面に描かれた文もん様ようのようなものをいくつか消しました」

「うむ。聖せい霊れい文も字じを消したのか」

　バクタが呟つぶやく。

「それが、最善の方法だ」

「わたしは身体からだの自由を取り戻もどしたので、起き上って、地面の上の文様を刀で何度も切りました。すると、不ふ思し議ぎなことが起こったのです」

　黙って聞いていた者たちも、さすがに固唾かたずを吞のむ。

「わたくしが文様を切る度に、呪まじない師は悲鳴をあげるのです。見ると呪い師の身体は、まるでわたしに斬きられたように傷だらけになり、血にまみれていました」

「むう……結果として、呪のろいの返しになったのだな」

　バクタが言った。

「呪いの返しとは、なんです？」

　ハラドがバクタに尋ねる。

「普ふ通つうは、呪われた者が、逆にその呪いの力を呪のろった呪い師に送り返すものなのでございます」

　バクタは、ハラドだけでなく、皆に説明する。

「今のモークの話の通りですと、お父君のもとに送られるはずだった呪いの霊たちが、聖霊文字が壊こわされたことによって目標を失ない、怒って呪い師を襲おそったのでしょう」

　バクタは続ける。

「呪じゆ殺さつのために使し役えきするような霊は、まさに邪じや霊れいと呼ぶにふさわしい、忌いむべきものらでございますから」

「わたくしは、呪い師の姿を見て、急に恐ろしくなり、逃げました」

　モークが先を続ける。

「あとのことは、よく覚えてはおりませんが、我に帰ると、もうイタールには戻もどれないと思いました」

「どうしてだ？」

　ハラドの口く調ちようは少しも変わらない。

「わたしは、あの呪い師に協力していた訳ですし、わたしが、あの男を殺したと思われると……」

「しかし、結果的には、おまえが前大公殿下をお救い申し上げたということになるではないか」

　マクマンが言う。

「しかも、あの男は他よ所そ者もの……」

「怖こわかったのです。森の中には未だあの恐ろしい霊が残っていて、戻ればきっと殺されると……そんな気がいたしました。幸い、金かねはあの男に薬草を渡した時に、少しもらっていましたので」

「おまえには、霊や精霊が見えるのか？」

「はい……殿下……ほんの少しだけ……」

　突然のハラドの問いに、モークは、躊ちゆう躇ちよしながら、そう答えた。




「マクマン、あなたは、モークの言うことを信じますか？」

　モークと、集った重臣たちが退さがる時、ハラドはマクマンとバクタだけを残らせた。

　マクマンは宰さい相しようであり、バクタは主しゆ治じ医いで、呪じゆ術じゆつのことをよく知っている。

　二人は、ハラドにとっては師のようなものでもあった。それ故に、ハラドは公の席以外では、年長者に対する敬意を表し、こういう喋しやべり方をする。

「辻つじ褄つまは合っているようですが……殿下」

　マクマンは眉まゆを顰しかめながら首を振ふった。

「いまひとつ納なつ得とくしかねます」

　それは、集った者全員の感想だろう。

「一一年も姿を消していた者が、なぜ、今頃帰って来たか……ですね」

　マクマンとバクタは同時に頷うなずいた。

「でも、誰も告発はしないでしょうね」

「必要とあれば、わたくしがいたしますが……殿下」

　マクマンが言う。

「何の罪ざい状じようで、ですか？」

　そう言われて、マクマンはハタと考え込こんでしまった。

　呪い師を死に至らしめた罪か。突然失しつ踪そうしてしまった罪か……

「とりあえず、様子を見ることにしましょう」

　ハラドは言った。

「今は、モークを暖かく迎えようではありませんか」

「それしか、ございませんね。今のところは」

　マクマンも、仕方なく同意した。

「ときに、マクマン」

　ハラドは尋ねる。

「当時の記録は残っていますか？」

「はい。行政室の収しゆう納のう庫こにあると存じます」

「誰だれかに出させてください。わたしも、一度目を通しておく必要があるかもしれません」

「かしこまりました、殿下」

「それから、バクタ、あなたにもひとつお願いがあります」

　ハラドは、二人に既に椅い子すを勧すすめている。

　二人は、執しつ務む用の机の向いに座っていた。

「何でございましょう、殿下」

「あなたには、それとなくモークの様子を見ていていただきたいのです」

「モークの……」

　しばらくハラドの眉や唇の形の柔らかい、美しい顔を覗のぞき込んでいたバクタは、その意図するところを理解したようだった。

「かしこまりました、殿下」

　バクタは胸に手を当てて言った。

「力の及びます限り……」

「それほど大おお袈げ裟さなことでもないでしょう」

　ハラドは微笑した。

「きっと、何も起こりはしませんよ」

　そう言ってから、ハラドは付け加える。

「それを祈りましょう」








三章　見えざる手






　モークが執しつ務む室しつで話したことのあらましは、すぐにラクシの耳にも入った。

　ラクシは、感心さえしたものだ。

「それじゃ、モークは、自分ではよく分からずに、父上のお命を救ったことになるんだね」

「皆はそう申しておりますわ」

　もと女官で、ラクシの乳う母ばのような存在のロニネという女が言った。日頃、ラクシが少年のようにふるまうばかりか、庶しよ民みんの男の子のような言葉を使うのが気に入らないので、窘たしなめてばかりいる。

　ラクシは平気で聞き流した。ロニネの愛あい情じようは、よく分かっている。

「ラクシさま」

　ロニネは、部屋を出て行こうとするラクシを留とどめる。

「また剣の御お稽けい古こでございますか？」

　今日も朝から稽古があるのだ。朝食はその後ということになる。

「もちろんさ」

「ラクシさま……」

　ロニネは、ラクシを非難の目で見た。

「たまには、もっと姫君らしいことをなさってくださいませ」

「姫君らしいことって、何さ」

　ラクシは、わざと意地が悪そうに尋ねる。

「ですから……縫ぬいものや刺し繡しゆう、それに音楽などでございますよ。それに、お母君のように織おり物ものなども、あそばしてはいかがでしょう」

「やなこった」

　ラクシは言い放った。

「わたしが、母上と兄上をお守りするんだから。いつアドリエに攻められたっていいようにね」

　ラクシは、音をたててドアを閉め、出て行った。

「ああ……」

　ロニネは顔を覆おおう。

「いつもながら、お元気なこと」

　もう一人の女官が言った。

「お元気なのはいいのですが」

　ロニネは溜ため息を抑おさえられなかった。

「あのお元気の半分でも、大公殿下に分けて差し上げることができたら……」




「兄上、難むずかしいお顔で、何を読んでおいでになるのです」

　朝食の後、ラクシは捜さがしていた兄を、執しつ務む室しつで見付けた。

　ハラドは机の上に、巻いた羊よう皮ひ紙しの書類を広げていた。

「調べものをしているんだよ」

　ラクシの声に、ハラドはようやく妹が来たことに気付き、顔を上げる。

「モークは、約束を守ったかい？」

　約束とは、子供たちに、外国での見聞などを話してやることだ。もちろん、聞きたがっているのは、子供ばかりではない。大人にとっても、貴重な情報源なのだ。

「兄上……ひとつお尋ねしたいことがあるのですが」

　ハラドの質問に答えることも忘れて、ラクシは何か考えながら切り出した。ラクシにしては珍らしい。

「一一年前、父上のお命を狙ねらいにやって来たのは、アドリエの回し者なのですか？　ということは、ここの存在は、もうアドリエに知られているのでしょうか」

「当然だろう」

　ハラドは、微笑したままで答えた。

「アドリエほどの大国だ。広く緻ち密みつに情報網もうを張はり巡めぐらせている。おそらく、旧イタールから共にここまで辿り着いた者の中にも、内通者はいたはずだよ」

「兄上、そんなことっ！」

　一年以上の長きに渡って、辛しん酸さんを共に舐めた仲間を疑うなど、ラクシには考えられないことだった。いや、疑っては冒ぼう瀆とくではないか。ラクシの頰ほおに血が昇った。

「そんな、ひどい……」

「おまえは、それでいい」

　ハラドは、目の前に立つ、少年の姿をした美少女に、限り無く優しい目差しを向けた。

「おまえは、この里に居る限り、ひとを疑わなくていいのだよ」

「兄上……」

　このとき、ラクシはようやく気付いた。

　心こころ優やさしいハラドにとって、苦労を共にする仲間をも疑わねばならない立場というものが、どれほど辛つらいものか。

「もちろん、今、ここに裏切り者などはいない。わたしは、そう信じている」

　ハラドの微笑が、今になって哀しいものに思われ、ラクシは胸に痛みを感じた。

「モークも？」

「モークもそうだと信じよう」

　ハラドは付け加えた。

「少くとも、あのモークが本来のモークなら」

　いつものラクシなら、ここで再び、なぜと問いかけるところなのだが、今はもっと大きな問題が心を占めていた。

「アドリエがここのことを知っているとしたら……兄上」

　ラクシは心に浮んだことを、そのまま口にする。それは、ハラドにとっては心和なごむことだった。

「アドリエは、いつかここを攻めて来るでしょうか」

「正規軍を派は遣けんするということは、まずないだろう。よほどのことがない限りはね」

「よほどのこと？」

「ここが、アドリエ反乱軍の拠きよ点てんになるとか……そういう場合だけだ。なにしろ、遠いからね」

　アドリエ正規軍の行軍能力から考えても、ここまで辿たどり着くのに、ゆうに三か月はかかるはずだ。しかも、大人数で砂漠を横おう断だんするのは、小回りがきかないだけに困難だ。

「でも……正規軍以外なら……」

「寄よ来こさないとは言い切れないが……今は、どうかな」

　ハラドの笑いは、自じ嘲ちように近い。

「わたしは、このとおりだし、新イタールは未だ貧しさのどん底で喘あえいでいる」

　ハラドは真顔になって言った。

「今のイタールは、アドリエにとっては、潰つぶすだけの価値もないはずだ。芽のうちに摘つみ取ってしまおうというのなら、別だけれどね」




　結果的にモークが殺すことになった呪まじない師は、やはりアドリエの手先なのだろうか。アドリエは、いずれハラドに魔ま手しゆを伸して来るのだろうか。

　様さま々ざまな考えが脳のう裏りを横切ったが、ラクシには、もう何も言うことができなかった。

　この兄に、これ以上の心労の種を与えたくはない、心臓の弱い兄には、心配を掛けることだけで悪い結果を招きかねないのだ。

〝兄上は、わたしがお守りするんだわ〟

　一三歳のラクシは一人決心していた。

〝誰にも、手出しなんかさせない〟

　ラクシの兄への愛には、五歳の時に失なった父への慕ぼ情じようや憧あこがれも加わって、恋心にも近いものがあったかもしれない。

　もちろん、正常な範囲の愛情だ。

　そうした目で見ると、やはりモークは油ゆ断だんのならない存在だった。せっかくイタールに帰って来たというのに、疑っては済まないとは思うのだが、ハラドのためには、ここで気を引き締しめなければならない。

　ラクシは、証しよう拠こを捜さがそうと思った。

　しかし、ラクシが捜すと、それは有ゆう罪ざいの証拠ではなく、無む罪ざいの証拠となった。




「モークは、変わったと思う？」

　モークを知るという、何人かの女たちに訊きいてみる。もちろん、一一年前のモークと親しかった人々だ。

「それは……変わりましたよ」

　新イタールが作られてから、モーク親子と近所付き合いをしていたという女が言った。

「一〇年も経たてば、人は変わりますわ」

「どう変わったの？」

　一三歳の少女には、一〇年などという年月は、非現実的なものとしか感じられない。

「昔は、モークは人気者でしたわ。明るくて……率そつ直ちよくで」

「ふうん……」

　明るい人気者という姿は、今のモークからは、ちょっと想そう像ぞうができない。

「でも、一〇年も苦労をすれば、そのぐらい当り前でございますよ」

「ふうん……」

「母親も亡なくなってしまった訳わけですしね。でも、大公殿下は本当にお優しい方……」

　ハラドは、イタールの女たちには、ほんの子供から老人にまで、絶大な人気がある。

「殿下は、モークを暖かく迎えるようにと、おっしゃったのですよね。モークも喜んでおりましたわ」




「殿下……すこしお疲れの御ご様よう子すですね」

　目覚めてすぐ、バクタの診しん察さつを受けるのが、ハラドの朝の日課だった。

「弓の御お稽けい古こを、熱心にあそばしているとか」

「今のうちに、少し鍛きたえておこうと思ったのですよ、バクタ」

「確かに、弓はまず呼吸を整えるので、お身体からだにも良いと、お勧すすめ申し上げたのは、わたくしめでございます」

　しばらく黙って脈を取ってから、バクタは続ける。ハラドは、ベッドの上に起き上っていた。

「しかし、何事も過ぎてはいけません。その日の御体調を、よくお考えになりながらでなくては」

「バクタの戒いましめ、よく分かっているつもりなのですが」

　ハラドは、困ったような顔で、バクタを見上げた。その表情の透明な輝きが、バクタを魅み了りようすると共に、胸中に一抹の不安を抱かせた。

「ときどき、夢中になってしまって……」

「お側の者は、誰もお止めしないのですか」

「もちろん、止めてはくれるのです」

　ハラドは、周りの者を庇かばう。

「それでも、もう少し、もう少しとやっているうちにね」

　バクタは溜ため息を吐いてから言う。

「それでは、何の役にもたたない。これからは、このバクタが、立ち合わせていただきます」

「あなたが……」

　ハラドは、わざと渋じゆう面めんを作って見せてから、弾はじかれるように、その表情を笑顔へと移した。

「困りましたね」

「困りはいたしません」

　バクタは、こればかりは譲ゆずる気はない。

「今日から、さっそく」

「モークは、どうですか？」

　ハラドは、意識的に話題を変える。始めから話したかったことでもあった。

「変わったことは、ありませんか」

　モークが戻って来てから、十日以上が過ぎようとしていた。

　大陸の暦こよみは基本的には太陽暦れきだったが、月の満ち欠けの方が分かり易いことから、人々の生活のベースには、太陰暦が用いられた。

　つまり、月が姿を現わす日が一日。月の無くなる新月が三み十そ日かという訳で、誤ご差さは太陽暦に従ってバランスを取る。その調整をするのが、大たい抵ていの国では星神しん殿でんで、アドリエ王国では暦こよみ司つかさ処どころなのだった。

　セイタ神殿では、太陽や月ばかりでなく、火星、金星、シリウスなど、様々な天体の観測を行っている。

　古代──超古代のこの大陸の人々は、正確な東西南北の他に磁北も割り出すことができ、太陽神殿は、冬至の日の翌日、つまり、大陸歴の一月一日に昇る太陽が、最初に神殿の正面に作られた、オリハ・リコン──プラチナ製の太陽を型取った円盤を照らすように設計されているものだった。

「モークが戻もどったのは、ちょうど十五夜の日でしたね」

「そうでした。あの夜は、良い月が出ておりました」

「新月まで、あと三日……」

　ハラドは呟いてから、質問を続ける。

「モークは、昔、母親と住んでいた家に居るのですね」

「さようでございます。大分荒れ果てておりましたのを、里の者たちが、総出で修理してやりました」

「畑はどうしました？」

「古いものは、もう分配してしまいましたので、今切り拓ひらいている開かい墾こん地ちを分けようと、大臣たちは申しております」

　新イタールでは、一応個人がそれぞれの畑を所有し耕たがやすが、作物は一度政府に集められ、年令、性別、体重などに応じて、平等に分配された。もちろん、これは、余よ剰じよう生産の出る迄までの過渡期のみの取り決めだ。今の状じよう況きようでは、そうしないと飢が死し者しやの出る恐れがある。当然ながら、少しでも余るものがあれば、国の食料倉庫に収蔵された。

　どちらにせよ、モークはかなりの金を持って来たので、その金で、他よ処そから買って来る穀こく物もつを、必要なだけ与えられる。羊や山や羊ぎの乳や乳製品、山や川で取れた様さま々ざまな食料、それに毛布や服も分配される。

「モークは、子供たちに慕したわれているのでしょうね」

　このハラドの質問は、バクタに答えることを一瞬躊ちゆう躇ちよさせるものだった。

「なんと申し上げたらいいのでしょうか」

　バクタは言い淀む。

「子供たちは、異国の話を聞きたくて、モークのところに集るのですが……」

「何かあるのですか？」

「話が終らないうちから、子供たちはソワソワして、帰りたそうな様よう子すを見せるのだそうでございます。特に、小さな子供がそうらしゅうございます」

「年長の子や、大人は平気なのですか？」

「大抵の子は平気なようです。たぶん……」

　バクタは慎しん重ちように言葉を選んだ。

「あの男の身体からだに染み付いた、影のようなものを嫌いやがっているのでしょう」

「影か……」

　ハラドは言う。

「確かに少し陰気だが、わたしには、それほどとは思われない」

「子供は、勘かんが良いものでございます」

　そう言ってから、バクタは慌あわてて補足した。

「そして、何事も大おお袈げ裟さに受け取るものでございますから」




　ラクシも、モークの話を聞きに何度か足を運んでいた。

　モークは、アドリエを始めとして、様々な国を回っており、子供たちの興きよう味みの種は尽きない。しかし新月を間近に控ひかえるようになると、話を聞きに来る子供たちの数は目に見えて減っていた。

　小さい子は飽あきっぽいから。

　大人たちはそう言って、あまり気には留とめなかった。大人たちの数は、逆に増えている。




「ねえ、マイカ、モークの話を聞きに行かないの？」

　翌よく日じつ、ラクシは、モークの家に行かなくなった子供の一人に尋ねてみた。七歳の、活発な少年だ。

「モークの話……」

　くりくりと大きな目をした少年の顔が、突然曇った。

「前はモークの家に行ってたじゃないか」

「だって、屋根にカラスが止っていたんだもん」

　マイカの答えは、意外なものだった。

「カラスが……？」

　カラスぐらい、どこの屋根にも止る。大陸のカラスは、東の大陸のものよりは少々小型だった。

「真夜中にね、七羽も八羽も、ズラッと並んで止っていたんだって」

「真夜中に……」

　ラクシは眉まゆを顰しかめた。

　想そう像ぞうするだけで、不ぶ気き味みだ。カラスは、夜は寝ぐらに帰るものではないか。

「誰だれが見たの？　マイカ」

「よくは知らないの、ラクシさま。でも、何人も見たって……」

　ただの噂うわさだろうかと、ラクシは思う。

　小さい子供が噂に踊おどらされることは、よくあることだ。

「それで、モークのところに行かないの？　前はあんなに、話を聞くのを楽しみにしていたのに」

「今だって、話は聞きたいんだけど……」

　少年は大きな黒い瞳ひとみで、ラクシを見上げた。

　心の内を隠かくすことのできないその眼には、不安の翳かげがはっきりと読み取れた。元気なふっくらとした丸顔の少年だが、その輪りん郭かくは繊せん細さいだ。

「ラキンナが言うの。あのおじさん、影が黒いって」

　少年は、声を潜ひそめた。

「影が黒いのは、当り前じゃないか」

　ラクシは、少年の気を引き立てるためにも軽く笑ってみせた。

「ちがうの……ラキンナが言う影っていうのは……」

　少年はしばらく口ごもった。

　ラキンナというのは、少年より一つか二つ年上の幼な馴な染じみの少女だ。もちろん、この里の子供たちは皆、一いつ緒しよに育つのだから誰もが幼な馴染みだが。二人は、親同士が仲が良いので、一緒に遊ぶことが多かった。

「影っていうのは、あのおじさんの周まわりを、いつも影みたいなものが包んでるんだって」

「影のようなものが、いつもモークを包んでいるの？」

　ラクシは、いつの間にか背筋辺りの皮膚が粟あわを生じているのに気付いた。

　ラキンナは、小さい時から、勘かんの鋭するどい子だ。

「ラキンナだけじゃないんだよ。テスラも、カンティムも、なんか、モヤモヤしたものが見えるって……だから……」

　マイカはほとんど聞き取れないほどの声で囁ささやいた。

「怖いの。ぼくたち」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ラクシは、少年の肩を抱いてやった。

「きっと、なんでもないことなんだから」

　ラクシの腕の中で、マイカの肩が震ふるえていた。




　モークの家の屋根に、深夜、何羽ものカラスが止っている。

　ラクシはマイカの話を信じたので、その夜密ひそかに公宮を抜け出して、モークの家に向った。

　自分の目で確かめたかったのだ。

　ラクシには、霊や精霊そしてオーラを視みる力も感じ取る力も無い。だが、カラスなら肉眼で見えるはずだ。

　かなり細いが、まだ月もある。星もある。

　あと二日で新月だ。

　月の光が薄い分、天そ空らは輝きを強めた星で埋うまっていた。

　夏とはいえ、山の中だ。夜はかなり冷え込む。ラクシは着て来た外がい套とうの衿えり元もとを搔かき寄せた。

　モークの家の屋根に、深夜カラスが止る。

　それが何だというのか。

　意味もまだ知らずに来てしまった。

　単なる子供たちの間だけの噂うわさかどうか確かめてから、バクタに問うつもりだ。

　モークの家は、里の中心部からは少し外れた、森に近い一角にあった。一いつ軒けん家やではなかったが、隣となりの家との距離は少しある。

　周りの家々も、そしてモークの家も、既に明りを消していた。

　始め、モークの家の屋根に動くものの姿は認められなかった。ただ、他の家の屋根よりは、大分厚いように思われた。

　ラクシは慎しん重ちように近付く。

　気配を感じた。

　人ではないが、生きものの気配だ。

　ラクシは、周りを見回した。

　見られている。そんな気がする。それも、人ではないものに。

　村に何頭かいる犬ではない。もちろん、犬は男たちが狩りをする時に必要不可欠な同伴者パートナーだ。森から出て来た狐や猪いのししでもないだろう。

　おのずと、ラクシの目はモークの家の屋根に戻った。

　ザ……

　屋根の上で、ざわめくような気配があった。

　屋根の表面が、さざ波立つように動いた。

　ザザッ……

「あ……」

　ラクシは叫びかけて、口を押える。

「あれは……」

　モークの家の屋根が、本当に動いているのだ。

　黒い波が立っているのだ。

　屋根がぶ厚く見えた訳わけ、それが、今やっと分かった。

　カラスだ。

　モークの家の屋根一面にびっしりとカラスが止っていたのだ。おそらく、数十羽ではきかないカラスが……

「あ……」

　ラクシは後あと退ずさった。

　今、カラス共が動いたのは、一いつ斉せいに自分の方に顔を向けたせいだということに気付いたからだった。

　ラクシは、夜には見えないはずのカラスどもの視線を感じながら、ジワリジワリと後退した。

　視みられている……

　確かに視られている。

　ラクシは身を翻ひるがえし、足速にこの場を去った。




　兄に話すべきだろうか。

　ラクシは迷った。

　やはり、モークには何かあるのだ。

　何か凶々まがまがしいものが……

　それとも、その何かはモークを狙ねらっているのだろうか。

　モークだとしたら、何故に……

　公宮に戻もどってみると、寝静まっていたはずが、なぜか雰ふん囲い気きが慌あわただしかった。

「母上……」

　廊ろう下かで燭しよく台だいを持った母を見付け、駆かけ寄る。

「何かあったのですか？」

「たいしたことではありませんよ」

　ラクシを安心させるための微笑は、自らの不安を隠かくすためのものでもあった。

「ハラド殿の御ご様よう子すが少々悪いようなので、バクタを呼ばせたのです」

「兄上が……」

　ラクシの頰ほおから、血の気が失せる。

　モークの家のカラスの群れの幻影が脳のう裏りを横切った。

　胸に何かが詰るような心地がする。鉛なまりのように重いものだ。

「お疲れのせいですよ」

　リシラは、ラクシを慰めた。おそらく、誰よりも心配しているのはリシラだろうに……

「ここのところ、いつもより熱心に弓のお稽けい古こをなさって、山歩きまで……今のうちに少し身体からだを鍛えておくというお考えは、よろしいのですけれどね」

　ラクシは、母と共に兄の寝室に入った。

　バクタが診察していたので、リシラは心を静めるために、しばらく席を外していたのだ。

　寝台の上の兄は、肩で息をしていた。頰ほおに血が昇っているのは、熱のせいだろう。

「ラクシ……」

　ハラドは、すぐに妹の姿を認めた。

「外がい套とうなどを着て……どうした？」

「ちょっと、外を歩いて来ただけです。眠れなかったので」

「わたしのせいで、起こしてしまったのではないのか？」

「ちがいます、兄上」

　ラクシの瞼まぶたの裏に、もう一度あの幻が浮ぶ。

「ちがいます」

「ラクシ……」

　ハラドは、安あん堵どの息を吐ついた。

「夜中に、一人で外に出てはいけない……今は……いけない」

　ハラドは上を向き、目を瞑つむった。

「お熱が、また上ってきたようです」

　バクタが、目でラクシを制した。

　熱のために、少し意識が混こん濁だくして来たようだ。

「ラクシ……いけない……」

「兄上……」

　ラクシは、ハラドの手を取った。

「お疲れになったのが原因でしょう」

　バクタが、リシラとラクシに言う。

「体調を崩くずされて……また風か邪ぜをお召しになったのです」

　寝台の反対側に居る女官が、バクタの指示で、水で絞しぼった布をハラドの額に乗せる。

「ラクシ……いけない……」

　ハラドの意識は、もうここにはないようだ。

「ラクシ……危いよ」




「どう思うの、バクタ」

　廊ろう下かに出たバクタを追いかけて、ラクシは問う。母はハラドの枕まくら元もとに残っていた。

「兄上のご容体は」

「いつものお風か邪ぜです。お身体がお弱いのですから、体調を崩くずされると、すぐにお風邪を召されるではありませんか」

　身体の弱いハラドは、免めん疫えき力りよくも弱いらしく、体力の低下した時、感かん染せん症しようを起こし易いのだが、古代では、感染ということが分からないので、悪あく霊りように侵しん入にゆうされたとか、呪のろわれたなどと考えられる。

　バクタは呪医なので、そう考えるが、呪いをするのは、薬などで手を尽くした後だった。その点では、バクタの呪力の弱さが、逆に良い結果をもたらしているのだ。

　病気のほとんどは、呪じゆ詛そによるものではない。

　しかし、今の場合はどうなのか……

「わたしは、モークのことを考えています」

　ラクシは言う。

「あなたも御存知でしょう。モークの家の屋根のカラスのことや、モークの身体を包む黒い影……」

「ラクシ様……」

「兄上は、呪われているんじゃありませんか？」

「お許しください」

　バクタは頭を下げた。

「わたくしの呪力は、あまりにも弱いのでございます。もしもわたくしめの呪力が強まり、殿下をお守り申し上げることができたら……」

　バクタは震ふるえる手を握り締しめた。

「直後に命を失なっても構いませぬのに……」

　バクタは、両掌てで顔を覆おおった。

「今ほど、自分の呪力の弱さを呪ったことはありません。子供にすら、モークの影が見えるというのに」

　バクタは、顔を覆おおった手をそのまま拳こぶしにして自みずからの額に打ち付けた。

「バクタ……」

　ラクシは、バクタの手を止める。

「わたくしは、あなたを責めたりはしません」

　ラクシは言う。

「今は、そんな時ではない。もしも、誰だれかが兄上を呪じゆ詛そしているのなら……」

「呪詛……」

　バクタは顔を上げた。

「わたくしとバクタとで、兄上をお守り申し上げなければなりません」

「はい」

　バクタは、大きく頷うなずき、喜びの顔でラクシを見た。もちろん、兄への愛から出ているのだが、一三歳の少女とは思われない頼もしさだ。

「力を貸してください。バクタ」

「はい……はい」




　朝になっても、ハラドの熱は下がらなかった。

　季節の変わり目や真冬に体調を崩くずすことは多かったが、ハラドが真夏に熱を出して寝ね込こむなどということは、かつて無かったことだ。

　熱を出すと、ハラドの弱い心臓には、特にこたえる。里の人々も心を傷めた。

　ラクシは、何人かの男たちと、モークの家に向った。

　とりあえず、モークの身み柄がらを拘こう束そくするつもりだった。新イタールに牢ろう獄ごくなどはなかったが、バクタが呪いを施した一角に閉じ込めておこうというのだ。

　しかし、モークは居なかった。

　モークの家は、もぬけの殻からとなっていたのだ。

　ラクシは、バクタとマクマンに計はかり、森を捜そう索さくさせた。

　人を呪じゆ詛そするには、必ず円陣か祭さい壇だんを作って呪いを行うはずなのだ。

　しかし、一日目の捜索では、何も見付け出すことはできなかった。




　夜になる。

　ラクシは、母と交代で夜じゅう兄についていることにした。

　熱のために、ときどき朦もう朧ろうとして、意識を失なうハラドだったが、たいがいははっきりとしていた。

　ハラドは、手の届く所に弓と矢を置いておくことを所しよ望もうした。

　何のためか……

　弓矢は時として邪を払うために用いられるというが……

「兄上……」

　問いたくても、ハラドは大たい抵てい眠っている。ごく浅い眠りだったが、ラクシは妨げたくはなかった。

　今は眠ることが一番の薬だ。

　この熱が、たとえ呪詛のせいだとしても、体力の消しよう耗もうは少しは防げる。

　昼間は剣の稽けい古こばかりでなく、捜索も先頭に立って行ったので、ラクシはさすがに疲れ、ときどき兄のベッドに凭れ、居眠りをした。

　目め覚ざめるのは、ハラドの呼吸が乱れる時だ。

　荒くとも、呼吸のペースが一定の時の方がまだ安心できる。呼吸が乱れると、ハラドは眠りながらも、苦しそうに顔を歪ゆがめていた。

　ふと目覚めて兄の顔を見る。

　ハラドは、微かすかに口を開いて、喘あえぐように息をしていた。胸部が大きく上下し、額に汗が浮んでいる。

　汗は、瞼まぶたや頰ほおの上を涙のように流れていた。

　ラクシは、よく水を絞しぼった布でハラドの額や頰を拭ふいた。

　山の水だから、夏でも冷たいのだが、時間が経たったために、金かな盥だらいの水は生ぬるかった。

「誰だれか……」

　ラクシは小声で呼んだ。

「水を替かえておくれ」

　しかし、応こたえる者はいない。

　深夜だ。皆、眠ってしまったのだろうか。

　そんなはずはないと、ラクシは思う。

　女たちは皆、ハラドを心から敬愛している。こうしてハラドが苦しんでいる時に、一人も起きていないなどということが、あるはずはないのだ。

　ふと、壁かべに掛けられたり、机の上に置かれたりしている蠟ろう燭そくの作り出す影がユラユラと揺れた。枕まくら元もとに一番近いものだけが、高価なガラスのフードのあるランプだ。

「誰か……」

　ラクシは、人を呼びに控ひかえの間に行こうとして、立ち上った。

「ラクシ……」

　思いがけなく、ハラドが声を掛けた。

　しっかりした声だった。

「動いちゃ、いけないよ」

「兄上……」

　見ると、ハラドは目を開いて、ラクシに床を差し示していた。

「影だ」

　ハラドは言う。

「影に気を付けて……」

「かげ……」

　ラクシは、部屋に出来たいくつかの影を見回した。

　机や椅い子すの影、自分の影……

「ラクシ……」

　ハラドの口く調ちようが少しうわずっている。

「ラクシ……気をつけて……」

「兄上……」

　ハラドは、また昏こん睡すい状態に陥おちいったようだ。

　ラクシは、近くの小机の上に置いた剣を引き寄せた。襲おそって来る何かから兄を守るために携たずさえて来たのだ。もちろん、女たちは眉まゆを顰しかめたが、バクタと母は許した。

　霊れい視しの力など、全まつたく持たないラクシだったが、今は、ひしひしと感じていた。

　何かだ。

　何か。ひとに悪お寒かんを覚えさせるような何かだ。

　ザザ……

　床ゆかの上が微かにざわめく。

　いくつかの影が、風もないのに蠢うごめいた。

　ザザッ……

　床の上に伸びる影にさざ波が立つのだ。

「兄上っ！」

　ラクシは、兄の寝台を背にして立ち、剣の柄つかを握にぎった。

　で……ん……か……

　声のようなものが聞こえた。

　水の底からでも響ひびいて来るような、微かな低い声だった。

　でん……か……

　まるで、泡あわでも湧わき起こるような音もする。

　ラクシは、音のする方角を必死で捜さがした。

　でんか……でんか……

　ザ……ズズッ……

　ラクシは、ようやく音の源を突き止めた。

　衝つい立たての影だ。

　さざ波立つ影。

　いや、それはもはや影ではなかった。

　黒い泡あわを流したようになっている。黒く重い液体の表面が泡立つ。そんな感じだ。しかも、蠢うごめく泡。

　泡が動いていた。

　下方からどんどん押し上げているようで、次し第だいに盛り上ってくる。

　それは、泡で出来た噴ふん水すいのようだった。
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　黒い噴水だ。

　黒いものは、一メートルほどの高さまで上ると静止した。

　でんか……でんか……

　どこかで聞いた声だと、ラクシは思った。

　たいこう……でんか……

　盛り上った黒いものが、その表面の色を変え、形をも変化させている。

「ううっ……」

　背後でハラドが呻うめき声をあげる。

「兄上……」

　ラクシは兄を振ふり返った。

　兄は目を瞑つむり、口を開いて苦しそうに息をしていた。汗が額から流れ落ちる。

　でんか……でんか……

「あっ！」

　黒いものに目を戻したとたんに、ラクシは叫んだ。

　盛り上った黒いものが、目を離したほんの一、二秒の間に、別のものに姿を変えていたからだった。

　人の姿だ。

　床ゆかの影の上に、腰から上だけの人の姿がある。まるで、下半身は、影で出来た黒い沼に嵌はまってしまったようだ。しかし、影の下にあるのは、石で張はられた床で、その下は石の土台と大地のはずだ。

「おまえは……」

　その顔にもやはり見覚えがあった。

「モークッ！」

　そうだ。

　床から生えたような人の姿。それはモークだったのだ。

「でんか……大公殿下……」

　モークの目は、ラクシを見てはいなかった。

　寝台のハラドに注そそがれているのだ。

「これは……呪まじないか」

　ラクシはモークの視線を遮さえぎるために、その前に立ち塞ふさがった。

「でんか……」

　下半身の無い、モークの姿をしたものは、虚うつろな目で言う。相変わらず水の中の声のようだ。

「たすけ……お救け下さ……」

「救けろとは、どういうことだ」

　ハラドが言った。

　案外しっかりとした声だ。

　いつの間にかハラドは目め覚ざめ、顔をモークの姿をしたものに向けていた。

「どうすれば、おまえを救える？」

「お……た……すけ……」

　モークの声が、風に搔かき消されるように乱れた。

　ハラドは、寝台の上に身を起こした。

「おたすけ……ください」

　ザワワ……

　モークの足元の影が動く。

　寝台の方に移動しているのだ。むろん、その上のモークごと。

「来るなっ！」

　ラクシは叫ぶ。

「ラクシ！」

　ハラドの叫びには、ラクシへの気き遣づかいが込こめられていた。

「ラクシ……」

　ラクシは、躍おどり上っていた。

　地を蹴けると同時に剣を抜き、頂点で構えている。

　下降する加速度が剣に加わる。

　ラクシは、両手で構えた剣を打ち下ろした。

　むろん、落下地点のすぐ前に、あの不ぶ気き味みなモークがいるのだ。

　シュッ！

　空気を切り裂さいて、剣はモークの頭頂に達し、そのままモークの身体を斬きった。

　手て応ごたえは、ほとんどなかった。

　ズズ……

　剣はそのまま床ゆか近くまで達した。

「あ……」

　ラクシは、呟つぶやくと飛び退る。半分以上無意識の行動だった。

　何かを感じたのである。

　同時に、モークの腰から上を形成していたものが崩くずれ、一いつ瞬しゆんにして床にこぼれ落ちた。

「兄上！」

　ラクシは、身を翻ひるがえしてハラドに駆かけ寄る。

　起き上っていたハラドは、飛び着いて来たラクシを抱き止めた。

「あれはなに。あれは……なに？」

　四散したものは、小さい粒つぶとなっていたが、まだ動いていた。

「虫だよ。ラクシ」

　ハラドは落ち着いている。

「蟻ありだよ」

「アリ？」

「そうだ。森に住んでいる、大きなやつだ。よく見てごらん」

　そう言われても、ラクシはすぐには振ふり向く気にはなれなかった。こうして兄の無ぶ事じを確かめてしまうと、今になって恐きよう怖ふが奥の方から胸を突き上げる。

　相手が人間ならまだしも、呪まじないによって動かされている得え体たいの知れないものなのだ。

「アリ……」

「今日はこれで終りらしい。蟻は出て行くよ」

　そう言われて、ラクシはようやく伏せていたハラドの胸から顔を上げた。

　影を見る。

　影は、もとの影に戻もどっていた。

　そして、影とは別の黒いものが動いている。

　壁かべの一いち隅ぐうに向って、細い糸のようになっていた。その壁に隙すき間までもあるのだろう。

　ラクシは、寝台から飛び下り、黒い糸に近付いた。

　蟻ありだった。確かに……

「蟻……」

　ラクシは兄を振り返る。

「今のモークは、この蟻だったのですか？」

「そうらしい」

　ハラドは言う。

「呪じゆ術じゆつで蟻を使い、モークと思わせたんだろう」

「兄上を殺すために？」

　さすがに、その言葉を口にする時、ラクシの声は震ふるえた。

「分からないよ」

　ハラドは首を左右に動かした。

「あの男は、救けてくれと言っていた」

「だからって……兄上がひどくお苦しみだったのは、確かです」

「それは、そうだね」

　ハラドは認めた。

「おまえがわたしとモークの間に立ち塞ふさがった時、急に楽になった。多分、何かの力を遮さえぎってくれたんだ」

「わたくし……夢中で……」

　あの時は、兄を守ることしか考えていなかった。何も怖いとは感じなかった。

　それなのに、今は身が震ふるえる。

「おまえの剣が、邪じやを祓はらったんだ」

「わたくしの……剣が」

「おまえの、純粋な心が、だろうね」

　ハラドは、妹を手招きした。

　ラクシが歩み寄ると、ハラドはその手を取る。

「ありがとう、ラクシ。おまえのおかげだよ」

「でも……モークはまだ、どこかに居るのでしょう」

「そうだろうね」

　ハラドは頷うなずいた。

「これで終りではないだろう」

「殿下！」

「ラクシさまっ！」

「ハラド殿、ラクシッ！」

　バクタや女たちに続いて、母も駆かけ込こんで来た。

　おそらく、今まで金かな縛しばりにあっていたのだろう。








四章　月の無い夜






　こうして、危機は一応去ったものの、ハラドの体調はあまり良くなりはしなかった。

　あの高熱は微熱に下りはしたが、かなりの負担になったらしく、翌よく日じつは一日眠ってばかりいた。

「バクタ、モークは、今日も呪まじないをすると思う？」

　部屋の外で、ラクシはバクタを呼び止める。

「おそらく。今日は三み十そ日かでございますから」

「三十日……」

　三十日──つまり新月だ。

　極限まで細くなった月は、今夜は姿を現わさない。

「月が無い夜が、呪じゆ詛そには最も適しているのでございます」

「月の無い夜が……」

「正統の呪じゆ術じゆつならば、月トバの力を受けられる満月に行うのが、最も効果があると、三神しん殿でんでは申します」

　一度言葉を切ってから、バクタはいささか苦々しげに続けた。

「しかしながら、呪詛は逆なのです。邪じや霊れいや闇やみの精霊などを使し役えきいたしますので、月が無い方が、そうしたものの力が強まるのです」

「では、今日も」

「今日こそ、全力を尽くしてくるでしょう」

「全力を……」

　声が哀しいものになるのを、ラクシは抑おさえられなかった。

「モークは、ずっと兄上を呪のろっていたのですか？　だから、お加減が悪くなったの」

「かもしれません」

　バクタの声も沈む。

「モークが、満月の日に里に戻もどって来たのも、今日のための布ふ石せきだったのでしょう」




　バクタの勧すすめに従って、ラクシは日のあるうちに少し眠っておいた。

　むろん、夜に備そなえるためだ。

　母に心配はかけたくないので、ラクシもバクタも、詳しい話はしなかった。ただ、今夜は二人で付き添うという手て筈はずだけ整えておいた。

　前公こう妃ひは納なつ得とくした。ラクシのことが心配ではあったが、今は任せるしかない。

　前公妃は母として、ラクシの生命の力を信じていた。

　輝くような生命の力。

　ラクシの持つその力こそが、邪じやを祓はらうのではないか。そんな気がしていた。

　重臣たちの何人かが、囁ささやき合っていた心ない言葉を耳にしたことがある。

　男と女と……大公殿下と妹君は、逆にお生れになればよかったのに……と。

　マクマンや重臣たちだけには、昨夜の出来事を知らせておいた。公国の主だった者たちは、今夜は、何か起きた時、いつでも駆かけ付けられるように待たい機きしているはずだ。

　呪じゆ術じゆつ相手に、何ができるかは分からないが。

　もちろん、日のあるうちに、昨日に増して徹てつ底てい的に森を捜そう索さくしたが、モークどころか、モークの居た形けい跡せきすらも見付け出すことができなかった。

　大公とラクシが、男女逆に生れればよかったと言った何人かの重臣たちさえも、ハラドの死を願う者など、一人も居はしないのだ。ただ、国のためにそう考えたのみで、誰だれもがハラドの人ひと柄がらと美しさとを愛している。しかしながら、ときとして、いたいたしく感じるのだ。ハラドが一人何も言わず、微笑さえ浮べながら、大公という地位の重圧に耐えていることを……




　夜が来た。

　誰だれもが、来てほしくないと思っていた夜だった。

　月は無い。

　悪いことに、雨さえ降りはしないものの、空は雲が多く、星もほとんど見えなかった。

　家々の暗い明りさえ吞のみ込こんで、里は闇やみに沈んだ。




　ハラドは、ずっと眠り続けていた。

　付き添っているのは、ラクシとバクタの二人だ。

　ハラドはまだ目め覚ざめない。

「兄は、どうして眠り続けているのですか？」

　ラクシはバクタに問う。

「まさか、呪じゆ詛そ……」

「呼吸も脈もお静かです」

　バクタは答える。

「今のところは、その心配はないでしょう。ただ……」

「ただ？」

「お疲れなのです」

　バクタは傷いたましそうに胸に手を当ててハラドを見守る。

「殿下は、大変に精神力の強い方でいらっしゃいます。しかし、それを維持するためにも、体力を消しよう耗もうしておしまいになる」

　むろんバクタは邪じや霊れいの攻こう撃げきに備そなえ、様さま々ざまな防ぼう御ぎよの方策を施していた。窓や戸口に悪あく霊りよう除よけの呪まじないをし、ハラドの寝台の周まわりに円陣を描いて結けつ界かいを張る。香を油で練ったもので聖せい霊れい文も字じを描き、香こう炉ろで定められた香を焚たく。

　だが、バクタには分かっていた。

　おそらく、モークには通じまい。モークは、易やす々やすと結界を破り、侵しん入にゆうして来るだろう。この恐きよう怖ふを最も切実に感じているのは、バクタに違いない。

　この老人にとって、呪詛など悪い夢に過ぎないはずだった。バクタは医師として大公家に仕つかえ、イタールが陥かん落らくした後も、公家と行こうを共にした訳わけだが、二〇年来、医い療りように関連しない呪いなどしたことはない。ましてや、呪詛返しなどは。

　もちろん、旧イタールが健在だった頃には、大公家にはバクタの他に、呪い師が召し抱かかえられていた。ただ、その男がバクタのように大公に従わなかっただけのことなのだ。

　この山里に辿たどり着いてからも、必要なものは呪い師ではなく、医者だった。

　ハラドの寝室に居るのはラクシとバクタだけだったが、控ひかえの間にはマクマンを始め、数人が詰つめていた。いざという時に、何か役に立てばと集った、腕に覚えのある男たちだ。

　新イタールに軍隊などはない。

　職業軍人を抱えておける資金などないし、忘れ去られたような山里では、その必要もない。何か事が起こった場合は、武器を持てる者全員が闘うのだ。




　夜は深くなってゆく。

　人々は息を潜ひそめ、夜明けだけを待た。

「う……う……」

　突とつ如じよ、これまで規則正しかったハラドの息が乱れた。

「兄上！」

　座った椅い子すの上で居眠りをしていたラクシが飛び起き、駆かけ寄った。

「ラクシ……」

　ハラドは目を開けていた。

　呼吸は苦しそうだが、意識ははっきりしている。

「来たようだ」

　ハラドは、起き上った。

　案外に力強い。

「兄上……」

「胸を圧迫される感じがする」

　ハラドは言う。

「昨日と同じだ」

「でも、今日はバクタが……」

　そう言いかけ、ラクシは部屋を見回した。

　ベッドに駆け付けていなければならないはずのバクタの姿が見えないのだ。

「バクタ……」

「あそこだ」

　ハラドは、窓の方を指差した。むろん、窓にも悪あく霊りよう除よけの呪じゆ術じゆつが施ほどこされている。

　バクタは、その窓の下に蹲うずくまっていた。

　頭を抱かかえ、聞き取れないほどの低い声を発していた。

　唸うなり声だ。

「バクタ」

　ラクシは急いで近付いた。

「ラクシ、気を付けて」

　兄の喚かん起きで、ラクシはようやく、バクタがこうして蹲るのはただごとではないのだということに思い至った。

　今、ハラドは来たようだと言った。

　何が来たか。

　それは、呪じゆ詛その邪じや霊れいに違いないのだ。

「バクタ……」

「ああ……うっ……うっ……」

　バクタは苦し気に呻うめいて、頭や顔を搔かき毟むしる。

「バクタ、傷になります。バクタ」

　ラクシは、バクタを止めようとして、その顔を覗のぞき込こんだ。

　バクタは、手を放し、ゆっくりと顔を上げる。まるで発条ぜんまい仕掛けのような動きだった。

「バクタ！」

　ラクシは、反射的に飛び退さがっていた。

　バクタは白眼を剝むいていたのだ。おまけに口辺だけに薄笑いがこびり付いている。

　バクタは突とつ如じよ躍おどり上った。

「あっ！」

　避よけ切れなかった。

　次の瞬間、ラクシは首に圧迫感を覚えた。バクタがラクシの首を両手で摑つかんだのだ。

　バクタは、ラクシの首を締しめながら押し倒した。

「ラクシ……バクタ」

　ハラドはベッドから飛び下り、バクタをラクシから引き離そうとする。

　しかし、バクタの力は、年寄りのものとはとても思われぬほどに強く、引き離せたとしてもかなりの時間を要しそうだった。

　腕の力が強いということは、ぐずぐずしてはいられないということだ。

　バクタの両腕は、強くラクシの首を締め上げ、ふいを突かれたラクシは抵抗をする隙すきもないまま、目を見開き、全身から力を失なっている。

　ハラドは咄とつ嗟さに、すぐ側の机の上に置いてあった素焼きの香こう炉ろを取り、バクタの顔に押し付けた。

「あああっ！」

　バクタはのけ反ぞり、ラクシの首を放して、そのまま後方に倒れた。

　石の床ゆかに後頭部を打ち付けないように、ハラドは一度その肩を抱き止めてから、ゆっくりと横たえてやる、そして、その顔のすぐ側の床の上に香炉を置くと、ラクシを抱き起こした。

「ラクシ……」

「兄上……」

　ラクシは、すぐに目を開いた。

　何度か首を押えて咳せきをしたが、それもほどなく止った。

「ラクシ……」

　ハラドは妹を抱き締しめた。

「よかった」

「兄上……バクタは？」

「霊に乗り移られたのだ、きっと」

　ハラドは、横たわっているバクタを示した。

「バクタが、今焚たいている香は、霊が嫌うものだと言ったから、思い切り吸わせてみたが……」

「バクタが……」

　抑おさえても、ラクシの声は哀しい色を帯びた。

　バクタの存在だけが、頼りだったというのに。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ハラドは、立ち上らせたラクシを連れてベッドの方に後退した。

　円陣の内だ。

「わたしは、バクタに少し呪じゆ術じゆつのことを教えてもらったんだ」

　ハラドは言う。

「香のことや、円陣のことを、バクタは教えてくれた」

「いつです？」

　今日、バクタが円陣を描いたり、香の用意をしている時、ハラドは眠り続けていたはずだ。

「モークが来てから、わたしはいろいろ調べたんだよ」

　ハラドはバクタから目を離さない。

「霊ハラン使いのやり口や、防ぼう御ぎよ方法などを、バクタはいろいろ教えてくれた。ただし、防御の呪まじないをするにしても、呪いをする者の呪力が強くなくては、たいしたききめはないと言った」

「では、兄上は、今日のことを予想しておいでになったのですか」

「していたよ」

　ハラドは確信を持って言った。

「いろいろ調べているうちにね」

「何を、お調べになったのです？」

「一一年前のことや、呪術のことをだよ」

「一一年前……」

「モークが失しつ踪そうした日だ」

　ハラドは説明する。

「その晩も、三十日だった。つまり、月が無かったんだ」

「今日と同じように……」

「翌よく日じつの記録の中に、興味深いものがあった」

「興味深い？」

「殺害現場の報告書だよ」

　ハラドは続ける。

「報告書によると、呪じゆ詛そを行うための円陣は、土の上に描かれていた」

　円だけでなく、様さま々ざまな文もん様ようや聖せい霊れい文も字じを描くのだから、草地という訳わけにはいかないのだ。

「そこに足跡が残っていたが、三種類あったというのだ」

「三種類、ですか？」

「ひとつは、モークのもの。もうひとつは、死んだ男のもの……更にもうひとつだ」

「もう一つ……」

「履はきものや、足の大きさなどで分かる訳だが、そこには第三の足跡が残っていた。もっとも、書類には、第三の足跡は、死体の発見者のものだろうと付記が書き添えてあったが……」

　ハラドはラクシに顔を向けた。

「呪まじない師が死んでいる結けつ界かいの中に、それほど不用意に踏ふみ込む男がいるだろうか」

「どういうことなのですか、兄上」

「呪い師は、一人ではなかったということだ」

「一人では……ない」

「その呪い師を殺したのは、モークではなく第三の男だと、わたしは思う」

「第三の男……でも、森に居るところを目もく撃げきされているのは、一人でしょう」

「他よ所そ者ものは一人、ということだ」

「他所者は一人……」

　ラクシは繰くり返した。その言葉には、戦せん慄りつすべき意味があるのだ。

「では、第三の男は……この新イタールの……」

　イタールの民なら、森の中で出会っても誰だれも怪しむまい。特に、一人で森の中を歩いていてもおかしくない人物なら……

　ハラドは数日前に、旧イタールから共にこの里に辿たどり着いた者の中にも、アドリエへの内通者はいたはずだと言った。もちろん、今は居ないと信じるとも言ったのだが。

「第三の男は、森によく行っていた男だ」

　ハラドは言う。

「いつも森に行く必要があったのだ」

　いつも森に行く必要のある男……

　里の男は、大抵は畑仕事と開墾に従事しているので、森に行くのは狩りや炭を焼く時などに限られている。だから、何人かで協同で作業をするのが常だった。

　森の中を一人で歩いていても、少しもおかしくはない人物……それは……

　ラクシは信じたくなかった。

　しかし、目は自然に、その人物に向いていた。

　バクタは、もう起き上っていた。

　虚うつろな目を、ハラドとラクシに向けている。

　バクタは呪じゆ医いだ。いつでも、薬草を捜さがすために単身森に入っている。イタール公家に仕つかえてはいたが、イタール生れではない。

　だが、もう二〇年以上も、イタール公家の主治医をしているのだ。

「バクタ」

　ラクシの声は、哀しかった。

「バクタ！」

　バクタは、まるで見えざる手で上から吊り上げられる糸操あやつりの人形のように立ち上った。

「死なねばならぬ」

　バクタは呟つぶやくように言った。

「アルン家の血を引く者は、死なねばならぬ」

「ラクシ」

　ハラドは優しく言う。

「少くとも、今のバクタは、何かに操られているよ」







[image: ]







　それは、気休めよりは大分マシだった。

　ラクシの首を締しめたのが、バクタの意志によるものでないのならば……

　ハラドは、香こう炉ろの側に置かれた香で、床ゆかに描かれた円陣に何かを書き足した。

「この円陣は、不完全なんだよ」

　書きながら、ハラドは言う。

「一一年前の記録にあったものと同じなんだけれど、描かれていない部分がある」

　ハラドは付け加える。

「もちろん、あの円陣は、モークの言葉通りに、剣で切られていたんだが、完全な形は、だいたい推測できた」

　ハラドは、円陣を完成させた。

「バクタは、不完全な円陣を描いたの？」

　ラクシも、円陣が霊や精霊の攻こう撃げきから、その内部に居る者を守る結けつ界かいの役目を果たすということは、他ならぬバクタから聞いていた。

「死なねばならぬ……」

　バクタは低く繰くり返しながら、二人の居る円陣に近付く。

　チャッ……

　ラクシは、鯉こい口ぐちを切って、剣を鞘さやから浮せた。いつでも抜き討ちができるようにだ。

　もちろん、そんな事態は、なんとしても避さけたかったが。

「バクタ、目を覚まして」

　ラクシは呼びかける。

「バクタ！」

「バクタの目は、もう覚めている」

　ハラドの言葉は、ラクシを驚おどろかせた。

「でも、何かに操あやつられているって……」

「操られているよ。モークの身体からだを乗っ取った呪まじない師に」

　ハラドはいつの間にか短刀を抜いて目の前に迫ったバクタに向って言う。

「しかし、今はもう霊は憑ついていない。そうでしょう、バクタ」

「だけど……バクタは……」

「もう、霊に取り憑かれている真ま似ねをすることはないのですよ、可哀想かわいそうなバクタ」

　ハラドの口く調ちようは、いつもと同じ優しいものだった。声はもっと優しい。

「そうでもしなければ、わたしたちを殺せませんか」

　バクタの足が止った。

「兄上……」

　ラクシは、ハラドとバクタを見比べる。

「バクタは、アドリエの回し者だったんだよ」

「いつ、お分かりになったのでございますか、殿下」

　突然のはっきりしたバクタの言葉に、ラクシは飛び上った。

　様子も、今までとは全まつたく違っている。

　完全に、もとのバクタだ。

「あなたの描いた円陣を見た時です」

「眠っておいでになったのではなかったのですね」

　小こ柄がらな老人は顔を歪ゆがめた。

「大分前から、目は覚めていました。でも、体力を回復したかったのと、あなたの様よう子すを見たかったのとで、寝たふりをしていたのです」

「いつからわたしを疑っておいでになったのですか」

「報告書を読んだ時です」

「モークが失しつ踪そうした日の……」

「第三の男が、もしも存在したとしたら……謎なぞは大分解けます」

　ハラドは言う。

「モークは、自分が助かったのは、山刀で偶ぐう然ぜん円陣を切ったからだと言いました。でも、わたしは都つ合ごうの良い偶然は、あまり信じないことにしています」

　ハラドは続ける。

「では、あの晩、森の中で何が起こったか」

「何が起こったの？」

「これは、あくまでも推測だけれどね、ラクシ」

　ハラドは、妹に向って微笑ほほえんでやってから、バクタに向き直る。

「モークは生いけ贄にえにされかけたけれど、正気に戻っていたモークの精神的な抵抗があまりに強かったので、呪まじないは成功しなかった」

「では、やはりモークが呪い師を殺したの？」

　ラクシが尋ねる。

「違う。殺したのは、バクタ、あなたでしょう」

　ハラドは、バクタの胸を指差した。

「呪いは成功しなかった。呼び寄せられた霊を満足させるためには、誰かを殺さなければならなかった。呪い師でもあるあなたは、そのことを良く知っていた。だから、あなたは、呪まじない師を殺したのです。霊の要求通りに」

　ラクシは、数日前に女たちから聞いた話を思い出した。

　呪じゆ殺さつに失敗した時は、呼んでしまった邪じや霊れいを静めるために、当の呪い師を生贄にするのだと……

「そして、モークに罪つみを着せ、仲間に連れ去らせた」

「仲間……？」

「ラクシ、呪い師は、たった一人でここまでやって来たと思うかい？」

　そうだった。

　アドリエがアルン・アード一三世の呪殺を企たくらむなら、呪い師を一人だけ派は遣けんする、などという真ま似ねをするはずはない。

　呪い師が一人だとしても、何人かの供の者はいたはずだ。おそらく、アドリエ王のために、そういう仕事をする者たちが……

「でも、足跡は三人分で、みんなが森の中で見たのも、その呪い師一人だったのでしょう」

「円陣が描いてあった場所は、土が剝むき出しになっていたけれど、森の中は大たい抵てい草が生えているから、足跡は残らない。二人か三人がそっと歩けば、誰だれにも分からないはずだよ」

　ハラドの言う通りだった。

　森の中は、大抵は草と積った落葉で絨じゆう毯たんを敷しき詰つめたようになっている。

「呪い師と一いつ緒しよに来た者は、ここから少し離れた場所で待たい機きしていたんだろう。そして、モークを連れて行った」

「何のためにですか？」

「ひとつは、呪い師はモークが殺したと思わせるため」

　モークの死体が発見されては、濡ぬれ衣を着せられなくなる。

「そして、もうひとつは、いつかは、モークを手先に使うためだ」

「いつかは……」

　ラクシは震ふるえた。

　そのいつかが今なのだ。アドリエは、一〇年も先のことを考えているのか……

　アドリエは、今になってモークをこの新イタールに送り込んで来たのだ。

「昨日、モークの姿をした者がここに現われ、わたしに救いを求めました」

　ハラドは言う。

「それで分かったのです。モークもまた操あやつられている哀あわれな存在だと。違いますか？　バクタ」

「そうかもしれません、殿下」

　バクタは苦笑しようとしたが、うまくはいかなかった。

「あなたは、協力者ですか、それとも、主役ですか？」

　ハラドは問う。

　バクタは、ただ首を左右に振ふった。

「あなたは、父を毒どく殺さつするために、宮廷医師になったのでしょう」

「父上を……毒殺！」

　ラクシが考えもしなかったことを、ハラドは次から次へと口にする。

「でも、イタール開城迄までは、父には第一医師がついていて、第二医師のあなたに、そのチャンスはなかった」

　ラクシは目を見張り、兄の話を聞いている。

「放浪の間も、人目が多過ぎてできなかったし……」

　放浪の日々、アルン・アード一三世は、常に人々の中に居て生活を共にしていた。それが逆に大公を守る結果となっていたとは、大公自身も気付かなかっただろう。

「この里に来てからも、あなたは父を殺せなかった。だから、あの呪まじない師が、わざわざアドリエから派は遣けんされたのですね」

「面白い推理でございますね、殿下」

　バクタの唇くちびるが少々震える。

「そして、今度はモーク。いや、モークを操あやつる呪い師が……」

「モークは、操られているのですか？」

　ラクシは、ほんの少しだけ気が楽になった。

　モーク本人が、兄を殺しに来たのではないのなら……

「モークは操られている。たぶん動物の霊を使う呪い師にね。もしかしたら、モークには呪力があったのかもしれない。だから、昨日、わたしに救いを求めたのかも……」

「さようでございますよ」

　バクタが、いささか居直るように言った。

「モークは呪力というか、霊れい視しの力を少々持っておりました。だからこそ、生いけ贄にえに選んだのでございます。一国の元首を呪じゆ殺さつするには、その臣民を生贄にすることが最良の方法と言われております」

　バクタは、いつもと変わらぬ調子で言った。

「モークが帰って来たのは、あなたの決心を促うながすためなのではありませんか？」

　ハラドの口く調ちようもいつもと同じだから、話の内容さえ分からなければ、ごく打ち解けた会話と思ったかもしれない。

　しかし、その内容は実に戦せん慄りつすべきことなのだ。

「どうやら……」

　バクタは頷うなずいた。

「一一年前に、呪まじない師を殺したことを思い出させるためです。それでも、わたくしは一度は断りました」

　バクタの声が震ふるえ始めた。

「許されるはずもありませんでしたが……」

「分かっていますよ、バクタ。あなたに、わたしたちは殺せない」

　ハラドはくり返した。

「よく分かっていますよ」

「殿下……」

　バクタは跪ひざまずき、ラクシが止める暇もなくハラドの手を取ってその甲に頰ほおを押し当てた。

　ハラドは、目でラクシを制した。

「殿下……」

「バクタ、力を貸してください」

　ハラドは言う。

「あなたが失敗したと知れば、他の呪い師が襲おそって来るのでしょう。呪い師は、さっき、嫌がるあなたに、無理矢理ラクシの首を締しめさせたのですね」

「では、さっきのバクタには、本当に霊が取り憑ついていたのですね」

　ラクシは、喜びの声をあげた。

「香が、霊を追い出した。バクタは、本物の香を用意していた」

　ハラドは、優しくバクタを立たせた。

「本気でわたしとおまえを殺す気なら、偽にせ物ものにするはずだ。そうですね、バクタ」

　バクタは涙を流した。

　そして、ハラドが描き直した円陣にいくつか手を加えた。

「これが、完全な円陣でございます」

　バクタは、兄妹に、円陣の中に居るように身み振ぶりで示した。

「呪いが始まります」

　バクタは、一度床ゆかに置いていた短刀を拾い上げると、自分の手首を切り、円陣に注いだ。

「あ……」

　止めようとするラクシを、バクタは制する。

「御心配には及びません。これが、結けつ界かいを強化する最も効果的な方法なのです」

　バクタは、自みずから血止めを施ほどこした。

「窓や戸口の邪じや霊れい除よけの呪いよりは、多少は役に立つでしょう。お二人とも、霊が去るまで、そこから出てはなりません」

「わかりましたバクタ」

　ハラドは言った。

「命を……大事にしてください」

　老人はハラドに向って目で笑った。全てをふり切った清々すがすがしい目だった。

「殿下、ラクシさま、お気を付けて……」

　バクタは虚こ空くうを見て言った。

　バクタも呪じゆ術じゆつをする者、たとえ霊と精霊の双方が見えなくとも、感じることはできるはずだ。

　ハラドは、邪じや魔まにならぬように袖そでを巻き上げ、ベッドの側に置いてあった弓を近くに引いて、いざという時、すぐに矢が取れるように箙えびらを肩に負った。

「兄上……」

「いいなラクシ」

　ハラドは念を押す。

「バクタの言う通りにするんだよ」

　なんという潔いさぎよさだろうか。

　ラクシは我が兄ながら舌を巻いた。

　アドリエの回し者だと自ら看かん破ぱして見せたバクタを、今は信じ切っているのだ。心変わりなどしないと、誰にも保証などできないはずなのに。

　これが、王者の器量なのかもしれない。人の上に立つべくして立つ者の人じん徳とくなのだ。

　もしもハラドが、平和な旧イタールで大公位を継ついでいたら、いや、それでなくとも、身体からださえ丈じよう夫ぶならば、皆がそれに気付いただろうに……

　ここでは、それが優しさ、軟なん弱じやくさとしか受け取られないのだ。

　ハラドは静かに立っていた。

　何かを感じていた。

　空気の重さのようなもの。流れではない、空気の震ふるえだ。

　身体が弱い分、少々他の感覚が発達したのかもしれない。

　何かがやって来る。

　空気を震わせて本当にやって来るのだ。

　部屋の空気が、ふいに冷たくなった。

　ラクシにも、その冷たさだけは、はっきりと分かった。

「兄上……」

　ラクシは、剣の柄つかを握る。

「まだだよ、ラクシ」

　ハラドは、剣を持つラクシの右腕を押えた。

　バクタは、部屋の隅すみに立ったまま目を瞑つむり、呪じゆ文もんを唱となえている。

　邪じや霊れいから、兄妹きようだいを守るための呪文なのだろうか、あるいは、円陣内に居ない自分を守るためか、呪じゆ詛そを返すためか。

　それとも、この男の呪術そのものが、二人を狙ねらう呪詛なのか……

　それは考えまい、とラクシは思った。ハラドのために。

　パキッ……

　パキッ……

　どこか遠くで枯枝を踏ふむような音がした。

　パキッ……パキッ……

　音が近付いて来る。

　ラクシは、寒気を覚えた。

　地上の音ではない。ラクシの頭の上ぐらいの位置だ。

　パキ、パキッ……

　音が部屋に入って来るのが分かる。

　部屋に入ると、天てん井じよう近くを回まわり始める。

　パキッ……

　パキッ……

　天井は四メートル近い。いくらいくつか灯あかりを点つけているとはいえ、広い部屋に蠟ろう燭そくやラント油のランプだ、明るいのは、そうしたものの周まわりだけで、天井などは薄うす闇やみの向うにある。

　パキッ、パキッ……

　音はやがて回転しながら降りて来る。

「円陣の周りだ」

　ハラドが囁ささやいた。

「円陣の中には入って来ない」

　確かだった。音は、円陣の周りだけで、まるで焦じれるもののように響ひびいた。

　突とつ如じよ、音が止む。

「あれ……」

　ラクシは何も見えない虚こ空くうを見回した。

　かえって沈黙が不ぶ気き味みだ。

　これで終りだとは思われない。

　ラクシは耳を澄ました。

　サラサラ……

　微かな風音がする。

　いや、本当に風音か。

　それは、近付いたり、大きくなったりはしなかったが、あまり規則正し過ぎた。

　サラサラ……

　それは、砂粒の落ちる音にも思われた。

　ポトリ、ポトリ……

　別の音も加わる。

「ラクシ、あそこだ」

　ハラドが、部屋の一いち隅ぐうを指差す。

　そこに、いつの間に現われたのか一人の人間が立っていた。

　背の高い瘦やせ型の男。足もちゃんとある。

「モーク！」

　ラクシは目を丸くする。

　人の気け配はいなどはなかった。

　しっかり閉めた入口からも窓からも、誰だれも入って来はしなかった。

「で……んか……」

　モークは、足を踏ふみ出した。

「でん……か……」

　昨日と同じだった。

「兄上……」

　ラクシは目で兄に問う。

　正体も昨日と同じものならば、ラクシの剣が通じるはずだ。

「ラクシ、円陣から出てはいけないよ」

　ハラドは言う。

「目に見えないものの存在を、忘れないで」

「はい、兄上」

　頷うなずきながらも、ラクシは手足の震ふるえを感じた。

　目に見えないもの。

　悪あく霊りよう、邪じや霊れいといった存在。

　それが、この部屋に満ち、ひしめいているというのか。ハラドとラクシに襲おそいかかり、取り殺そうと、手ぐすね引いているというのか……

　ラクシは、恐れを断ち切るかのように剣を抜き、備そなえた。

「モークは、円陣を抜けられるのか」

　ハラドは呟つぶやき、弓を手に取るが、矢を番つがえはしなかった。

「ラクシ、斬きるなら、円陣の中で斬れ。剣はいいが、おまえは決して踏み出すな」

「はい」

　モークの歩みは遅い。しかし、確実に一歩一歩近付いて来る。

　モークは、円陣の直前で立ち止った。

　バクタは、さきほどと全く同じ姿勢で目を瞑つむっている。

　ラクシは、もうバクタを見ないことにした。

　どちらにせよ、目の前のモークで手一杯だ。

　モークの顔が真近に見えた。

　頰ほおのこけた蒼そう白はくな顔。目だけが、ある種の甲虫の背中のようにぬめぬめと光っている。

　バッ！

　突とつ如じよ、モークが両腕をハラドの方に突き出した。

「斬きれ！」

　ハラドは飛び退さがりながら叫ぶ。

　妹の腕前は、いつも露ろ台だいから稽けい古こを見ているので、よく知っている。

　間かん髪はつを入れずに、ラクシは剣を振り下ろしていた。

　ザッ……

　たいした音もたてずに、円陣を突き抜けてしまった両腕が斬り落とされ、円陣内に転ころがった。そして、瞬時に崩くずれた。

「虫！」

　ラクシは叫んだ。

　昨夜と同じだ。

　モークと思われたものは、無数の虫が形成していたのである。しかし、昨夜とは違っていることがあった。

　虫は、蟻ありのみではなかった。

　蟻、バッタ、ミミズ、甲虫、ハエ、ムカデ、蛾が……

　森の中に住む、数え切れないほどの虫たちが、広がってゆく。翅はねのある者は空中に飛び上る。

　腕だけではなかった。

　モークの身体からだの部分も、同時に崩くずれ去り、無数の虫となった。

「これは……」

「ラクシ、足元だ！」

　叫んだのは、ハラドだった。

　ドオンッ！

　突如、地面が下から突き上げられるように動き、しばらく足元が上下左右に揺れた。

　地じ震しんにしては異常だ。

　揺れが長い。

　ピシッ！

　突とつ如じよ、すぐ目前の床ゆかの石材に亀き裂れつが生じ、その部分が大きく盛り上がる。床が割れ、土がパラパラと音をたてて零こぼれた。

「ラクシ」

　思わず円陣から踏ふみ出そうになったラクシを、ハラドが抱き止める。

　足場を確認してから床を見ると、そこには大きな穴が開いていた。

　土が山となって覗のぞいている。

　バラ……

　パラ……

　山の頂上の土が崩くずれ落ちる。

　中で何かが動いているのだ。

　むろん、虫も消えた訳わけではない、部屋じゅうを動き回っている。

　足元を這はうムカデが気になったが、やはりラクシの目もハラドの目も、土の山の頂上に釘くぎ付づけになっていた。

　バラッ……

　パラッ……

　土が内から押し上げられる。

　やがて、土に塗まみれた蒼あお白じろいものが姿を現わした。

　動いている。自ら土を搔かいているのだ。

　それは手だった。

　手は二本となり、腕が現われ、やがて泥どろをこびり着かせた顔と肩が出現し、土の中から這はい出して来た。

「モーク！」

　ラクシは叫んだ。

　またも、現われたのはモークだったのだ。

「今度は本物かもしれないよ、ラクシ」

　ハラドが言った。

「いくら捜さがしても見付からなかったはずだ。モークは、この床ゆか下したに隠れていたんだ」

「床下ったって……」

　ラクシはしばし絶句した。

　この部屋のみならず、公宮の石の床の下はそのまま土で、人が隠かくれられる空間など無いのだ。

「もしかしたら……」

　ハラドは呟つぶやくように言った。

「モークは……」

　しかし、ハラドは一いつ瞬しゆん妹を見、その先を続けなかった。

　室内は、いつの間にか強い冷気に見舞われていた。しかし、ラクシには未だにそれが本当の寒さなのか、自分の抱く恐れのための寒気なのか判はん然ぜんとしなかった。

　ただ、自分の吐く息もハラドのものも白はく濁だくする。

　刃の先のような張り詰つめた空気を感じる。

　モークの顔は、数日前と違ってひどく蒼あおざめ土つち気け色いろに近かった。

　穴から全身を現わすと、モークは二人に向って手招きをした。

　円陣から出て来いと言うのだ。

「出てはいけないよ、ラクシ」

　ハラドはもう一度念を押した。

「はい。でも……」

　ラクシはいささか不満だ。

　相手が虫なら、ラクシの剣が通じる。斬きって斬って斬りまくれば、恐れて部屋から出て行くだろう。ハラドの弱い肌はだが毒虫などに刺されないうちに。

　円陣の存在すら意に介さず、虫どもは飛び回り、二人に這はい寄って来る。

　ラクシにもようやく分かった。

　向うの呪まじない師が、なぜこれほどの虫の群れを送り込こんで来たか、が。霊と違って、円陣の呪いの通じないこの虫たちに襲おそわせ、二人を円陣の外に引きずり出そうとしているのだ。

　そして、邪霊に取り殺させる。

「兄上、毛布をお被かぶりください。虫は、わたくしが」

「毛布の中にも、入って来るよ」

　ハラドは笑ったが、寝しん台だいの上から薄い毛布を外し、ラクシの頭から掛けてやった。

「バクタ」

　ハラドは、今も同じ姿勢でいるバクタを呼ぶ。

「蚊か燻いぶしを点つけてくれないか」

　ラクシが呆あきれるほどに落ち着いて言う。

　もう、手や足の上を虫が這い回っているというのにだ。

　ガッ！

　ラクシは、剣の先で足元に来たムカデを斬きる。両断されても、ムカデはしばらくのたうっていた。

　涼しい高原といえども、夏場は虫が多い。夏の夜は、蚊燻しと寝台を覆おおう蚊か帳やは必ひつ需じゆ品ひんだった。

　蚊燻しには、半乾かわきの、殺虫力のある薬草を用いる。煙けむたいが、蚊ばかりでなく、他の毒どく虫むしにもよく利いた。

　もちろん、ハラドの部屋にも、いつでも使えるように素焼きの蚊燻しは用意されていた。

　バクタのすぐ近くに置かれている。

　しかし、バクタは動かなかった。眉み間けんに皺しわを寄せ、必死に念を凝こらしているように見える。

　やはり虫を操あやつっているのは、バクタなのか……ラクシは、突き上げるような怒りを覚えた。

　その時だった。

　虫が動きを変えたのだ。

　一いつ斉せいに、動く向きを変える。

　変えた先にはバクタが居た。

　虫どもは、兄きよう妹だいを襲おそうのをやめ、ゾロリゾロリとバクタの元に集っているのだ。

　今度は、何をしようというのか。

　ラクシは、兄の掛けてくれた毛布を外し、剣を構え直す。

　数え切れないほどの虫は、やがてバクタの身体に這はい上り、その全身を覆おおった。

　冷たい空気が、なぜかピリピリと震しん動どうした。

　立っていたモークが、もう一度二人に向って手招きをする。

　ハラドは、ラクシを制した。

　邪じや霊れいが去った訳わけではないはずだ。

　モークは、業ごうをにやしたか、二人に向って進み始めた。

　ハラドは弓を構え、矢を番つがえた。

　躊ちゆう躇ちよはなかった。

　ハラドは、矢を放った。

　ピシッ！

　第一の矢は、モークの右の耳を掠かすめた。

　耳じ朶だが少し切れる。

　続いて放たれた矢は、モークの頰ほおを、同じように切るだけで掠めて行った。

　狙ねらいが外はずれたのではない。

　わざと外しているのだ。

　紙かみ一ひと重えの間ま合あいの美事な業わざであった。

　体力のないハラドに強い弓は引けないが、近距離の命中率ならば、こうして神かみ業わざに近いものを持っている。

「あ……」

　ラクシはあることに気付いた。

　血が出ない。

　モークの耳からも頰ほおからも、血は流れ出はしなかった。

　第三の矢に切られた左の耳も同じだった。

　しかし、そうしているうちにも、モークは近付いている。

「額でございます、殿下」

　思いがけなく、虫の中からバクタの声が聞こえた。

「眉み間けんを射るのです」

「でも……バクタ」

　さすがに、ラクシは湿しめった声を出した。

　呪まじない師に操あやつられているとしたら、モークに罪つみはないのだ。

　しかし、ハラドはためらわなかった。

　第四の矢を番つがえ、弓を引き絞しぼり、放つ。

　狙ねらいは正確だった。

　至近距離から発射された矢は、モークの眉み間けんの真ん中に突き立っていた。

「次に喉のどを」

　バクタの指示に従い、ハラドは第五矢を射た。

　矢は、モークの首を貫つらぬいた。

　わあっ！

　悲ひ鳴めいのような声が響ひびいた。

　それはモークの口からではなく、遥はるか遠くのもののようだった。

　ドッ！

　モークは、身体からだを硬直させて、丸太のように後方に倒れた。

「ラクシさま、剣を振ふってください。力一杯」

　今は、ラクシも素直にバクタの指示に従った。

　ラクシは、後方に退いた兄に気を付けながらも、力一杯剣を振り回した。

　何かが弾はじけるような感じがした。

　部屋を覆おおっていた目に見えない暗雲が、霧む散さんし、明るい輝きに取って替かわられるのを、ラクシは全身で感じていた。

「もう円陣から出ても大だい丈じよう夫ぶでございます」

　バクタは言う。

「森に呪まじない師が何人かおりますから、捜さがさせてください。もう、マクマンたちの金かな縛しばりも解けているはず」

「分かりました、バクタ」

　ハラドは、ラクシが止める間もなく、自ら円陣を出ていた。

　もしも邪じや霊れいが残っていたら……

　ラクシは一いつ瞬しゆん目を瞑つむったが、戸口に向うハラドの足音に乱れは生じなかった。

「誰だれか……」

　ハラドは、バクタに言われた通りの指示を与え、すぐに踵きびすを返した。

　バサッ！

　音をたてて、バクタの身体からだに蝟い集しゆうしていたものたちが飛び散った。

　虫どもは、入って来た隙すき間から、森に帰って行く。

「バクタ！」

　ハラドはバクラに駆かけ寄り、抱いた。床ゆかに倒れそうになったからだ。

「バクタ。あなたのおかげです」

　ハラドは、励ますように力を込こめて言った。

「わたしもラクシも、傷ひとつありませんよ」

「さようでございますか……」

　バクタは、ハラドに顔を向け、目を開いた。

　しかし、その目に眼球は無かった。

　虫に喰われていたのである。血がトロリと溢あふれ出る。

　身体からだじゅうが、虫に咬かまれ、あちらこちらから血が流れていた。

「バクタ……」

　さすがに、ラクシは呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいる。

「バクタ、モークは、既に殺されていたのですね」

　ハラドが尋ねる。

「さようでございます。二日前に殺され、密ひそかにこの近くの土中に埋うめられたので、ございましょう」

　バクタは、苦し気に息を吐きながら説明した。

　ハラドは、それに気付いていたのだ。だからこそ、モークに掠かすり傷を負わせ、生死を確かめたのだ。

「向うには、虫を扱あつかう呪い師と、霊を操あやつる呪い師、そして、死者に乗り移る呪い師の三人が居たのでございます」

「なるほど、それで分かりました」

「モークには、その第三の呪い師が幽ゆう魂こん離り脱だつして乗り移っておりました」

「眉み間けんと喉のどを射たのは、その幽魂を追い出すためだったのですね」

「はい」

　バクタは頷うなずいた。

「虫を操るものは、このわたくしが抑おさえました。そして、邪じや霊れいは、ラクシさまの生命の力が……」

　本人には全まつたく分かっていないのだが、ラクシには、すばらしい生命力がある。そのエネルギーは、多少の邪じやの力ならば払ってしまえるほどに強いものなのだ。むろん、今はバクタが呪じゆ術じゆつで、邪じや霊れいの力を弱めていたのだろうが……

「バクタ、よくやってくれました。バクタ」

　ハラドは、血だらけの老人を抱き締しめた。

「バクタ、一世一代の呪まじないでございましたよ」

　バクタは、乾かわいた笑い声をたてた。

「これも、殿下やラクシさまやお母君のため……」

　バクタの息は、ますます苦しいものになっている。

「殿下のおっしゃるとおりでございます。バクタは、お父君暗あん殺さつのために、アドリエから遣つかわされた者」

　バクタは虚こ空くうに手を伸す。

　その手を、ラクシがしっかりと取った。

「殿下！」

「ハラド、ラクシッ！」

　指示を終えたマクマンと前公こう妃ひが部屋に入って来て、バクタやモークの姿を目の当りにして立ち竦すくむ。

「しかし、暗殺の機会を窺うかがううちに、お父君のお人ひと柄がらに惹ひかれ……敬愛し……」

　バクタの告白は続く。

「実行をためらっているうちに、アドリエから別の者たちが派は遣けんされて来ました」

「それが、一一年前の事件だったのですね」

「さようでございます」

　バクタは頷うなずく。

「真相は、殿下の御ご明めい察さつの通りでございました。あれが終った時、正直に申しまして、わたくしはホッといたしました。もう終ったのだろうと……」

　バクタは身を震ふるわせた。

「これで終りだろうと」

　それは、魂を絞しぼり出すような声だった。

　しかし、それで終りではなかったのだ。アドリエは、アルン・アード一世の血を引く者を根ね絶だやしにしようとして、また呪まじない師を送り込んで来た。

　モークを使ったのは、バクタに一一年前の事を思い出させ、いやでも一味に加担させるためと、里の人々の目を眩くらますためだったのだろう。

　人々の心はモークの上に集り、呪い師たちの行動には気付き難にくくなる。

「殿下……殿下……わたくしは……」

「いいのです。もう、いいのですよバクタ」

　ハラドは言う。

「分かっていました。あなたに、わたしたちは殺せない。とうとう、父を殺せなかったようにね」

「ああ……殿下」

　バクタは、世にも嬉うれしげに微笑した。眼球を失ない、血だらけになった顔の、不ぶ気き味みな笑いではあったが、それは人々の心を打った。

「殿下……は、誰よりも優れたおかた……わたくしが……お育て申し上げた……」

「バクタ……」

「殿下のお薬の調合などは、弟子のエランに教え込んであります。あれは……修行次し第だいでは、良い医者に……あれは、わたくしのことは……アドリエとのことは、知りません」

「分かっていますよ、バクタ」

「殿下……殿下……」

　バクタは、ハラドの存在を捜さがすように首を動かした。もう、自分がハラドに抱かれていることも分からないのかもしれない。

「弓の御お稽けい古こは、ほどほどに……なさらなけれ……ば……冬は……外には……」

「いいのです」

　ハラドは、バクタの血まみれの頰ほおに、美しい頰を押し当てた。

「もういいのですよ」

　バクタの応こたえは、もうなかった。




　三人の呪まじない師は、夜の明ける頃に発見され、その場で里の者たちに殺された。

　ハラドは、その日からまたしばらく床とこに就ついた。

　ラクシは知っていた。

　ハラドが再び体調を崩くずしたのは、霊と闘って疲れたためではなく、誰よりも信頼していたバクタを失なった痛手のためなのだと。





──完──









　あとがき







　すみませんっ！

　ボイス・ファンの皆様。

　またまたボイスがのけ者、と怒らないでね。

　ボイスは、外伝一と二で、さんざん危い目（いい思いもしたけど）に会ったじゃないですか。少しは休ませてあげないと……

　本当は、今回は、ボイスが傭よう兵へい稼か業ぎようを選ぶまで、を書くつもりだったのです。でも、それは長くなりそうだったので、次回に持ち越しとなりました。

　つまり、ティーエ、イルアデル編と、ラクシ、ハラド編で、予定枚数が尽きてしまったんです。特に、ラクシ、ハラド編では、つい趣しゆ味み（ホラーです）に走ってしまったので……

　ボイスのその物語は、そのうちキチンと書きますので、待っていて下さいね。




　この「外伝３」が店頭に並ぶと、いよいよアニメの「風の大陸」の公開も目前ということになりますね。

　今の時点では、まだ完成していないので、私は部分的にしか見ていないのですが、とても完成度の高い作品になりそうなので、ワクワクしているところです。

　もちろん、映画は完全に原作通りではありません。

　アニメ映画化が決った時、私は真下監督に言いました。

　必ずしも原作通りにする必要はありませんと。

　なぜなら、小説には小説の、アニメにはアニメの表現の仕方というものがあり、それは時には全まつたく異なることもあるからです。

　だから、原作のテーマさえ理解していただければ、それでいいと思いました。実験も、どんどんして下さいと言いました。

　私自身、既成の枠わくの中に留まるのが嫌で、なんとか新しいものを作るということをして来たのですし……

　ですから、「風大」ファンの皆さんには、白紙に返った目で今度のアニメを見ていただきたいと思います。

　竹河聖の「風の大陸」ではなく、真下監督を始めとしたスタッフの皆さんが、心血を注そそいで作りあげた、独立したアニメ作品として見て下さい。

　きっと、素す晴ばらしいものになっていると思います。

　イメージと違う、などとおっしゃらず、スタッフの皆さんの心意気を感じ取って下さい。

　人が心に抱くイメージは、それぞれ違うのですから……




　例によって、種々の障害と本人の体調の悪さと弱気等が重なって、脱稿が大幅に遅れてしまいました。

　ご迷惑をおかけしているいのまたさんと、何も言わずに辛抱強く待って下さった担当編集者のＯ氏に、心からお詫び申し上げます。

　でも、モタモタ書いていた割には、しっかりと自分の趣味を押し出して、楽しんでいるんですよね。

　ごめんなさい。




　　一九九二年　六月


竹河　聖












風かぜの大たい陸りく




外がい伝でん３　虹の時と間き








竹たけ河かわ　聖せい





[image: ]





平成25年8月8日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社　富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C) 1992 Sei Takekawa, Mutsumi Inomata/Fujimishobo








[image: ]



item/image/cover.jpg
== i
0 BLRI7USIPNE 135N LWOFEDOH





item/image/p231.jpg





item/image/logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p031.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		運命の第一歩



		大河



		影を背負う男



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p097.jpg





item/image/p127.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
=2

RO PRI AR QL
NSRRI
SRV LRRNSRR-$0,






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p207.jpg





